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特集／中皮腫サポートキャラバン隊

皆さん、こんにちは。2週間前にこの集まりを開こ
うということで会場を用意したり、周知のご案内など
をさせていただきまして、何人ぐらい集まるのかなと
思っていました。いつものように10人から15人ぐら
いの、仲間内の人だけ集まるのかなと思っていたの
ですが、これだけ多くの人が集まって下さったことに
本当に感謝いたします。初めてお会いする方もい
らっしゃるようなので、補足しながらお話していきま
すので、少し長くなるかもしれませんが、聞いていた
だければと思います。

話の全体の内容としては、私がだいたい20年ぐ
らい闘病生活をしてきたのですが、その間に見てき
たアスベストの患者たち、または遺族、家族、そうい
う人たちを見てきて感じた個人的な感想、そんなこ
とを今日の話の中で話したいと思っています。です
から、私が見てきたことが全部正解というわけでは
ありません。その中から何らかのヒントを引き出して
いただければと思っています。

だいたいの話の流れですが、一番目は、自分自
身の心に芽生えた気持ち。これはごく最近、ここ1年
ぐらいで感じた、私の心の変遷について語りたいと
思います。二番目としては、中皮腫患者特有の困
難。三番目としては、目標設定を工夫する。そして
四番目には、キャラバン隊活動をどのようにとらえる

アスベスト被害、
中皮腫患者の生き方
栗田英司
2019年4月6日 中皮腫サポートキャラバン隊 in 静岡での講演

か。そして五番目に、最後の皆さんへのコメントとい
うことで、お話させていただきたいと思います。

私のプロフィール

まず、私の簡単なプロフィールですが、1966年10
月の27日生まれの52歳です。生まれたのは静岡県
の静岡市清水区の鳥坂と言われる地区で生まれま
した。18歳まで静岡にいて、そして、就職で東京に
上京いたしました。それで1999年12月24日、いまか
ら約20年前のクリスマスですね。そのときに腹膜中
皮腫、余命1年と宣告されました。それから20年間
に約4回の開腹手術を行いまして、主に腹膜を取る
という手術をしてきました。

そして、いまから2年前の2016年4月、肝臓、肺、
腎臓、そういう臓器に転移しました。それでもう、そ
こまで転移してしまうと、もう手術は無理だという話
になりまして、抗がん剤治療を勧められましたけれど
も、抗がん剤治療は拒否するという選択をいたしま
した。

そしてその2年間、どういうふうに生きようか考え
たときに、先ほどご紹介がありましたように、いまか
ら約1年半前、2017年9月から、この中皮腫サポート
キャラバン隊の活動をはじめました。だいたいそん
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約4リットルぐらい抜きました。やっぱりもう繰り返し腹
水がたまるというのも、これももう腹膜中皮腫の患者
にとっては、もうほぼ最期の状況なので、このときも、
もう終わりなんだろうなと思っていました。ところがこ
れも、たまたま運良く止まりました。止まった理由は
全然分かりません。

私は先ほども言いましたように、抗がん剤治療を
しないという選択を、その前からずっとしていまし
た。その理由は、私の人生観としては、「太くて短い
人生」でいいと。元気な時間を過ごせればいい。
抗がん剤治療をやって、弱った状態で長い間、病
院の中にいて何もできない状態。そういうものは嫌
だなと、ずっと思っていましたので、そうした人生でも
いいかなと。そういう割り切りは持っていました。

ですから、そのときにたまたま回復して、1年間
へろへろな状態で、いまこうやって生きているので
すが、ちょっと不本意だなという気持ちは、いまでも
持っています。

イチローの引退会見

ところが、この前イチローの引退会見を見ていた

なプロフィールです。
それで自分自身の心に芽生えた気持ちですが、

この1年間、私の心の中でいろいろな変化がありま
した。

ちょうど1年前の2018年4月6日に、私、下血したの
です。腹膜中皮腫患者が下血するということはど
ういうことかというと、腫瘍がもうお腹の中にたくさん
溜まって、小腸なのか大腸なのか分かりませんが、
どこかに腫瘍が顔を出してきて、そこから下血しま
す。腫瘍性の出血というのは、ほぼ止まりません。
下血したらもう死ぬ、そういう状況です。

「太くて短い人生」

4月にそうした下血をしましたので、ああもうほぼダ
メかなと、そのとき思いました。後から聞くと医者もも
うダメかなと思ったそうです。ところがたまたま運良
くその下血が止まりました。ところがその翌月、今度
は腹水貯留。腹水がたまってお腹がこんなに大き
くなりました。それで抜くしかないので腹水を抜きま
した。約7リットル抜きました。そして、1か月もしない
でまたお腹がこんなに大きくなって、また抜きました。

2019年4月6日、静岡県男女共同参画センターでの中皮腫サポート
キャラバン隊 in 静岡（上）と講演する栗田英司さん（左）
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ときに、イチローもこの1年間非常に苦しんだと言っ
ていました。イチローの引退会見の中で1年間のギ
フトについて話していたときに、私もこの1年間へろ
へろな状態で生きてきましたけれども、この1年間に
もらったギフトを考えてみました。そうしましたら去
年の6月に中皮腫100人集会&省庁交渉をやること
ができました。そして同じく6月に『もはやこれまで』と
いう本を出版することができました。また、オプジー
ボの早期承認の要請をずっとしてきまして、それが
認められたかどうかは分かりませんが、8月にはオプ
ジーボが早期承認されました。そして、日本肺がん
学会の中皮腫の外部委員に選ばれて、お医者さ
んが見る治療のガイドラインがありますが、患者の
代表として、お医者さんたちにまじって意見するとい
う、そんな機会にも恵まれて活動することができまし
た。また11月には、中皮腫サポートキャラバン隊とし
て独立し、自由に活動する大きな飛躍、そうした経
験もできました。12月に中皮腫ポータルサイトの「み
ぎくりハウス」も作りました。その他にも、関西テレビ
とかNHKの特集でテレビに出ることができました。
何の特技もない人が、テレビや新聞に出るなんて、
それは単純に嬉しい経験をさせていただきました。

多くの最高の仲間、サポーターとの出会い

こうしたへろへろな状態であっても、これだけのこ
とを体験できた。そして最高のギフトとして、最後に
取り上げたいのは、多くの最高の仲間、サポーター
と出会えた。これは、一番大きな贈り物だったと感じ
ています。それで、こうした経験をすることで、たん
に太くて短い、いま咲いている桜のようにぱっと散っ
ていくという人生もいいのだろうけれども、細くて長
い人生、その中からも最高の生き方というものを見
つけることができるという実感を得ました。
もうひとつ、そうしたいという、自然に心から出てき

たものですが、九州にAさんという方がいらっしゃい
ます。『もはやこれまで』の体験記の中にも書かれて
いますが、中皮腫と診断された後に、赤ちゃんを出
産された方ですが、二人目を授かったそうです。そ
れで前回もそうだったのですが、今回もまた主治医
からは堕ろすようにと勧めらました。でもご本人は

生む決意をされまして、これは非常に大きな励まし、
喜びです。私はそれを聞いたときに、本当に生まれ
てくる子どもを抱っこしてあげたいと思ったのです。

予定日が7月中旬で、いまからだったら3か月。こ
のことを聞いたのが1か月ぐらい前ですから、あと4
か月かと思ったときに、いま僕のこの状態で4か月っ
て結構長いのですよ。いけるかな、どうかなと思い
ましたけども、ああ、このギフトもぜひいただきたい、
という表現は変ですけども、このギフトも絶対にいた
だきたいと思いました。

それで7月に生まれてくる子どもを抱っこするため
には、8月までは生きているぐらいの体力がなければ
抱っこできないだろうということを考えて、一応、8月
をひとつの目標にしてみたいと思いました。

この1年間で感じた心の変遷

それでただたんにぼーっとしていたら、やっぱりこ
れ、ミッションがクリアできないと思いましたので、いろ
いろ方策を考えました。例えば入院をするとか、あと
は介護してもらうとか、身体障害者の申請をすると
か、そうした世の中にある様 な々サービスを使って、
1日でも長く生きるということをいま、考えています。

それでいま、ブログ見てらっしゃる方、ご存じだと
思いますが、今日は33日目の入院ですけれども、実
はこの入院もたまたま運が良かったのです。体調
がすごい悪かったので、入院させてもらったのです
が、入院して2日目に不整脈になって、3日目にも不整
脈になって、4日目にまた下血したのですね。私は千
葉県に住んでいるので、もし千葉県で下血していた
ら、どうなったのだろうという感じです。例えば下血
して、どうのこうのなんてやっている間に、もしかした
ら死んじゃった可能性もあるのです。これも本当、た
またま運良く、とても良いタイミングで、ここも何か延
命の橋を渡ることができたなという感じです。

私自身この1年間で感じた心の変遷というのが、
「太くて短い人生」にわりと長いあいだ固執してい
ましたけど、へろへろの状態で生きていたとしても、
やはりそこから人生の喜びとか、まわりの人の支えと
か、そういったものから様 な々幸福感を得ることがで
きると体感させていただいた1年です。

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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中皮腫特有の困難について

次に二番目の項目として、中皮腫特有の困難に
ついてお話したいと思います。これは20年前から、
患者、家族、遺族たちとずっと交わってきて感じてき
たもののひとつです。

通常、中皮腫と診断されたらどう思うか。患者の
皆さんはもうよくご存じだと思います。人それぞれ違
うので一概には言えませんけれども、普通の癌患者
と同様、ショックを受けますね。ずっと精神的に安定
していた状態から、こう、がくーんと落ちる、まったく
どうしようもない精神状態になると思います。困惑し
ます。これは普通の癌患者と同じです。

ところが中皮腫について調べはじめると、中皮腫
はまず治癒しないと言われています。ここまで言うと
身も蓋もないので、治癒しにくいと言ったほうがいい
ですかね。そして予後が悪い。寿命が非常に短い
とか、あと、苦しい。普通の癌よりも酷いと言われて
います。そしてさらに調べていくと、石綿が原因で
ある、ということを知ります。そうすると、どこで吸った
んだろうか？多くの人は思い当たらないです。だい
たい半分ぐらいの人は思い当たらないことが多い
ですね。そうするとやっぱり困惑します。

それで次のステップとして、国が国策としてアス
ベストを使っていた事実だとか、なかなか禁止しな
かったという事実を知ることで、国の不作為を知りま
す。そして自分は被害者であるという強い被害者
意識を持ちはじめます。自分に非がないのに治ら
ない疾患になる。その疾患は、呼吸困難、痛みを伴
う。患者をはじめ、家族や周りの人たちを巻き込ん
で、激しい怒りを生む。そうなると、病気そのものと
の闘いの前に、被害者意識に押しつぶされてしまう
といった可能性もあります。

やはり、いつまでも自分が被害者なんだというとこ
ろで止まってしまう人もいるのです。だからとにかく
激しい怒りだけが残ってしまい、療養に力が入らな
くなってしまう。

中皮腫に「負けた」という気持ち

胸膜中皮腫ですけども、標準治療はアリムタ+シ
スプラチン、あとはオプジーボ、あとはいろいろな抗
がん剤をブレンドして使うといった程度でしょうか。
それから放射線、外科手術、先生の経験知などを
利用した治療がすすめられています。

結局、さっきも言ったように、中皮腫ってなかなか
治癒しないと言われている病気で、こうした治療の
奏功率は20%から30%です。だから、治療しても治
らないという人が多くいるわけですね。

ところが、やはり治りたいという気持ちが非常に
強いために、検査結果に一喜一憂する。ときにはで
すね、やはり検査結果がうまくいかない。もう亡くなっ
てしまうという状況下に入ったときに、その「敗北し
た」という考え方ですかね。「負けた」という気持ち
になってしまうということもあります。人間、いつか死
にますからね、必ず。どういう死のかたちになるか
は分からないですけども。ただ、その中皮腫で死ぬ
ということが、敗北という考え方になってしまうのは、
これはやっぱりどこかに、ゆがみがあるといつも感じ
ています。強い被害者意識、先ほどの自分は被害
者だという強い意識が、その死を迎えたときに、自分
は敗北してしまった、というような心持ちを持たせる
のではないかと、私は個人的に感じています。

目標設定を二段構え、三段構えで

そういった意味で、私たちが中皮腫患者として
人生の様 な々目標設定、治療の目標設定、生活の
目標設定をしていくときに、いろいろな工夫が必要
だと思っています。

人によって優先順位が違いますけれども、例えば
治すということをまず一番目に持ってきて、治すとい
うことだけに頑なになってしまうと、治らなかったら負
けです。もうそこで終わりです。治療をして、CTと
か血液検査の検査結果を見て、それが望ましい検
査結果でないと、すごい落胆しますよね。そして治
療が打ち切られたとなったら、もう完全に袋小路に
入って、もうおしまいだ、となってしまいます。

ですから、目標設定をするときには、一個だけ目
標設定するのは非常に危険です。ですから、まず
優先順位としては治すということを決めたときに、も
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う二段構え、三段構えで目標設定をしていくと良い
と思います。

例えば二番目としては、仮に治らなくても、満足で
きる生き方をしておくという目標は良いかも知れませ
ん。治らなくても満足できる生き方。私がいつも思っ
ているのは、「いまを懸命に生きる」「自分のやりた
いことをやる」。様 な々自己決定のプロセスの中に、
自分の考え、自分がこうしたいというものを入れるこ
とで、どんな結果になっても自分が選んだことです
から、大きな後悔をすることはまずないと思っていま
す。

ですから、こういった自己決定のプロセスの中に、
自分はどうしたいのかということをぜひ入れて、二
段構え、三段構えで目標設定していただければと
思います。私は「柔よく剛を制する」ということで、
ひとつのことを絶対こうだというふうに決めないで、
違う状況が入ってきたら、それをかわす、しなやかさ
をもってやっていくことが良いと思います。

患者どうしの交流を深めていく

私は中皮腫サポートキャラバン隊の活動をしてい
ますけれど、皆さんの人生の中でも様々な選択肢
がありますから、それぞれのいろいろな出来事があ
ると思いますけども、ぜひその中にキャラバン隊の
活動というのをひとつ入れていただきたいと思って
います。

このキャラバン隊の活動にみなさんが協力してい
ただくときに、どういうところを楽しんでいただきたい
かということですが、まずは恩恵を実感していただき
たいと思っています。

ピアサポートの訪問や集まり、電話、メール、スカ
イプ。こうしたものを、いま私たちは実施していま
す。今日の集まりもそうですね。患者さんが15人集
まっていますから、こういった集まりを通して、患者さ
んたちの交流を深めていただきたいと思いますし、
様 な々悩み、疑問、そうったものをぶつけて、これか
らの役に立てていただきたいと思っています。

また、中皮腫ポータルサイトを通して最新情報な
どを流していますので、そこからも情報を得ていた
だきたいと思います。

新しい治療情報、社会保障、そうしたものにどん
なものがあるのか、またはどう手続きすればいいの
か。そうしたことも私たちは調べていますので、質問
をいただければ、お手伝いもさせていただきたいと
思っています。

課題の現実的、実際的な解決を目指す

あと、キャラバン隊の活動では、国といろいろな
交渉をこれからもしていきます。患者と家族の会の
中で活動していたときも、去年の中皮腫100人集会
など行いましたし、また、個別に厚生労働省などに
行って話し合ってきましたけれども、引き続きこの活
動をしていきます。

それでですね、これはもう20年前から本当に感じ
ていますが、国とやりあうときも、未来志向で取りか
かっていただきたいといつも思っています。もちろん、
これまでの不作為の責任というのは、これはきっちり
取っていただきたいと思います。生活の保障、これ
は救済法の給付金をあげるとか、通院費とか、いろ
いろあります。そして、医療の研究開発。また、各
種社会保障制度の優先的な対応。例えば介護。
通常、介護を申請すると1か月半とか2か月とか時間
かかります。だけど中皮腫患者は急に調子が悪く
なるので、もう少し優先的に、すぐに使えるという対
応とか。そういった不作為の責任はきっちり取っても
らいたいと思います。

一方で、絶対にやっちゃいけないなと思うのは、
石綿問題の追及で強い怒りがあります。これは本
当によくわかります。親兄弟や子ども等、いろいろ亡
くしてきている。そして、苦しい状況で亡くなってい
る状況を見ていますので、それは文句のひとつも言
いたくなるというのはありますけれども、たんなる感
情のはけ口として文句を言い続けないように気を付
けていきたいと思います。課題の現実的、実際的
な解決、こうした方向に向かって話をしていく必要
があるのだと思います。

自分自身が道標になる

それから、キャラバン隊の活動を皆さんにも本当

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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にお手伝いしていただきたいと思っています。とくに
患者の方。皆さん自身が道標となっていただきたい
というふうに思っています。

私が右田さんとこの活動をはじめたのは、この
「道標」になるということが主要な目的です。要は
自分の持つ経験、それは何でもいい。どういう感情
だったか、また、どういう手続を経て社会保障なり医
療の保障なり治療方法なりを得てきたのか。自分自
身の経験もそうですし、他の人から聞くのもそうです
し、そうした知識がストックされていきます。そうした
ストックを使うことで、僕らが1年かけてやったこと、
それが道標となって情報としてきっちりとすれば、1
か月でそこに到達することができるかもしれません。

ですから、こうした道標となるために、これから何
らかのかたちで治療、感情の変遷、療養生活の実
際的な問題と知恵を、何らかのかたちで残してい
ただきたいと思っています。

私たちキャラバン隊としては、例えば書籍を作る、
ポータルサイトに体験談を載せるとか、あとブログを
書くとか、そういった様 な々かたちで残していくよう
に努力しております。

また、今日みたいに集まっていただくというのも本
当に感謝すべきことです。こうやって集まることで、
今日もマスコミの方が来て下さっていますけれども、
やはりニュースになったりすると、こういったキャラバ
ン隊活動、中皮腫という病名、こうしたものが周知
されますから、それは大きな貢献だと思っています。
ですから、これからもできる範囲で、キャラバン隊の
メンバー、また、サポーターとしてご協力いただけれ
ばと思います。

1995年から24年経っていますけれども、約2万人
の中皮腫患者さんが亡くなっています。私たちが
現時点で受けている恩恵、社会保障、医療研究開
発、患者会などの集まり。こうしたものはこの2万人
の人たちの屍の上に立っている。その人たちの死
というのは、何らかのかたちで役に立っている、とい
うふうに感じています。

ですから、私たちひとりひとりも、闘病生活とか本
当に大変で本当に苦しい毎日を送っている、それは
本当によくわかります。ただ、それでも自分のためだ
けに生きるのではなくて、他の人たち、とくにこれから

の中皮腫患者の人たちを助けるために、何らかの
ご協力をお願いしたいと思っています。

キャラバン隊の成長期、収穫の果実

最後にまとめになりますけれども、2017年9月に
キャラバン隊はスタートしました。当時「7本の矢」と
いう目標をもって全国展開しました。これはいわば
種まきをずっとしていた期間のようなものです。

そして、現在は成長期だと思っています。2018
年12月にキャラバン隊が独立しましたが、独立前
の半年間ぐらいは、いろいろな問題にもまれました。
キャラバン隊活動の是非についていろいろ語られ
て、本当に大変な思いをした人たちも多くいました。
ただ、その諸問題にもまれることで、キャラバン隊の
活動に真摯に協力してくれる患者、家族、遺族、支
援の人たちがすごい明確になりました。いまキャラ
バン隊に協力している人たちは、この活動に積極
的に参加してくれています。まさにこの成長期、「7
本の矢」が拡大して、深みを増して、広がっていると
いう状況を、私たちはいま、見ているところだと思っ
ています。

それでたぶん、これから収穫期を迎えることにな
ります。どんな果実がなり、どういうふうに収穫する
か。それはいまの時点では分かりません。ただ、私
と右田さんは、今後、成長期、収穫期を見ることは
ないかも知れません。まあ、右田さんまで巻き込む
のは申し訳ないかなとは思うけど。しかし、長期に
生きる患者さんやご家族、ご遺族、そして支援の皆
さんは、これからもキャラバン隊を見守っていただけ
る可能性が非常に高いと思います。今後このキャ
ラバン隊がどういうふうに成長していくのか。そして
収穫期にどんなかたちで実がなって、そしてその実
を収穫していくかを見守っていただきたいと思いま
す。

そういった意味で、今後の中皮腫サポートキャラ
バン隊の活動を皆さんに支えていただけるよう、お
願いしたいと思います。今日はどうもご静聴あ
りがとうございました。
※以下で講演の動画を見ることができます。
	 https://asbesto.jp/
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みなさん、こんにちは。朝からの街宣活動、ご苦
労さまでした。私も初めて参加させていただいたん
ですけれども、この風貌でチラシ取ってもらうの、1枚
目10分ぐらいかかりましてね。みなさんのご努力が、
何かすごいなと思いました。これから私も街中を歩
いていたら、できるだけチラシとかティッシュをいただ
こうかなと思っている次第です。
「中皮腫サポートキャラバン隊 2019」ということ

で、いままで現在、やってきていることと、これから
やっていきたいことを、ご説明させていただきたいと
思います。

余命2年宣告からブログ開始

まず自己紹介。私、右田孝雄と申しまして、2016
年7月に悪性胸膜中皮腫で余命2年と宣告されまし
た。実は私、こんな頭をしていても、もともと郵便局
で公務員をしていました。公務災害ということで出
したんです。ついこの間、返ってきた回答が、「少
量の曝露は認められるけど、幼少期の大量の曝露
によって云々」ということで、認められませんでした。
郵便局で働いているなかでの少量の曝露は認め
られる、それなのになぜ公務災害が認められない
のか、ちょっと不思議に思っています。うちの親父は

中皮腫サポートキャラバン隊
活動の新たな展開
右田孝雄
2019年5月25日 石綿対策全国連絡会議第31回総会での講演

みなさんと同じような、左官をやっています。おまけ
に家の近所に、ひとつだけですけども、石綿工場が
あったということを聞きました。幼少期には、そのまわ
りをうろうろしていたといことで、それが曝露の原因
じゃないかというふうな根拠があるんですよね。私
の場合、右側が中皮腫で、左にもプラークがあると
言われています。

2016年7月に悪性胸膜中皮腫を発症して、余命
2年と宣告されましたけども、おかげさまで先月、3年
をクリアすることができました。2年と言われたときに、
ブログを開始したんです。何でかと言いますと、後
でまた言うんですけども、まず中皮腫という病気を
言われたときに、死ぬ病気やと思っていなかったん
ですよ。治る病気やと思っていたんですね。がん
でなかったんで。ですんで、治る病気やと思ってた
のに、先生から「お前、余命2年やで」と言われて、
「え！？」っていう感じで、頭の中が真っ白になって
しまいました。ネットで調べると、何もええこと書いて
ない。予後が悪くて余命は18か月ぐらいやとか、治
療法もないよ、って書かれていてですね。これはどう
したもんや、と思って、私自身、いわゆる情報をつな
ぐ意味でブログを開始しました。

半分やけになっていたんですけどね。「悪性胸
膜中皮腫と言われてどこまで生きれるかやってみよ

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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2019年5月25日、東京けんせつプラザでの石綿対策全国連絡会議
第31回総会（上）と講演する右田孝雄さん（左）

う！」ということで。いま実際、書いていることってい
うのは、治療のことは半分以下かもしれません。面
白いこと、やっていることを書いているんですけど
も、それは何でかと言いますと、やっぱり患者さん、
一緒に闘っている患者さんにですね。これだけが
んばって元気にやっている患者もいてるんやでとい
うことを、全国の方々の患者さんに見せて、私もが
んばろうかなという患者さんが一人でも多く出てく
れたらいいかなと思っているんです。
もう手術はできないと言われて、ショックを受けまし

た。治療をはじめまして、アリムタ＋シスプラチンを9
回、いまは4回から6回といっているんですけども、私
はこのとき残りの3回、アバスチンっていういまは中止
になっている薬も打ちました。

2017年5月に、ブログで知り合った友だちとです
ね、仲間、患者さんらとですね、患者同士集めて情
報共有しようということで、「中皮腫・同志の会」とい
うのをつくりました。

その後、私の人生の転換期と言いますかね、栗
田英司さんと知り合ったわけですけれども、2017年
7月に「中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会」
に入会させていただいて、9月に「中皮腫サポート

キャラバン隊」を結成させていただきました。この頃
はもうすでに一応、経過観察ということでやってい
たんですけども、やっぱりちょっと腫瘍が大きくなって
きて、2017年3月から、アリムタを8回、投与していた
だきました。

2018年2月には、日本肺癌学会の肺癌診療ガイ
ドラインの検討委員会の、中皮腫小委員会の外部
委員ということで、栗田さんと入らせていただいて、
約半年から1年間ここで、ほとんど全員がお医者さ
んの中で、中皮腫というものを勉強しながら、いろい
ろ患者としての立場で話をさせていただきました。

去年の8月にオプジーボができるということを聞い
て、アリムタからオブジーボに変えたんです。つい
この間まで、16回オブジーボを順調にやってきたん
ですけども、16回目で突然、中止と言われたんです
ね。結構、こういう方は多いんですよ。効いている
と思ったんですけど、実は効いていなかったという
ことで、私の場合も効いてなかったと言われたんで、
また今週の火曜日からアリムタをうっています。いま
ちょっと副作用でちょっとしんどい。しんどいっていう
か、お腹がちょっと調子悪いかなと。

2018年12月に中皮腫サポートキャラバン隊の共
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同代表ということで、いま現在、活動させてもらって
いるということです。

中皮腫キャラバン隊の誕生と独立

自己紹介はこれぐらいにして、なぜ私がこういっ
たことをしだしたかということですね。

まずはさっき言ったように、くりちゃんとの出会い。
栗田英司さんとの出会いなんです。きっかけは一
緒に行った一昨［2017］年の省庁交渉。まだこのと
きは私自身、患者と家族の会には入っていませんで
した。入り口がちょっと私とは合わなかったというこ
とで、1年間入るきっかけがなかったんですね。栗
田さんと出会って、患者と家族の会のみなさんの頑
張っている姿を見てみたらということで、参加させて
いただいたんですね。そのときに参加した患者は、
私と栗田さんと、田中奏実さんの3人だけだったん
ですね［お三方とも翌日の石綿全国連30周年記念
国際集会にも参加してくださっています］。

そのときに私らの代わりに支援者の人が、ご遺
族、ご家族の人が、みなさんが訴えている。じゃあ
患者として、私らもできることがあるんと違うかという
ことで、栗田さんといろいろ模索したわけですね。
やっぱり中皮腫は予後が悪いということを言われ
て、患者さんが出てこられないのかなと思ったんで
すけど、でも栗田英司さんなんかはもう19年生きて
ますしね。全国で長期生存者は何人もいるんじゃ
ないかということで、そこから治療法とか秘訣を聞く
ために、2017年7月に全国行脚を決定したんです。

患者として何ができるかということで、中皮腫を発
症した方、多くの人が初めて聞く「中皮腫」という
言葉ですね。全国をまわってわかったんですけど、
まわりにどんな病気か教えてくれる医師もいない。
ネットには予後が悪いとかばっかり書いてある。ネ
ガティブで喪失感を与えられて、絶望感に落ちてい
くというのが、中皮腫患者のいままでの流れだった
と思うんですよ。でも中皮腫患者さんの中には長
期生存者もいるし、患者さんに前を向く情報を届け
たいという思い、そこで事務局と相談して、「中皮腫
サポートキャラバン隊」というのを作るということで、
はじめました。

全国25か所で交流をはかって、いろんな患者さ
んと出会いました。患者さんの声を前面にあげたい
ということで、全国行脚で患者さんらの声を集める。
どんどん集めていって、やっぱり闘う患者に悠長な
ことは言っていられないということで、私たち、患者
さんは余命何年と、まあ言うたら刃物を突きつけら
れているわけで、時間がないので、とりあえず急い
で何かやりたいということで、患者のためにできるこ
とを即実行するということで、患者の任意団体とし
て、2018年12月には好意的に独立させていただき
ました。

独立してから最初にやったことなんですけども、
さっきも言ったように、いい情報が全然まったくネット
上にないということで、皆さんお困りになっている状
況なのでね、まず知りたい情報をネットで取れるよう
に作るということで、2018年1月に中皮腫患者と家
族のため「中皮腫ポータルサイト　みぎくりハウス」
というのを開設しました。この「みぎくりハウス」とい
うのは何かというと、私と栗田さんが出会ってから
の夢なんですけどね。今回、泉南にアトリエみたい
なのができたんですけど、ああいうのを作って、いわ
ゆる情報とか、そういう館を作りたいと思っていたん
ですけども、やっぱり実費がかかるということで、そ
れをネット上に展開していこうということで、ネット上
で作ってみようということで作ったんです。

どんなものかと言いますと、新しい情報、ためにな
る情報を随時掲載ということで、ピアサポートの取り
組み。あちこち、患者さんと会っている中で、患者さ
んから得た有用な情報を載せたりとか、あと、中皮
腫治療の医療の情報。各種の社会保険の制度と
かですね。それと、参加型のポータルサイトなんで
すよね。皆さんが覗いて、皆さんの経験談、患者さ
んの個々の経験談もどんどん載せられるようにして
いますので、見ていただいたらと思うんですけども。

あと、やっぱり文字を読むのは嫌やという人のた
めに、イラスト入りで馴染みやすく、このバス［19頁
参照］、4台ぐらいあるんですけども、これすべて、
実際の患者さんをモチーフにして似顔絵を描いて
載せています。このデザインをしたのがうちの妹の
娘で姪っ子なんですね。こういうのを作っていただ
いたので、かわいいということで載せていただいて

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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やっているんですけども。やっぱりイラスト入りで馴
染みやすくしてですね。さらに、読むのが苦手な方
には動画も提供しています。

最近、最新情報がすぐに読めるメルマガ会員も
募集しています。これをすることによって、随時、新
しい情報とか、どんどん流れるようにしましたので、
よかったら見ていただきたいと思います。患者さん、
ご家族さん、参加型のポータルサイトですので、皆
さんの体験談がお役に立つということで、また見て
いただいたら結構かなと思っております。

次に、リーフレットを作成する。その次にはこれも
やっぱり、やるにあたっては全国の患者さんと家族
の方にも知ってもらわなあかんということで、フリーダ
イヤルも置きましたし、全国の患者さんの載ってい
る、似顔絵を載せて、やっぱり患者さんとかご家族
の目にとまるように、全国の病院のほうに送って、連
絡をいただきたいなと思っています。サポーターも
募集中なので、ぜひ応援してください。

今年4月6日ですけども、初めて中皮腫サポート

キャラバン隊主催交流会を、静岡でやりました。な
んで静岡でやったのかというと、昨日見てもらった方
もいると思うんですけど、栗田さん［前日の患者と家
族の会の省庁交渉に右田さんらとともに参加－別
掲写真］。栗田英司さんが、もういまは車椅子でな

いとほとんど動けない状況です。でも話をすることも
しっかりしていますし、頭もちゃんと働いているという
か、しっかりしているということを、皆さんにメッセージ
を投げかけたいということで、その思いを私自身、か
なえたいなと思って、静岡でやりました。参加者60
人で、患者15人ということで、これをやりました。これ
が結構好評だったので、今後もあちこちでちょっと
ずつ、ちょっとずつやっていきたいなと思っております

［このときの栗田さんの講演を2頁以下に紹介して
います］。

次にやっていることは、石綿肺がん患者の掘り起

こしということで、日本肺がん患者連絡会と連携－
国会議員に野次られた長谷川一男さんという肺が
ん患者さんをご存じですよね。彼が理事長をやっ
ている日本肺がん患者連絡会と連携しています。
肺がんの労災認定率が悪いですよね。中皮腫患
者よりもたくさん人数はいるのに、はるかに悪いとい
うことで、中皮腫患者とほとんど並ぶぐらいの人数
しか認定されていないということで、絶対眠ってい
る石綿肺がん患者さんがいるということですね。こ
れを医師と肺がん患者にアンケートをとって、あなた
は石綿に関係していますかと言われたか、言ったか
というのをとって、今後、石綿肺がんの患者さんを、
いかに掘り起こしていくかというのを模索中です。
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今後の活動の新たな展開

いままで言ったのはいまやっている活動なんで
すけども、今後どういった活動をしていきたいかと
言いますと、まず1番目、全国でのピアサポートネッ

トワークの構築。全国への講演会、交流会の継続
ということと、あと、個別のピアサポート活動の継続。
近くに居る患者さんが、困った患者さんのところにす
ぐに足を運んでいって、相談相手になるとか、情報
の共有をするということですね。

それと、関西になるんですけど、毎週水曜日に中
皮腫サロンというのをやっていて、関西の事務所
に来ていただければ、いつでも私がいるということ
で、一応ほぼ在駐している状況です。毎月第3水
曜日になるとZOOMサロンと言いまして、Skypeとか
ZOOMとかありますよね。そのZOOMを使って、テ
レビ電話を使って、全国の患者さんとお話をしたり
情報共有をしたりするということをしています。

2番目が、他団体との連携や周知活動なんです
けれども、要請があればどこへでも行くということ
で、北海道の複数の某病院から声がかかっている
ので、今年はやっていくと思うんですけれどもね。去
年行った病院であったのが、病院の誰も、医療関
係者が半分以上いたのに中皮腫という病気を知ら
なかった。院長もインターン以来に聞いた久しぶり
の言葉ですというふうに感想を述べられたので、そ
れには驚きましたね。やっぱりそういったことで、周
知活動は絶対に必要だなと思いました。

次に「希少がんMtE」－Meet the Expertだっ
たかな、これは国立がん研究センターで、お医者さ
んが講演して下さいまして、その後、パネラーとして
患者さんが上がって、いろいろ質疑応答するという
ことをまたやっているので、今度また招かれました。

MSWというのは何かと言いますと、日本のメディ
カル・ソーシャルワーカー、各病院におられるソー
シャルワーカーの団体でして、今度話にいくのは、い
わゆるソーシャルワーカーから話してほしい社会保
障なんですよ。何かと言いますと、昨日もちょっと私
自身、省庁交渉の中であげさせていただいたんで
すけども、中皮腫患者でも肺がん患者さんもそうで

すけども、社会保障を受けている患者さんが3分の
2－1万9千人中の1万2千人しか受けていなかった
と、ここ10年で。7千人はと言うと、周知を受けずに、
いわゆる社会保障を受けずに亡くなっているという
こと。生きているうちに可能な標準治療ができてい
ないんですよ。

なんでわかったかというと、私のところに連絡が
あったんですけども、オブジーボをうてないんです。
何でですか？医者から実費がかかるって言われて
いるんですよ。いや、ちょっと待って。社会保障聞
いた？何それ？誰からも聞いてません、という患者さ
んがいたんですね。あと、患者の娘さんから電話が
ありまして、お父さんがもう余命一月と言われていま
す。どうしたらいいですか。もう私もどうしていいか
わからへん。でも、いろいろ事情を聞いていったら、
もう医者は何の処置もせずに緩和療法だけ、痛み
止めだけするだけで何もしてくれない。

治療はあるはずですよ、と。社会保障を受けて
いたら治療は無償で受けられますから、どんどん病
院へ行ってください。実はそのお父さんは石綿工
場の工場長やったんです、元。なのに、労災すら知
らなかったんですよ。初めてわかって、関西労働者
安全センターの人に行っていただきました。石綿工
場の工場長ですから国賠も認められるんですよね。
この患者さん、僕のところに相談に来て1か月以内
に亡くなっちゃったんですよ。もし、僕のところに相
談していなかったとか、その話をしていなかったら、
その患者さん、ご遺族さんに、その多大なお金とい
うのは一切入っていなかったんじゃないかと思った
ら、やっぱり怖いんですよ。やっぱりそういった部分
で言うと、医者に聞いたら、お医者さんはやっぱり
治療で専念する。看護師さんもそれどころじゃない
し、あまり聞いたことがないというふうな話があるの
で、その現場に一番近いのは誰かというと、やっぱ
りソーシャルワーカーさんだということで、今度ソー
シャルワーカーさんに、そういった話を患者さんにす
るようにということを伝えてこようと思っています。

JAMIGとは何かと言いますと、これは日本中皮
腫学会といって、今度できるらしいです。私が直接、
兵庫医科大学の長谷川先生から電話をいただき
まして、患者としてお医者さんに話したいことを20

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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分ぐらい話してくれと言われているので、やっぱり医
者も問題になっている、医者と患者のコミュニケー
ションですね。セカンドオピニオンに行きたいけど先
生によう言わんわとか。先生の言いなりにならない
と仕方がないとか、いまはそういう時代じゃないので
と言っても、やっぱり患者さん自体が怖じ気づいて
いて、そういうことをお医者さんのほうからやっぱり
言っていただきたいなと思うこともありますので、そう
いったことを伝えてきたいと思っています。

3番目に、省庁交渉でも半分以上その話でした
が、中皮腫の医療の確立を訴えていきたいと思い
ます。

胸膜中皮腫以外の、腹膜、心膜、精巣鞘膜中皮
腫の標準治療の確立と、新薬の承認に向けた取り
組み。がんゲノム医療へのアプローチや新しい治
療法の確立に向けた取り組みということで。最近の
治療事情はということでちょっと説明しようと思って
いたんですけど、時間押してますよね。ちょっと飛ば
して簡単に説明します。

皆さん知っているように、外科治療があって、中
皮腫で手術可能な患者さんは10人に1人か2人、
胸膜全摘出手術または胸膜切除/肺剥皮術が行
われていて、5年生存率43％、生存期間中央値が
59か月だなんていう状況ありますし、内科治療で
は、抗がん剤が奏効率20％～30％、私もやっている
んですけども、オプジーボも実は20％～30％です。
まれに重篤な副作用があると言われているんです
けども、結構ありますので、このへんちょっと気を付
けてほしいと思います。

ある大学病院の先生が言っていたんですけれ
ども、オプジーボをする上で、免疫力が高まりすぎ
て稀に大きな副作用がありますと。その反応に耐え
うる体力を蓄えるためにも、ある程度のバランスで
好きなものをたくさん食べて下さいということで、私
自身が自分で物語っているんですけど、食べて元
気になって、免疫力、体力を付けて下さいということ
を、ある大学病院の先生が言っていました。

ここで感じたことは、いつ起きるかわからない副
作用に注意してほしいということ。ちょっとした違和
感や異常は見逃すことなく病院に行ってほしいとい
うことで、これからひょっとしたら誰が中皮腫になる

かわかりません。そういう時代に来ていますんで。も
し、中皮腫になったときは、やっぱりそういうことを考
えて治療を考えていただきたいと思います。

この間、病院のセミナーで、ある先生に「オプ
ジーボや新しい薬が試されていて内科的療法でも
寿命は延びていますが、手術ができる患者に対し
手術を勧めますか」という問いに対して、「手術を
勧めます」と内科医の先生が言ったんです。なぜ
かというと、外科手術なら取れる可能性があるから
手術を勧めます。手術後にはかなりのリスクを伴う
が、現段階では内科療法には根治の可能性はな
い。手術をしてすぐに再発する人もいれば転移す
る人もいますから、ただ、私ならリスクは大きいです
けれども手術を勧める、と言っていました。ですの
で、ここで言えるのは、決めるのは患者さん本人で
すから、あちこち情報を集めて患者力を高めてほし
いということを、私は言いたいなと思っています。

新しい治療法、昨日ちょっと言ったんですけれど、
MSI（マイクロサテライト不安定性）検査のことなん
ですけれども、聞かれていた皆さまもよくわからな
かったかと思うのでちらっと話しますと、標準治療法
後の局所進行、転移性固形がんの患者さん。中
皮腫でいうと、オプジーボが奏功しなかった、アリム
タが奏功しなかった胸膜中皮腫の患者さんを含む
んですけども、こういった患者さんがMSI検査という
のを受けられます。手帳があれば無償になるという
ふうに聞きました。これで陽性というふうなくくりが出
たら、一応、キイトルーダが打てるということです。た
だ、治験で3人の方がキイトルーダを使いましたけれ
ども、奏功率0％と聞いています。だからその3人の
方がたまたま効かなかったのか、それとも中皮腫に
対してキイトルーダはあまり効かなかったのかという
のは、まだ結果は出ていませんということです。

現在、世界で研究中の治療法はこれぐらいある
と言われています－免疫チェックポイント阻害剤、
CAR-T療法、血管新生訴外療法、メゾテリン標的
療法、アルギニン欠乏療法、ウイルス療法、ネオ抗原
ワクチン。ひとつでも多くの薬が、一日でも早く患者
さんの元に届けられるような活動をしていきたいと
思っています。すみません、どんどん飛ばしていきま
すね。時間がないんで。
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岬の丘でキミと出会って
小さな石碑に誓った夏の日

北の大地で見つけたアイドル
親父二人にそそのかされて
綴り始めた道しるべ
どこかで待ってる人がいる
明かりが欲しいと待っている

Please give me light.
Let's give light
to someone waiting for.
さあ行（ゆ）こう光を求めるその場所へ

初めての空、出会った同志（トモ）よ
笑顔で交わした幾多の握手

いつのまにか同志（トモ）が集まり
老若男女がひとつになって

広がり始めた道しるべ
まだまだ待ってる人がいる
希望が欲しいと嘆いてる

俺たち待ってる人がいる
愛が欲しいのは俺たちか

Please give me love.
Let's give love 
to someone waiting for.
さあ行（ゆ）こう
愛が溢れるその場所へ

Please give me love.
Let's give love 
to someone waiting for.
さあ行（ゆ）こう
愛が溢れるその場所へ

希望の道標

4番目に、ピアサポートの講座の開催ということ
で、やっぱり私たち患者さんにどんどん寄り添って
いきたいので、ピアサポートの講座をどんどんどんど
ん、随時開催していきたいと思います。

5番目としまして、それに付随して中皮腫患者の

手記の出版。栗田さんが去年、『もはやこれまで』
という本を作ったんで、それに続く第二彈ということ
で、ピアサポート講座で手記を皆さんに書いていた
だくんです。それを集めた本の制作と出版を、いま
考えている段階です。どうなるか考えているけど、
前向きに考えている段階なので、お願いします。

6番目が、昨日、会場でお配りしたと思うんですけ
れども、中皮腫患者の闘病生活実態の調査とQOL

の向上のための施策ということで、キャラバン隊で
いろんな、46項目の質問、アンケートですね［18頁も
参照してください］。患者さんの療養生活をよくする

ためのアンケートをやって、どこにどういった問題が
あるのかというのを導き出して、どんどんどんどん要
求していきたいということをしています。

7番目がいま最後の活動の動きなんですけども、
やっぱり中皮腫フェスタの開催ということで、真面
目に楽しく、患者さん同士やご家族同士の絆をつ
なげたり、患者さんとご家族の絆を深めて、元気を
出して、前向きに生きていけるパワーを蓄えるような
フェスタがしたいな、と思っています。

それを現実に近づけるために、私、ちょっと昨日も
練習したんですけども、こういったものを作りました。
中皮腫サポートキャラバンのテーマソング 「希望の

道標」 です。私が作詞しています。プロの方の向
笠さんが作曲してくださったということで、ここでひと
つ、披露させていただいてよろしいでしょうか。
［歌の披露後］ ありがとうございました。

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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追悼：
栗田英司さん
中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会
会報第154号（2019年7月）から転載

栗田英司さんが、令和元年6月19日
午前6時頃、ご逝去されました。

彼は33歳で腹膜中皮腫に罹患し、
4回の手術を繰り返しながら19年6か月
もの長い間、闘病してまいりました。発
症当初より、「中皮腫・アスベスト疾患・
患者と家族の会」に入会して当初は会
の活動に積極的に関わってまいりまし
たが、7年目を迎えた省庁交渉である
会員さんが「患者はすぐに死ぬんだ」
と訴えるのを見て、長生きしている自分
はここにいてはいけないんだと思い、それ以降は
幽霊会員として表舞台に立つことはありませんでし
た。
しかし、3年前に同じ腹膜中皮腫患者さんに「あ

なたは希望の星です」と言われたのをきっかけに
再度表舞台に舞い戻りました。

事務局に掛け合って、全国にはまだまだ長生きし
ている患者さんがいるはずだと、全国の長期生存
者に長生きの秘訣を聞く全国行脚に出る許しをい
ただき、その際同行する元気な患者ということで、
当時ブログで好きなことしながら好きなこと書いてい
た私に白羽の矢が立ったというわけです。

それから「中皮腫サポートキャラバン隊」の全国
行脚ははじまりました。そして、18歳で胸膜中皮腫
に罹患した田中奏実さんをはじめとする元気な患
者さんを巻き込んで1年半で全国28か所で講演会
や交流会をすることができました。およそ100人以
上の患者さんともお会いすることができました。

この間順風満帆とは行かず、山あり谷ありでいろ
んな苦難も乗り越えてきました。その中で栗田さん
は心労やストレスが祟り、昨年4月の下血で再度入

院することになりました。それでも持ち前のガッツと
冷静な判断で窮地を乗り越え、ここまで頑張って来
られたのですが、残念ながら52歳という若さで旅立
たれました。

彼の遺志は私をはじめとしたキャラバン隊員、応
援して下さる方々が一丸となって、今後も引き継ぎ
頑張ってまいる所存でございます。どうかこれから
もご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

そして、栗田英司さんのご冥福を心より祈り申し
上げます。

全国事務局／関西支部　右田孝雄

栗田さんとの出会いは4年前、4か月の娘を抱え
て参加した患者会でした。それまで中皮腫の方に
お会いしたことがない私は、余命から逆算し、毎日
死へのカウントダウンをしていました。しかし、同じ
腹膜中皮腫で15年も生存している方がいると知り、
「私も大丈夫だ！」とすぐに意識が変わりました。
単純ですね。栗田さんは中皮腫患者の中でも長期
生存者であることも知らずに…。そして、このとき私
は「栗田さんは希望の星です」と言ってしまいまし

2019年6月25日付け朝日新聞福岡版
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た。
私が栗田さんを希望の星だと発したことがきっか

けとなり、あなたは中皮腫の周知活動や患者さんの
ピアサポート、キャラバン隊へと行動されていくこと
になりました。栗田さんの症状が悪くなるたびに、私
が希望の星と言ったばかりに平凡な日常を奪い、た
くさんのストレスにさらされ、結果的に栗田さんの寿
命を縮めてしまったと思っています。本当に申し訳
ありません。全国の中皮腫患者さんの希望の星と
なり、その重責は相当なものだったのではないかと
思います。ただただあなたは私のヒーローであって
欲しかっただけなのに。

先日最後のやり取りとなったメールには、ブログを
書くのも読むことさえもしんどいとありました。そんな
中、調子が悪くなった自分からの助言があるとあり、
「心の患者力」を高める必要があると書かれてあ
りました。死に直面したときの心の在り方、また、私
がすでに実践していることもあるので、それは引き
続き継続して下さいとのことでした。最後まで人に
気を配るあなたに、栗田さんらしいな、これはブログ
ではなく、私へのメッセージなんだと強く感じました。

昨日お腹の赤ちゃんは37週となり、正産期に入り
ました。木曜の検診時点で、体重は2,672g、もうい
つ生まれても大丈夫です。私の目標が栗田さんの
目標になり、やっとあなたに恩返しが出来ることを嬉
しく思っていました。顔を見せて名前を伝えて抱っ
こしてもらって成長を一緒に喜んで欲しかった。本
当に残念でなりません。

最後に、私の目標を伝えます。まずは元気な赤
ちゃんを産むこと。復職後は仕事・育児・家事に追
われる日々 が待っているため、出産後1年間の育児
休業中に、いままで目を背けてきた自分の体と向き
合い、今後どのように治療していくか考えること。子
どもの成長の節目に寄り添い、社会に出ても胸を
張って生きていけるよう、常識をたたき込むつもりで
す。今まで通り遠くから見ていて下さいね。目を細
めて喜ぶあなたの笑顔を胸に頑張って生きたいと
思います。

関東支部　U・K

私が栗田さんと出会ったのは2年前のジャパン

キャンサーフォーラムでした。
「どうもよろしくね」。初めて私に声をかけて下さっ

た時の言葉と人を惹きつける笑顔を忘れることが
出来ません。

その優しい笑顔と何事も率先して行動する姿に
魅了された私は、自然と行動を共にするようになりま
した。キャラバン隊加入後も初めてのことばかりで
戸惑い、道に迷いそうになった私に常に的確なアド
バイスを下さり、正しい道へと導いて下さりました。
感謝しかありません。

人を愛し、人に愛され、正しい道へと導くその姿
は英雄という名にふさわしいものでした。

その優しい笑顔にもう会えないと思うと悲しくて
心がつぶれてしまいそうです。

栗田さんの成し得た偉業に対し心から感謝の意
を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。栗田さん、あ
りがとうございました。どうか安らかにお眠りくださ
い。

関東支部　原修子

栗田さんが旅立たれたことを聞き、深い悲しみか
ら唖然としてしまいました。ご家族の皆様のお気持
ちを思うと言葉もありません。

私と栗田さんの出会いは2017年7月に東京で
あった省庁交渉のときでした。その際に、去年の6
月に出版された『もはやこれまで』の中皮腫患者の
長期生存者インタビューのお話を聞きました。実際
に闘病されている患者さんが自ら立ち上がって他
の患者さんの希望となる企画に私もインタビューを
受けるお返事をしました。先月、栗田さんとその時
の事をお話ししました。私が二つ返事で了承してし
まったので、「この人、本当にわかっているのかな？」
と思ったそうです。

私も「千葉県という遠方から、本当に北海道まで
来てくださるのかな？」と思っていたので、「お互い
疑心暗鬼だったんだね」というお話をしました。そ
れが栗田さんとの出会いでした。

2か月後の9月に右田さんと一緒に本当に北海道
まできてくださいました。そのときに初めての中皮腫
サポートキャラバン隊での交流会が札幌で開かれ
ました。私の両親ともお会いしてくださり、ご飯も一

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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緒に食べてくださいました。思い出に残る濃い2日
間でした。

年齢は離れていますが、栗田さんの和やかなお
人柄とお気遣いのおかげでとても楽しい時間を過
ごすことができました。またお会いできたらいいな。

でも、二人とも遠方に住まれているから、なかなか
お会いできないだろうなと思いながら、その夜は帰
宅しました。まさか、キャラバン隊に私も参加させて
いただいて、月に1～2回お会いできるようになると
は、このときは思ってもみませんでした。その後、中
皮腫サポートキャラバン隊の活動を通じて、栗田さ
んにはたくさんお世話になりました。何もわからない
私にいつもアドバイスしてくださいました。

去年の北海道キャラバンは北海道在住の人た
ちが中心となって企画したのですが、トラブルが起
きた際にも心配してすぐに電話をくださいました。
北海道キャラバンの講演のため、体調がすぐれな
い中、震災後の北海道にも来てくださいました。そ
んなふうにいつも栗田さんは人を想い気にかけて、
とても配慮してくださる方でした。何度、その優しさ
に救われたか、詳しく語ると止まらなくなってしまいま
す。

私事ですが、今年の3月からカウンセリングの勉
強をしています。栗田さんにはお伝えしたくてメー
ルを送ったところ、あたたかいお言葉をいただきまし
た。嬉しくてすぐにメールを保存しました。そんなふ
うに保存してあるメールが実はたくさんあります。先
月お会いしたときにはわざわざ振り向いて、「応援し
ているから頑張って」と言ってくださいました。

私にはこれ以上ない励みになりました。栗田さん
には感謝してもしきれません。出会ってくださって、
たくさんのものを残してくださり、本当にありがとうご
ざいました。いまは悲しみが大きいですが、栗田さ
んからいただいた想いを胸に、私ができることをこ
れから残していこうと思います。

栗田さん、ずっと大好きです。
北海道支部　田中奏実

小さい頃は勉強よりも野球が好きなやんちゃな子
で、あたりを駆け回っていた自由奔放な弟でした。
難病に見舞われたのは33歳のとき、仕事を進めつ

つも4度の手術を乗り越えて、精一杯闘っていた姿
を偲べば頭が下がる思いです。心の支えになった
のは登山や愛車で日本各地を旅行すること。行く
先々で美味しいものを食べるのが、何よりの楽しみ
でした。

同じ病の方の力になりたいと、患者の会の活動
に情熱を注いでおりました。体調が優れなくても皆
を気遣うような優しくて正義感の強い弟は、きっと頼
られていたことでしょう。全国の患者さんに会いに、
あちこちを訪れて交流を温め、励ましあいながら絆
を紡いだひと時は、弟にとってかけがいのない思い
出です。この病気を広く知ってほしいと、自ら執筆
に打ち込み出版を果たした弟。主治医から、もう活
動は無理だと言われても、最後まで自分らしく命を
燈し続けたことに「英司、よく頑張ったね。かっこよ
かったよ」と褒めてあげたい気持ちです。早すぎる
旅立ちが残念でなりませんが、いまは心からのねぎ
らいを捧げ、どうか安らかにと祈るばかりです。

令和元年6月19日、皆の胸に温かな面影を残し、
弟・栗田英司は、52年の生涯を閉じました。生前皆
様のお力添えを賜りましたことへ、深く感謝申し上げ
ます。

姉・見城敬子

2014年に発行された会の10年史を開くと、「老後
の経済的な心配も思い悩むは生きている証」という
「E・K」さんの寄稿があります。会が発足した2004
年当時からの会員でしたが、この時点でもまだ匿
名で、会の活動の表舞台には出ていませんでした。
比較的多くの方が知っている「栗田英司さん」が
登場してきたのは、まさにここ数年のことでした。

何が彼を変えたのか。一言で言えば、「患者さん
との出会い」だったかと思います。本人が持ち合わ
せている経験や資質などはもちろんありましたが、さ
まざまな出会いによってここ数年の栗田さんがつく
られた、と表現することもできます。ここに、今後の
活動を考えるヒントがあるように感じています。それ
にしても、栗田さんと一緒に仕事ができたここ数年
は、とにかく面白かった！！！と、堂 と々言えるのが何より
の財産です。

事務局　澤田慎一郎
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中度腫サポートキャラバン隊では、中皮腫患者の

療養生活の実態調アンケートの取り組みをはじめ
ました。これは、2019年4月から1年間かけて、全国
の中皮腫患者訪問の際にアンケート調査を行い、ア
ンケート結果を集計・分析して、医療や療養生活の
情報共有や石綿ばく露の実態などを明らかにする
ととを目的とした調査です。当面の目標は1年間で
50回答を得ることでしたが、すでに2か月間で30回
答も集まりました。これは、中皮腫患者が治療や療
養生活についての情報にいかに枯渇しているかの
裏返しで、このアンケート調査の重要性をあらため
て認識しています。なお、この調査は2019年度の
高木仁三郎市民科学基金の助成を得て行う調査
であり、兵庫医科大学病院ソーシャルワーカーの福
神大樹さんに調査協力をお願いしています。

アンケート調査を実施する背景

アスベストが原因で発症する中皮腫の患者数は
増加の一途をたどり、今後も数十年間、発症者数
は高水準で続くと推測されています。相談対応の
実感としても、30歳代～50歳代の現役世代からの
中皮腫の相談が増えています。一方で、中皮腫は
希少がんとして治療の開発が遅れ、治療の選択が
限られている現状にあります。また、中皮腫患者は
同じ病気の患者と会う機会もなく、精神的にも孤立
した状況に置かれています。

そんな中、中皮腫の患者どうしがお互いに支え
合うピアサポート活動の必要性が高まっています。
また、安易にアスベストばく露「不明」とされ、労災
保険が適用されない中皮腫患者が増えてきていま
す。

中皮腫サポートキャラバン隊の活動の柱はピア・
サポート活動ですが、そのためにも中皮腫患者の
治療や療養生活の実態をきちんと把握し、そして、

中皮腫患者どうしで情報共有していく仕組みを構
築していく必要があります。

一方、中皮腫患者の療養生活の調査自体がほ
とんどなく、行政が行っている調査では、患者の療
養生活の実態が把握し切れていません。そのよう
な背景があり、それでは中皮腫サポートキャラバン
隊で中皮腫患者にアンケート調査をしていこうとい
う運びになりました。

中皮腫患者がおかれている現状の課題

アンケート調査を行うにあたり、中皮腫患者がお
かれている現状の課題として、以下の4点の課題を
設定しました。
①	 アスベストばく露「不明」とされた場合などの
石綿健康被害救済制度と労災保険制度との給
付内容の格差の課題。石綿健康被害救済制度
はあくまで補償ではなく「救済措置」という位置
づけであり、よって労災保険制度との給付内容
や給付金額の格差が生じています。

②	 中皮腫患者は同じ病気の患者と会う機会が
ほとんどなく、精神的にも孤立した状況に置かれ
ており、治療内容や療養生活についての情報が
圧倒的に不足しています。

③	 中皮腫は希少がんとして治療の開発が遅れ、
治療の選択が限られている現状にあります。ま
た治療体制が整っている医療機関や医師も極
端に限られており、治療や療養生活の地域格差
も生じています。

④	 医師などの医療従事者とのコミュニケーション
の課題。中皮腫は希少がんであり情報がほとん
どないこと、患者は今後の見通しについてとても
不安であること、石綿健康被害救済制度や労災
保険制度による給付が受けられることから、医師
や医療従事者とのコミュニケーションが非常に

中皮腫患者の療養生活
実態調査アンケートにご協力を

中皮腫サポートキャラバン隊

特集/中皮腫サポートキャラバン隊
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重要なのですが、現状は課題が多いです。
このような中皮腫患者のおかれた現状の課題を

立てて、その課題に対応するアンケート形式の質
問項目うを45個用意しました。

アンケートの質問事項

質問項目としては、大きく分けると5つに分類し、
以下のような質問事項を設定しました。
①	 回答者について、性別、年代、居住地（都道府
県)、中皮腫の種類と病期の質問。なお、回答者
は匿名とし、回答者が特定されないようにしまし
た。

②	 手術や抗がん剤や放射線治療などの治療内
容、通院頻度、治療による効果や副作用などの
現在の治療内容についての質問。

③	 医療機関の初診、確定診断の時期、各種の
検査やセカンドオピニオンの有無などの、自覚症
状から現在に至るまでの治療の経過についての
質問。

④	 療養生活の状況、就労の状況、収入の変化、
石綿健康被害救済制度や労災保険制度の手
続きの重要度と満足度などについての質問。

⑤	 アスベストへのばく露を知るための職歴につい
ての質問。
以上が大まかな分類ですが、合計45項目184個

もの質問のあるアンケート調査となります。

アンケート調査にご協力を!

アンケートの実施はピア・サポート活動の一環とし

て、基本的には中皮腫患者を実際に訪問し、面談
するなかで、アンケートに答えていただくかたちにし
て、1年間50回答を目標にしてはじめましたが、患者
や家族の関心が非常に高く、多くの方にご協力い
ただき、開始から2か月間で30回答も集まっていま
す。

この1年間はアンケート回答を出来るだけ多く集
め、回答内容を集計・分析したうえで公表します。
今後は、中皮腫ポータルサイトみぎくりハウス（上から
でもアンケートの受付が出来るように整えていきたい
と考えます（https://asbesto.jp/archives/1384）。

このアンケート調査では、中皮腫患者の治療に
ついて、療養について、生活状況について、どのよ
うな実態で過ごされているのかを明らかにしてい
き、中皮腫患者の治療や療養に関する情報収集
や生活の質（QOL）の向上に役立てます。

また、アンケート調査で明らかになった様 な々課
題について、行政や医療機関や患者会に提言して
いき、中皮腫患者を取り巻く状況が少しでも改善さ
れるように取り組んでいきたいと考えます。

どうぞアンケート調査へのご協力をよろしくお願
い致します。

中皮腫サポートキャラバン隊では、「腹膜・心膜・

精巣鞘膜中皮腫におけるニボルマブ （オプジー

ボ） 使用についての署名」（https://asbesto.jp/
archives/1384）も行っています。該当する患者さ
んの切実な「手記」もお読みになって、ぜひ
ご協力をお願いします。

中皮腫ポータルサイト「みぎくりハウス」　https://asbesto.jp/
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国際労働機関（ILO）第108回（100周年記念）
総会は、仕事の世界における暴力及びハラスメント
の根絶に関する条約（第190号）・勧告（第206号）
を採択した。本号では、ILO及び国際労働組合総
連合（ITUC）の関連記事、及び、条約・勧告・決議
の本誌による仮訳を紹介する。後者については、
提案段階の文書の厚生労働省や連合による仮訳
をできるだけ参考にさせていただいた。

また、日本では、ハラスメント対策の強化等を内容
とした女性の職業生活における活躍の推進等に
関する法律等の一部を改正する法律（4月号に法
律案要綱を掲載）が成立したが、衆議院及び参議
院における附帯決議も合わせて紹介する。

ILO（国際労働機関）

労働における暴力・ハラスメントと闘う
新たな国際労働基準

仕事の世界における暴力及びハラスメントに立
ち向かう新たな条約と捕捉する勧告が、国際労働
会議によって採択された。

2019年暴力・ハラスメント条約［第190号］と2019
年暴力・ハラスメント勧告［第206号］は、ジュネー
ブにおける100周年記念国際労働会議の最終日

［2019年6月21日］に代表団によって採択された。
条約については、439票が賛成に投じられ、反対7
票、棄権30票。勧告は、賛成397票、反対12票、棄
権44票で通過した［日本は、政府と労働者代表が
賛成、使用者代表は棄権した］。

同条約は、仕事の世界における暴力及びハラス
メントが、「人権の侵害であり得…均等な機会への
脅威であり、受け入れ難く、かつディーセント・ワーク
と相容れないものである」ことを認めている。それは、
「暴力及びハラスメント」を、「身体的、精神的、性
的または経済的危害を目的とした、または危害を引
き起こす若しくは危害を引き起こす可能性のある」
行為、慣行または脅威と定義している。それは、加
盟諸国に、「暴力及びハラスメントをまったく容認し
ない［zero tolerance］一般環境」を促進する責任
があることを想起させている。

新たな国際労働基準は、契約上の状態にかか
わらず、また、訓練中の者、インターンや見習い、雇
用が終了している労働者、ボランティア、求職者及
び仕事の応募者を含む、労働者及び被用者を保
護することを目的としている。それは、「使用者の権
限、義務または責任を行使する者」もまた暴力及び
ハラスメントの対象になり得ることを認めている。

この基準は、職場、労働者が賃金を支払われ、休
憩または食事をとり、若しくは衛生、洗濯または更衣

暴力及びハラスメントの根絶
新たな条約・勧告・決議採択
100周年記念ILO総会

ILO暴力・ハラスメント根絶条約・勧告
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設備を利用する場、仕事に関係する出張、訓練、行
事または社会活動中、仕事に関する連絡（情報通
信技術により可能となったものを含む）、使用者が提
供する住居、及び往復の通勤時に生じる暴力及び
ハラスメントを対象としている。また、暴力及びハラス
メントが第三者が関わる可能性も認めている。

ILOのガイ・ライダー事務局長は採択を歓迎して
いる。「新たな基準は、暴力及びハラスメントのない
仕事の世界に対するあらゆる人の権利」を認めて
いる、と彼は言う。「次のステップは、女性及び男性
にとってよりよく、安全でディーセントな労働環境を創
り出すために、こうした保護を実践にうつしていくこ
とである。この問題に関してわれわれが見てきた
協力と連帯、そして人びとの要求を踏まえれば、迅
速かつ幅広い批准と実施の取り組みがみられるだ
ろうと確信している」。

ILO Workquality局のマニュエラ・トーメイ局長
は言う。「尊敬なしに労働における尊厳はなく、ま
た、尊厳なしには社会的正義はない。仕事の世界
における暴力及びハラスメントに関する条約・勧告
が採択されたのは、今回が初めてである。われわ
れは、これを防止及び対処するために何をする必
要があるか、誰によってなされるべきかを知ってい
る。この新たな基準がわれわれが望んでいる労働
の未来に導いてくれることを期待している」。

この条約は、2つの加盟国が批准した後12か月で
発効する。法的に拘束力はない勧告は、条約をどの
ように適用できるかに関する手引きを提供している。

これは、2011年家事労働者条約（第189号）が
採択された2011年以来、国際労働会議によって合
意された最初の新たな条約である。条約が法的に
拘束力のある国際文書であるのに対して、勧告は
助言や手引きを提供するものである。

仕事の世界の問題を扱う国連機関であるILO
は、2019年に創立100周年を迎えている。
※https://www.ilo.org/ilc/ILCSessions/108/

media-centre/news/WCMS_711321/lang--
en/index.htm

ITUC（国際労働組合総連合）

国際労働機関の100周年記念総会は、
労働の未来のための100周年宣言によって
社会契約を更新するとともに、反暴力条約を
採択して、政府に暴力に責任を負わせる

「今週ILOは、100年前にILOの使命に具体化さ
れた社会契約の実現をともなった、人間中心の労
働の未来に向けて、労働組合・使用者・政府の間
で合意された歴史的貢献をもたらした。宣言は、
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世界が気候変動やデジタル変容の大きな挑戦に
直面している時点におけるすべての労働者の権利
と保護のため、またすべての労働者の労働保護フ
ロアのための議題であった。労働保護フロアには、
非公式経済に追い込まれ、あるいはその職が不安
定で危険、自らと家族を支えるのに十分に支払わ
れていない、何億もの労働者を含んでいる。また、
搾取的なサプライチェーンや増大しつつあるプラッ
トフォーム・ビジネスも含んでいる。労働における暴
力・ハラスメントに対する画期的な条約は、この新た
な国際基準を求めた並外れたキャンペーンの集大
成であり、いまや努力はそれが政府によって批准さ
れ、行動に移されることの確保へと転じるだろう。こ
うした決定によって、ILOに具現化された未来のた
めの社会契約は確保された」と、ITUCのシャラン・
バロウ事務局長は語る。

●労働の未来のためのILO100周年宣言

ディーセントな支払いや条件をともなった職を確
保する労働者の権利の侵害の増大とともに、雇用
責任をまったく否定する「プラットフォーム」企業のよ
うな新たなビジネスモデルが出現するなかで、宣言
は、すべての労働者のための権利と保護のあるフ
ロアに焦点をあてた社会契約の重要な更新を示し
ている。それはまた、カーボンフリー経済への移行
や労働のデジタル変換の加速のなかで、生活を防
護及び支援するための公正移行措置を求めてい
る。団体交渉、労働組合・使用者・政府間の対話、
及びサプライチェーンのなかでの労働者の権利を
確保するための国境を越えた行動にも、データ・プラ
イバシーや教育・訓練とともに、高い卓越性が与え
られている。宣言はまた、ディーセントワークへの基
本として労働安全衛生を認めており、また、総会で
採択された勧告のひとつが、ILO基本的権利の枠
組みのなかでこれにILOによる公式な認知が与え
られる道筋を設定している。それはまた、ILOを国
際的な貿易、金融、経済及び環境政策の心臓部に
置くことともに、首尾一貫かつ人間中心のアプロー
チをもつ国際システムを求めている。

●暴力・ハラスメントに対する新たな国際基準

総会で採択された新たな条約は、主として女性

の何億人もの労働者を保護するために緊急に必
要とされる推進力を提供して、仕事の世界を暴力・
ハラスメントのないものにしなければならないというこ
とを保証するものである。それは、求職者、訓練中
の者、インターン・見習い、ボランティアその他はもち
ろん、使用者の権限を行使する者を含め、契約上
の状態にかかわらず、すべての労働者に保護を拡
張して、包括的なアプローチをとっている。条約はま
た、第三者－依頼人、顧客、患者または一般の人び
とであるかにかかわらず－が関わる暴力・ハラスメン
トも考慮及び対処されなければならないことを明確
にしている。その職務が公衆を相手にする、また公
共の場所で行われる労働者にとって、この認識はき
わめて重要である。

●ILOは権利侵害の国の事例を検討

総会基準適用委員会の定期会合は、不十分な
保護しかもたないかまたはまったく保護をもたない、
世界人口の約4分の3を占める優先課題のひとつ
である、社会的保護の提供に関するILO加盟諸国
の状況を検討した。

委員会はまた、各国政府のILO条約の順守状
況も検討した。トルコ、ブラジル、インド、カザフスタン、
フィジー、ジンバブエ、及び、労働組合員に対する
暴力や殺人にもかかわらずドゥトルテ政府が処罰も
受けずに加担しているフィリピンを含む、最悪の違
反者である24か国について議論された。

●次の100年へのメッセージ

「100周年記念総会は世界に、すべての国際機
関のなかでもっとも古く、もっとも影響の大きい、国際
労働機関がいかに重要であるかを想起させた。そ
れは、もっとも影響を受けやすいものに保護を提供
するとともに、働く人々の権利を確保している。かつ
てないレベルの収入の不平等さ、企業が多すぎる
力をもち人々はあまりにも力が少ない民主的スペー
スの縮小や怒りの世代が出現するなかで、ILOは、
労働者が人間の良識に対する敬意なしに取り引き
される商品になることに対抗する重要な防壁
である」と、バロウは語る。
※https://www.ituc-csi.org/ILO-100-

Declaration
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国際労働機関の総会は、
国際労働事務局の理事会によりジュネーブに

おいて招集されて、2019年6月10日にその第108回
（100周年記念）会期として会合し、

フィラデルフィア宣言が「すべての人間は、人種、
信条または性にかかわりなく、自由及び尊厳並びに
経済的保障及び機会均等の条件において、物質
的福祉及び精神的発展を追求する権利をもつ」と
確認していることを想起し、

国際労働機関の基本的条約の重要性を再確
認し、

世界人権宣言、市民的及び政治的権利に関す
る国際規約、経済的、社会的及び文化的権利に
関する国際規約、あらゆる形態の人種差別の撤廃
に関する国際条約、女子に対するあらゆる形態の
差別の撤廃に関する国際条約、すべての移住労
働者及びその家族の構成員の権利の保護に関す
る国際条約、及び障害者の権利に関する条約な
ど他の関連のある国際的文書を想起し、

ジェンダーに基づく暴力及びハラスメントを含む、
暴力及びハラスメントのない仕事の世界に対する
あらゆる人の権利を認識し、

仕事の世界における暴力及びハラスメントは人
権の侵害［vaiolation or abuse］であり得ること、ま
た、暴力及びハラスメントは平等な機会に対する脅
威であり、容認できず、かつディーセント・ワークと相
容れないものであることを認識し、

暴力及びハラスメントを防止するための、相互尊
重及び人間の尊厳に基づく仕事の文化の重要性
を認識し、

各加盟国は、それらの行為及び慣行の防止を
促進するために、暴力及びハラスメントをまったく容
認しない一般環境を促進する重要な責任があるこ
と、及び、仕事の世界に関わるすべての当事者は、
暴力及びハラスメントをやめ、防止並びに対処しな
ければならないことを想起し、

仕事の世界における暴力及びハラスメントは、個
人の精神的、身体的及び性的健康、尊厳、家族及
び社会環境に影響するものであることを認め、

暴力及びハラスメントはまた、公共及び民間の
サービスの質にも影響を与えるとともに、人びと、とり
わけ女性が労働市場にアクセスし、残留し、及び昇
進するのを妨げる可能性があることを認識し、

暴力及びハラスメントは、持続可能な企業の促
進と相容れず、また、仕事上の組織、職場の関係、
労働者の参加、企業の名声及び生産性に否定的
に影響することに留意し、

ジェンダーに基づく暴力及びハラスメントは、女性
及び少女に不均衡に影響を与えることを認め、ま
た、仕事の世界における暴力及びハラスメントを根
絶するためには、ジェンダー・ステレオタイプ、複合的
及び横断的形態の差別、及びジェンダーに基づく
不平等な力関係を含む、根本的原因及びリスク要
因に対処するための包摂的で、統合され、かつジェ
ンダーに配慮したアプローチが必須であることを認
識し、

家庭内暴力は、雇用、生産性、健康及び安全に
影響を与え得ること、また、政府、使用者団体及び
労働者団体並びに労働市場制度は、他の諸措置
の一部として、家庭内暴力を認識し、対応し、及び
対処することを援助できることに留意し、

会期の議事日程の第5議題である、仕事の世界
における暴力及びハラスメントに関する提案の採
択を決定し、

その提案が国際条約の形式をとるべきであるこ
とを決定して、

次の条約（引用に際しては、2019年の暴力及び
ハラスメント条約と称することができる）を2019年6月
21日に採択する。

Ⅰ.　定義

第1条

仕事の世界における暴力及びハラスメントの
根絶に関する条約（第190号）［仮訳］
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1.	 この条約の適用上、
（a）	仕事の世界における「暴力及びハラスメント」

とは、単発的事象か繰り返されるかにかかわら
ず、身体的、精神的、性的または経済的危害を目
的とした、または危害を引き起こす若しくは危害
を引き起こす可能性のある、一定の許容できな
い行為及び慣行またはその脅威をいい、ジェン
ダーに基づく暴力及びハラスメントを含む。

（b）	「ジェンダーに基づく暴力及びハラスメント」と
は、性またはジェンダーを理由に人に対して行わ
れる、若しくは特定の性またはジェンダーに不均
衡に影響する、暴力及びハラスメントをいい、セク
シュアル・ハラスメントを含む。

2.	 本条第1項（a）及び（b）に影響を与えることな
く、国内法令のなかでの定義は、単一または複
数の概念に対して与えられることがある。

Ⅱ.　範囲

第2条
1．	この条約は、国内の法律及び慣行により定義
される被雇用者、契約上の状態にかかわらず働
く人、インターン及び見習いを含む訓練中の人、
雇用が終了している労働者、ボランティア、求職
者及び仕事の応募者、並びに使用者の権限、義
務または責任を行使する者を含む、仕事の世界
における労働者及び他の者を保護する。

2.	 この条約は、民間か公共かを問わず、また、都
市か地方かを問わず、公式経済及び非公式経
済の両方における、すべての部門に適用する。

第3条
この条約は、次の場所等において、仕事の過程

で、またはそれに関連して若しくは起因して生じる、
仕事の世界における暴力及びハラスメントに適用
する。

（a）	仕事を行う場であって、公的及び私的な空間
を含む職場

（b）	労働者が賃金を支払われ、休憩または食事を
とり、若しくは衛生、洗濯または更衣設備を利用
する場

（c）	仕事に関係する出張、訓練、行事または社会
活動中

（d）	情報通信技術により可能となったものを含め、
仕事に関連する連絡を通じたもの

（e）	使用者が提供する住居、及び
（f）	 往復の通勤時

Ⅲ.　核となる原則

第4条
1.	 この条約を批准する各加盟国は、暴力及びハ
ラスメントのない仕事の世界に対するあらゆる人
の権利を尊重、促進及び実現する。

2.	 各加盟国は、国内の法律及び状況にしたが
い、かつ、代表的な使用者団体及び労働者団体
と協議の上、仕事の世界における暴力及びハラ
スメントの防止及び根絶のための包摂的で、統
合され、かつジェンダーに配慮したアプローチを
採用する。そのようなアプローチは、適切な場合
には、第三者が関係する暴力及びハラスメントを
考慮するとともに、次のことを含むべきである。

（a）	暴力及びハラスメントを法律で禁止する。
（b）	関連する政策が暴力及びハラスメントに対処

することを確保する。
（c）	暴力及びハラスメントを防止及び対処するた

めの措置を実施するための包括的な戦略を採
用する。

（d）	執行及び監視の仕組みを確立または強化す
る。

（e）	被害者のための救済及び支援へのアクセス
を確保する。

（f）	 制裁を定める。
（g）	必要に応じて利用可能な形式で、手段、指

針、教育及び訓練を確立するとともに、意識を向
上させる。及び

（h）	労働監督機関または他の権限を有する機関
を通じたものを含め、暴力及びハラスメントの事
例の監督及び調査の効果的な手段を確保する。

3.	 この条第2項で言うアプローチを採用及び実
施するにあたって、各加盟国は、政府、使用者及
び労働者並びにそれらの各団体の異なる補完
的な役割及び機能を、それらの各責任の多様な
性質及び範囲を考慮に入れて、認識する。

第5条

ILO暴力・ハラスメント根絶条約・勧告
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仕事の世界における暴力及びハラスメントを防
止及び根絶する観点から、各加盟国は、労働にお
ける基本的原則及び権利、すなわち、結社の自由
及び団体交渉権の実効的承認、すべての形態の
強制［forced or compulspry］労働の根絶、児童
労働の実効的廃止並びに雇用及び職業に関する
差別の根絶、ディ一セントワークの促進を尊重、促
進及び実現する。
第6条

各加盟国は、女性労働者、並びに、仕事の世界
における暴力とハラスメントによって不均衡に影響
を受ける一または二以上の脆弱なグループまたは
脆弱な状況に置かれているグループに属する労働
者及び他の者のためのものを含む、雇用及び職業
における平等及び無差別の権利を確保する法令
及び政策を採用する。

IV.　保護及び防止

第7条
第1条に影響を与えることなく、また同条にした

がって、各加盟国は、ジェンダーに基づく暴力及び
ハラスメントを含む、仕事の世界における暴力及び
ハラスメントを定義及び禁止する法令を採用する。
第8条

各加盟国は、次のことを含む、仕事における暴力及
びハラスメントを防止するための適切な措置をとる。

（a）	非公式経済労働者の場合における公的機関
の役割の重要性を認識する。

（b）	関係する使用者団体及び労働者団体と協議
の上、また、他の手段を通じて、関係する労働者
及び他の者が暴力及びハラスメントに相対的に
曝露しやすい部門または職種及び就労形態を
特定する。及び

（c）	かかる人 を々効果的に保護する措置をとる。
第9条

各加盟国は、ジェンダーに基づく暴力を含む、仕
事の世界における暴力及びハラスメントを防止する
ために、管理の程度に見合った適切な措置をとると
ともに、とりわけ、合理的に実行可能な限り、次のこ
とを行うことを、使用者に求める法令を採用する。
（a）	労働者及びその代表者と協議の上、暴力及

びハラスメントに関する職場の政策を採用及び
実行する。

（b）	職業上の安全及び健康の管理において、暴
力及びハラスメント並びに関連する心理社会的
リスクを考慮する。

（c）	労働者及びその代表者の参加を得て、暴力
及びハラスメントの危険を特定し、及びそのリスク
を評価し、並びにそれらを防止及び管理するた
めの措置をとる。及び

（d）	この条（a）で言う政策に関連して、関係する
労働者及び他の関係者の権利及び責任を含
め、特定された暴力及びハラスメントの危険及び
リスク並びに関連する防止及び保護措置に関
する情報及び訓練を、必要に応じて利用可能な
形式で、労働者及び他の関係者に提供する。

V.　執行及び救済

第10条
各加盟国は、次のことを行うための適当な措置を

とる。
（a）	仕事の世界における暴力及びハラスメントに

関する国内法令を監視及び執行する。
（b）	仕事の世界における暴力及びハラスメントが生

じた場合、次のことを含む適切かつ効果的な救
済及び安全、公正かつ効果的な報告及び紛争
解決の仕組みを容易に利用できるよう確保する。

（i）	 職場レベルの申立及び調査手続及び、適切
な場合には、職場レベルの紛争解決の仕組み

（ii）	職場外の紛争解決の仕組み
（iii）	裁判所または裁決機関
（iv）	申立入、被害者、証人及び内部通報者に

対する迫害または報復からの保護、及び
（v）	申立人及び被害者のための法的、社会的、

医療的及び行政的支援措置
（c）	可能な限り及び必要に応じて、関連する個人

のプライパシー及び秘密を保護するとともに、プラ
イバシー及び秘密が悪用されないようにするた
めの要求事項を確保する。

（d）	適切な場合には、仕事の世界における暴力及
びハラスメントが生じた場合における制裁を定め
る。
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（e）	仕事の世界におけるジェンダーに基づく暴力
及びハラスメントの被害者が、ジェンダーに配慮
した安全かつ効果的な申立及び紛争解決の仕
組み、支援、サービス及び救済を効果的に利用
できるようにする。

（f）	 家庭内暴力の影響を理解するとともに、合理
的に実行可能な限り、仕事の世界における影響
を緩和する。

（g）	労働者が、暴力及びハラスメントにより生命ま
たは健康に緊急かつ重大な危険があると信ず
るに足りる合理的な根拠がある仕事の状況か
ら、不当な結果を被ることなく、離れる権利を有す
ることを確保する。及び

（h）	労働監督官及び他の関連する当局が、必要
に応じて、法律によって定められた司法または行
政当局に対する何らかの上訴権を条件に、即時
の強制力のある措置を要求する命令、及び、生
命、健康または安全への窮迫した危険がある場
合に仕事を停止させる命令を発することを含む、
仕事の世界における暴力及びハラスメントに対
処するための権限を与えられていることを確保
する。

Ⅵ.　指針、訓練及び意識向上

第11条
各加盟国は、代表的な使用者及び労働者団体

と協議の上、次のことを確保するよう努める。
（a）	仕事の世界における暴力及びハラスメントが、

職業上の安全及び健康、平等及び無差別並び
に移民に関するものなど、関連する国内政策に
おいて対処される。

（b）	ジェンダーに基づく暴力及びハラスメントを含
む、仕事の世界における暴力及びハラスメントに
関する指針、資源、訓練または他の手段を、必要
に応じて利用可能な形式で、使用者、労働者、
それらの団体及び関係機関に提供する。及び

（c）	意識向上キャンペーンを含む取り組みを行う。

Ⅶ.　適用手段

第13条
この条約の規定は、国内法令という方法によっ

て、また必要な場合には、労働協約または暴力及
びハラスメントを対象とする既存の職業上の安全
及び健康上の措置の拡張または採用並びに特別
の措置の策定によることを含む、国内慣行に適合
する他の方法により適用される。

Ⅷ.　最終条項

第13条
この条約の正式な批准は、登録のため国際労

働事務局長に通知する。
第14条
1.	 この条約は、その批准が国際労働事務局長
に登録された国際労働機関の加盟国のみを拘
束する。

2.	 この条約は、二の加盟国の批准が事務局長
に登録された日の後12か月で効力を生ずる。

3.	 その後は、この条約は、いずれの加盟国につ
いても、その批准が登録された日の後12か月で
効力を生ずる。

第15条
1.	 この条約を批准した加盟国は、この条約が最
初に効力を生じた日から10年を経過した後は、
登録のため国際労働事務局長に通知する講堂
によって、この条約を廃棄することができる。廃棄
は、それが登録された日の後1年間は効力を生じ
ない。

2.	 この条約を批准した加盟国で、1の10年の期
間は終了した後1年以内にこの条に定める廃棄
の権利を行使しないものは、その後さらに10年間
拘束を受けるものとし、新たな10年間の最初の1
年以内にこの条に定める条件にしたがってこの
条約を廃棄することができる。

第16条
1.	 国際労働事務局長は、国際労働機関の加盟
国から通知を受けたすべての批准及び廃棄の
登録をすべての加盟国に通告する。

2.	 事務局長は、通知を受けた2番目の批准の登
録を国際労働機関の加盟国に通告する際に、こ
の条約が効力を生ずる日につき加盟国の注意を
喚起する。

第17条

ILO暴力・ハラスメント根絶条約・勧告
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国際労働事務局長は、国際連合憲章第102条
の規定による登録のため、前諸条の規程にした
がって登録されたすべての批准及び廃棄の完全
な明細を国際連合事務総長に通知する。
第18条

国際労働機関の理事会は、必要と認めるときは、
この条約の運用に関する報告を総会に提出するも
のとし、また、この条約の全部または一部の改正に
関する問題を総会の議事日程に加えることの可否
を検討する。
第18条
1.	 総会が、この条約の全部または一部を改正す
る条約を新たに採択する場合には、その改正条
約に別段の規定がない限り、

（a）	加盟国によるその改正条約の批准は、その改

正条約の効力発生を条件として、第15条の規定
にかかわらず、当然にこの条約の即時の廃棄を
伴い、

（b）	加盟国による批准のためのこの条約の開放
は、その改正条約が効力を生ずる日に終了する。

2.	 この条約は、これを批准した加盟国で改正条
約を批准していないものについては、いかなる場
合にも、その現在の形式及び内容で引き続き効
力を有する。

第20条
この条約の英文及びフランス文は、ひとしく

正文とする。
※https://www.ilo.org/ilc/ILCSessions/108/

committees/violence-harassment/
WCMS_711570/lang--en/index.htm

国際労働機関の総会は、
理事会によりジュネーブに招集されて、2019年6

月10日にその第108回（100周年記念）会期として
会合し、

2019年の暴力及びハラスメント条約を採択し、
会期の議事日程の第5議題である、仕事の世界

における暴力とハラスメントに関する提案の採択を
決定し、

その提案が、2019年の暴力及びハラスメント条
約を補足する勧告の形式をとるべきであることを決
定して、

次の勧告（引用に際しては、2019年の暴力及び
ハラスメント勧告と称することができる）を2019年6月
21日に採択する。
1.	 この勧告の規定は、2019年の暴力及びハラス
メント条約（以下「条約」という）の規定を補足す
るものであり、条約の規定と併せて考慮されるべ
きである。

Ⅰ.　核となる原則

2.	 条約第4条（2）で言う、包摂的で、統合され、か

つジェンダーに対応したアプローチを採用及び
実行するにあたり、加盟国は、適切な場合には、
労働及び雇用、職業上の安全及び健康、平等
及び無非差別に関する法律、並びに刑法におい
て、仕事の世界における暴力及びハラスメントに
対処すべきである。

3.	 加盟国は、暴力及びハラスメントに曝露しや
すい部門、職種及び就労形態の労働者を含む
すべての労働者及び使用者が、1948年の結社
の自由及び団結権保護条約（第87号）並びに
1949年の団結権及び団体交渉権条約（第98
号）と整合性のとれた、結社の自由及び団体交
渉権の実効的な承認を完全に享受できるよう確
保すべきである。

4.	 加盟国は、次のことを行うべきである。
（a）	仕事の世界における暴力及びハラスメントを

防止及び対処するとともに、可能な限り、仕事の
世界における家庭内暴力の影響を緩和する手
段として、あらゆるレベルにおける団体交渉の実
効的な承認を促進する。及び

（b）	交渉の手続及び労働協約の内容に関する関

仕事の世界における暴力及びハラスメントの
根絶に関する勧告（第206号）［仮訳］
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連する動向及びグッド・プラクティスに関する情報
の収集及び普及を通じて、そのような団体交渉
を支援する。

5.	 加盟国は、国内法令及び政策における暴力
及びハラスメントに関する規定が、1951年の同一
報酬条約（第100号）及び勧告（第90号）、1958
年の差別（雇用及び職業）条約（第111号）及び
勧告（第111号）並びに他の関連文書を含む、国
際労働機関の平等及び無差別に関する文書を
考慮するよう確保すべきである。

Ⅱ.　保護及び防止

6.	 国内法令及び政策における暴力及びハラス
メントに関する職業上の安全及び健康規定は、
1981年の職業上の安全及び健康条約（第155
号）及び2006年の職業上の安全及び健康の枠
組み促進条約（第187号）などの国際労働機関
の職業上の安全及び健康に関する文書を考慮
すべきである。

7.	 加盟国は、必要に応じて、労働者及びその代
表が、条約第9条（a）で言う、職場の政策の設
計、実行及び監視に参加すべきことを法令に明
示すべきであり、そのような政策は、次のことを行
うべきである。

（a）	暴力及びハラスメントは容認されないことを言
明する。

（b）	適切な場合には計測可能な目標をもった、暴
力及びハラスメント防止プログラムを策定する。

（c）	労働者及び使用者の権利及び責任を明記す
る。

（d）	申立及び調査の手続に関する情報を含める。
（e）	暴力及びハラスメントに関するすべての内部

及び外部コミュニケーションが正当に考慮され、
及び必要に応じて扱われることを提供する。

（f）	 すべての危険を知らされるべき労働者の権利
とのバランスをとりつつ、条約第10条（c）で言うよ
うに、個人のプライバシー及び秘密の権利を明
記する。及び

（g）	申立人、被害者、証人及び内部通報者を迫害
または報復から保護する措置を含める。

8.	 条約第9条（c）で言う職場のリスクアセスメント

は、心理社会的な危険及びリスクを含む、暴力及
びハラスメントの可能性を増加する要因を考慮
すべきである。次の危険及びリスクに対して、とり
わけ注意が払われるべきである。

（a）	必要に応じて、労働条件及び就労形態、労働
組織並びに人材管理から生じるもの

（b）	依頼人、顧客、サービス提供者、利用者、患者
及び公衆などの第三者が関わるもの、及び

（c）	差別、力関係の悪用、並びに暴力及びハラス
メントを助長する性的、文化的及び社会的規範
から生じるもの

9.	 加盟国は、夜間労働、孤立した労働、保健、接
客、社会サービス、救急サービス、家事労働、運
輸、教育または娯楽など、暴力及びハラスメント
への曝露がより生じやすい部門、職種及び就労
形態に対する適切な措置を採用すべきである。

10.	 加盟国は、必要に応じて、移民の地位、出身、
通過及び目的国にかかわらず、移民労働者、と
りわけ女性移民労働者を、仕事の世界における
暴力及びハラスメントから保護するための法的ま
たは他の手段を講じるべきである。

11.	 非公式経済から公式経済への移行を促進す
るにあたって、加盟国は、非公式経済における
暴力及びハラスメントを訪止及び対処するため
に、非公式経済の労働者及び使用者並びにそ
れらの団体に対して資源及び支援を提供すべき
である。

12.	 加盟国は、暴力及びハラスメントを防止する措
置が、女性及び条約第6条で言うグループが、特
定の業務、部門または職種への参加の制限若し
くはそこからの排除につながらないよう確保すべ
きである。

13.	 条約第6条における脆弱なグループ及び脆弱
な状況に置かれているグループへの言及は、適
切な国際労働基準及び人権に関する国際文書
にしたがって解釈されるべきである。

Ⅲ.　執行、救済及び支援

14.	 条約第10条（b）で言う定める救済には、次の
ことが含まれ得る。

（a）	補償を受けて退職する権利

ILO暴力・ハラスメント根絶条約・勧告
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（b）	復職
（c）	損害に対する適切な補償
（d）	特定の行為をやめさせ、若しくは政策または

慣行を変更させるためにとられるべき、即時の強
制力のある措置を伴った措置を求める命令、及
び

（e）	国内法令及び国内慣行に従った法的な手数
料及び費用

15.	 労働能力の喪失につながる心理社会的、身
体的またはその他の何らかの傷害または疾病の
場合に、仕事の世界における暴力とハラスメント
の被害者が、補償を受けられるようにすべきであ
る。

16.	 条約第10条（e）で言うジェンダーに基づく暴力
及びハラスメントに対する紛争解決の仕組みは、
次の措置を含めるべきである。

（a）	ジエンダーに基づく暴力及びハラスメントの事
例に専門知識をもつ裁判所

（b）	迅速かつ効率的な手続
（c）	申立入及び被害者に対する法的な助言及び

支援
（d）	国内で幅広く使用されている言語で入手及

び利用可能なガイド及びその他の情報資源、及
び

（e）	必要に応じて、刑事訴訟以外の手続における
立証責任の転換

17.	 条約第10条（e）で言うジエンダ一に基づく暴
力及びハラスメントの被害者に対する支援、サー
ビス及び救済には、次の措置を含めるべきであ
る。

（a）	被害者の労働市場への再参加に対する支援
（b）	必要に応じてアクセス可能なやり方での、カウ

ンセリング及び情報サービス
（c）	24時間のホットライン
（d）	緊急サービス
（e）	医学的ケア及び治療並びに精神的支援
（f）	 シェルターを含む危機管理センター、及び
（g）	被害者を支援するための特別の警察部署ま

たは特別の訓練を受けた担当者
18.	 条約第10条（f）で言う家庭内暴力の影響を緩

和する適切な措置には、次のことが含まれ得る。

（a）	家庭内暴力の被害者のため休暇
（b）	家庭内暴力の被害者のための柔軟な就労形

態及び保護
（c）	家庭内暴力とその結果と関係のない場合を

除いて、必要に応じて、家庭内暴力の被害者に
対する解雇からの一時的保護

（d）	職場のリスクアセスメントへの家庭内暴力の包
含

（e）	存在する場合には、家庭内暴力に対する公
的緩和措置への照会システム、及び

（f）	 家庭内暴力の影響に関する意識向上
19.	 仕事の世界における暴力及びハラスメントの

加害者は、暴力及びハラスメントの再発を防止す
るとともに、適切な場合には、労働への再統合を
促進する観点から、適切な場合には、責任をとら
されるべきであり、また、カウンセリングまたはその
他の措置を提供されるべきである。

20.	 労働監督官及びその他の権限のある当局の
担当者は、心理社会的な危険及びリスク、ジェン
ダーに基づく暴力及びハラスメント並びに特定の
労働者グループに対する差別を含む、仕事の世
界における暴力及びハラスメントを確認及び対
処する観点から、必要に応じて、ジェンダーに対
応した訓練を受けるべきである。

21.	 労働監督、職業上の安全及び健康並びに男
女平等を含む平等及び無差別に責任を有する
国の機関の権限は、仕事の世界における暴力
及びハラスメントを対象とすべきである。

22.	 加盟国は、仕事の世界における暴力及びハラ
スメントに関して、性、暴力及びハラスメントの形
態、並びに、条約第6条で言うグループに関する
ものを含む経済活動部門の別に、統計を収集及
び公表する努力をすべきである。

Ⅳ.　指針、訓練及び意識向上

23.	 加盟国は、必要に応じて、次のことを資金提
供、策定、実行及び普及すべきである。

（a）	差別、力関係の悪用、並びに暴力及びハラス
メントを助長する性的、文化的及び社会的規範
を含む、仕事の世界における暴力及びハラスメン
トの可能性を高める要因に狙いを定め、また、対
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処するプログラム
（b）	裁判官、労働監督官、警察官、検察官及び他

の公務員が、暴力及びハラスメントに関するその
権能を果たすのを支援するとともに、公共及び民
間の使用者及び労働者とその団体が、仕事の
世界における暴力及びハラスメントを防止及び
対処するのを援助するための、ジェンダーに配慮
したガイドライン及び訓練プログラム

（c）	条約第6条で言うグループに属する労働者及
び他の者の具体的状況を考慮した、一般または
特定部門向けの、暴力及びハラスメントに関する
モデル行動基準及びリスクアセスメント・ツール

（d）	国内に住む移住労働者のものを含む、国内の
様 な々言語による、暴力及びハラスメント、とりわ
けジェンダーに基づく暴力及びハラスメントが容
認されないことを伝え、差別的態度に対処し、ま
た、被害者、申立人、証人及び内部通報者への

非難を防止する公的な意識向上キャンペーン
（e）	国内の法令及び状況にしたがった、すべて

のレベルの教育及び職業訓練における、ジェン
ダーに基づく暴力及びハラスメントを含む、暴力
及びハラスメントに関する、ジェンダーに配慮した
カリキュラム及び教材

（f）	 ジャーナリスト及びその他のメディア関係者に
対する、その独立性及び表現の自由に敬意を
払った、根本的原因及びリスク要因を含む、ジェ
ンダーに基づく暴力及びハラスメントに関する
グッズ、及び

（g）	暴力及びハラスメントのない安全で、健康的か
つ調和のとれた職場を育成することを目的
とした公的キャンペーン

※https://www.ilo.org/ilc/ILCSessions/108/
committees/violence-harassment/
WCMS_711575/lang--en/index.htm

国際労働機関の総会は、2019年にその第108回
（100周年記念）会期に会合し、

2019年の暴力及びハラスメント条約並びにそれ
を補完する勧告を採択し、

暴力及びハラスメントのない仕事の世界に対す
るあらゆる人の権利を認識し、

尊厳及び尊重、暴力及びハラスメントの根絶を
基盤とした労働の未来を形成するための歴史的
機会を認め、

仕事の世界における暴力及びハラスメントの根
絶における加盟国及び社会パートナーの重要な役
割を強調し、

条約及び勧告の成功がその効果的な促進及び
実施にかかっていることに留意して、
1.	 加盟国に、2019年の暴力及びハラスメント条
約を批准するよう呼びかけ、

2.	 政府に、使用者団体及び労働者団体と協議
の上、2019年の暴力及びハラスメント勧告を実
施するよう呼びかけ、

3.	 国際労働機関の理事会に、事務局長に対し
て、次のことを行う措置を含む、2019年の暴力及
びハラスメント条約の幅広い批准及び諸文書の
効果的な実施のための包括的な戦略の策定を
求めることを呼びかける。

（a）	意識向上イニシアティブ、促進用グッズ、調査研
究及び技術的支援を通じた構成要素を支援し、

（b）	関係する国際的及び地域的組織の関心をこ
れらの文書に引き寄せるとともに、仕事の世界に
おける暴力及びハラスメントを根絶するための
パートナーシップ及び共同イニシアティブを促進
し、また

（c）	既存の及び来たるべきプログラム及び予算に
資源を配分するとともに、三者構成要素とともに
上述の諸活動を実行するために予算外
の資源を動員する。

※https://www.ilo.org/ilc/ILCSessions/108/
reports/provisional-records/
WCMS_711242/lang--en/index.htm

仕事の世界における暴力及びハラスメントの
根絶に関する決議［仮訳］

ILO暴力・ハラスメント根絶条約・勧告
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衆議院厚生労働委員会（令和元年4月24日）

政府は、本法の施行に当たり、次の事項につい
て適切な措置を講ずるべきである。
1		 一般事業主行動計画の策定等や情報公表
の義務が拡大される常用雇用者101人以上300
人以下の中小事業主に対し、十分に配慮すると
ともに、行動計画の策定支援、セミナー・コンサル
ティングの実施等、支援策を講ずること。

2		 雇用の分野における男女平等の実現に向け
て、全ての企業を対象とした事業主行動計画の
策定を恒常的な制度とするよう検討すること。

	 	 また、計画の策定に当たっては、労働者の過半
数で組織する労働組合又は労働者の過半数を
代表する者の意見を聴くよう周知徹底すること。

3		 事業主の情報公表項目について、男女間格
差の結果指標である「男女の賃金の差異」及び
「セクシュアルハラスメント等対策の整備状況」
を加えることについて、労働政策審議会で検討
すること。

4		 特例認定制度の認定基準については、管理
職に占める女性労働者の割合の全産業での統
一化等、真に女性が活躍している職場が認定さ
れるように検討すること。

5		 2020年までに指導的地位に占める女性割合
30％の目標の達成に向けて、女性活躍推進の取
組が進むよう、事業主に対する支援を強化すると
ともに、女性活躍推進法及び厚生労働省の「女
性の活躍推進企業データベース」を国民に幅広
く周知すること。

6		 ハラスメントの根絶に向けて、損害賠償請求の
根拠となり得るハラスメント行為そのものを禁止す
る規定の法制化の必要性も含め検討すること。

7		 パワーハラスメント防止対策に係る指針の策
定に当たり、包括的に行為類型を明記する等、
職場におけるあらゆるハラスメントに対応できるよ
う検討するとともに、以下の事項を明記すること。

①	 自社の労働者が取引先、顧客等の第三者
から受けたハラスメント及び自社の労働者が
取引先に対して行ったハラスメントも雇用管理
上の配慮が求められること。

②	 職場におけるあらゆる差別をなくすため、性
的指向・性自認に関するハラスメント及び性的
指向・性自認の望まぬ暴露であるいわゆるアウ
ティングも対象になり得ること、そのためアウティ
ングを念頭においたプライバシー保護を講ず
ること。

8		 事業主に対し、パワーハラスメント予防等のた
めの措置を義務付けるに当たっては、職場のパ
ワーハラスメントの具体的な定義等を示す指針
を策定し、周知徹底に努めること。

9		 パワーハラスメントの防止措置の周知に当
たっては、同僚や部下からのハラスメント行為も
対象であることについて理解促進を図ること。

10	 セクシュアルハラスメントについて、他社の事
業主から事実確認等の協力を求められた場合
に、事業主が確実かつ誠実に対応するよう、必
要な措置を検討すること。

11	 フリーランス、就職活動中の学生等に対する
セクシュアルハラスメント等の被害を防止するた
め、男女雇用機会均等法に基づく指針等で必
要な対策を講ずること。

12	 セクシュアルハラスメント等の防止措置の実施
状況、被害者の救済状況、ハラスメントが起こり
やすい業種、業態、職務等について実態調査を
行い、その結果に基づいて、効果的な防止対策
を速やかに検討すること。その際、ハラスメントの
被害を訴えたことで周囲から誹謗中傷されるい
わゆる二次被害に対しても必要な対策を検討す
ること。

13	 男女雇用機会均等法の適用除外となる公務
員等を含めたハラスメント被害の救済状況を調
査し、実効性ある救済手段の在り方について検
討すること。

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等の
一部を改正する法律案に対する附帯決議
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14	 紛争調整委員会の求めに応じて出頭し、意見
聴取に応じた者に対し、事業主が不利益取扱い
を行ってはならないことを明確化するため、必要
な措置を検討すること。

15	 セクシュアルハラスメント防止や新たなパワー
ハラスメント防止についての事業主の措置義務
が十分に履行されるよう、指導を徹底すること。
その際、都道府県労働局の雇用環境・均等部局
による監視指導の強化、相談対応、周知活動等
の充実に向けた体制整備を図ること。

16	 国内外におけるあらゆるハラスメントの根絶に
向けて、第108回ILO総会において仕事の世界
における暴力とハラスメントに関する条約が採択
されるよう支持するとともに、条約成立後は批准
に向けて検討を行うこと。

17	 セクシュアルハラスメント等の防止対策の一層
の充実強化を求める意見が多くあることから、更
なる制度改正に向けて、本法附則のいわゆる検
討規定における施行後5年を待たずに施行状況
を把握し、必要に応じて検討を開始すること。

参議院厚生労働委員会（令和元年5月28日）

政府は、本法の施行に当たり、次の事項につい
て適切な措置を講ずるべきである。
1		 一般事業主行動計画の策定等や情報公表
の義務の対象拡大に当たっては、新たにその
対象となる常用雇用者101人以上300人以下の
中小事業主に対し、行動計画の策定支援、セミ
ナー・コンサルティングの実施等、支援策を講ずる
こと。また、その効果を具体的に検証しつつ、将
来的な全事業主への適用拡大についても引き
続き検討を進めること。

2		 雇用の分野における男女平等の実現に向け
ては、事業主行動計画の策定や情報公表を全
ての企業を対象とした恒常的な制度とするよう、
男女雇用機会均等法の改正も視野に入れて検
討すること。また、女性活躍施策やハラスメント
対策など、本法が推進しようとする各種施策の
実効性を確保する観点から、指針等の策定に当
たっては、労働者の過半数で組織する労働組

合又は労働者の過半数を代表する者の参加・
参画を促す方策について検討を行うこと。

3		 事業主の情報公表項目については、女性に
とってより働きやすい就職先を求める女性求職
者の選択肢を広げる観点から、「セクシュアルハ
ラスメント等対策の整備状況」、男女間格差の
結果指標の一つである「男女間の賃金の差異」
を加えることについて、「男女間の賃金の差異」
を状況把握の基礎項目に加えることも含め、労
働政策審議会で検討すること。

4		 求職者の職業選択に資するため、平均残業
時間や有給休暇取得率の情報公表を雇用管
理区分ごとに行うことについて、労働政策審議
会で検討すること。

5		 特例認定制度の認定基準を定めるに当たっ
ては、管理職に占める女性労働者の割合につい
て全産業で統一化された基準を設ける等、真に
女性が活躍している職場が認定されるように検
討すること。また、特例認定後においても、認定
時の一般事業主行動計画に定められた水準を
維持・向上させることを認定事業者に促すととも
に、制度の趣旨にそぐわない事態が生じた場合
には、速やかにその認定を取り消すこと。

6		 2020年までに指導的地位に占める女性割合
30％の目標の達成に向けて、女性活躍推進の取
組が進むよう、事業主に対する支援を強化すると
ともに、女性活躍推進法及び厚生労働省の「女
性の活躍推進企業データベース」を求職者を中
心に国民に幅広く周知すること。

7		 特に中小企業を対象とする女性活躍推進の
取組を進めるに当たっては、中小企業における
女性活躍推進の取組への需要を喚起するととも
に、中小企業の動向を見つつ、女性活躍推進を
支援する体制の強化及び拡充を図ること。

8		 ハラスメントの根絶に向けて、損害賠償請求
の根拠となり得るハラスメント行為そのものを禁
止する規定の法制化の必要性について検討す
ること。

9		 パワーハラスメント防止対策に係る指針の策
定に当たり、包括的に行為類型を明記する等、
職場におけるあらゆるハラスメントに対応できるよ

ILO暴力・ハラスメント根絶条約・勧告
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う検討するとともに、次の事項を明記すること。
①	 パワーハラスメントの判断に際しては、「平

均的な労働者の感じ方」を基準としつつ、「労
働者の主観」にも配慮すること。

②	 自社の労働者が取引先、顧客等の第三者
から受けたハラスメント及び自社の労働者が
取引先、就職活動中の学生等に対して行った
ハラスメントも雇用管理上の配慮が求められる
こと。

③	 職場におけるあらゆる差別をなくすため、性
的指向・性自認に関するハラスメント及び性的
指向・性自認の望まぬ暴露であるいわゆるアウ
ティングも雇用管理上の措置の対象になり得
ること、そのためアウティングを念頭においたプ
ライバシー保護を講ずること。

10	 事業主に対し、パワーハラスメントの予防・防
止等のための措置を義務付けるに当たっては、
職場のパワーハラスメントの具体的な定義等を
示す指針を策定し、周知徹底に努めること。

11	 パワーハラスメントの予防・防止等のための措
置の周知に当たっては、同僚や部下からのハラ
スメント行為も対象であること、相手に関係なく決
して加害者になってはいけないことなどについて
理解促進を図ること。

12	 近年、従業員等に対する悪質クレーム等によ
り就業環境が害される事案が多く発生している
ことに鑑み、悪質クレームを始めとした顧客から
の迷惑行為等に関する実態も踏まえ、その防止
に向けた必要な措置を講ずること。また、訪問介
護、訪問看護等の介護現場や医療現場におけ
るハラスメントについても、その対応策について
具体的に検討すること。

13	 セクシュアルハラスメントについて、他社の事
業主から事実確認等の協力を求められた場合
に、事業主が確実かつ誠実に対応するよう、必
要な措置を検討すること。

14	 セクシュアルハラスメント等の防止措置の実施
状況、被害者の救済状況、ハラスメントが起こり
やすい業種、業態、職務等について官民問わず
実態調査を行い、その結果に基づいて、効果的
な防止対策を速やかに検討すること。その際、

ハラスメントの被害を訴えたことで周囲から誹謗
中傷されるいわゆる二次被害に対しても必要な
対策を検討すること。

15	 フリーランス、就職活動中の学生、教育実習生
等に対するハラスメントを防止するため、男女雇
用機会均等法等に基づく指針等で必要な対策
を講ずること。その際、都道府県労働局に設置
された総合労働相談コーナー、ハローワークに
おける相談の状況を分析した上で、効果的な対
策となるよう留意すること。

16	 男女雇用機会均等法等の紛争解決援助の
適用除外となっている公務員等を含めたハラス
メント被害の救済状況を調査し、実効性ある救
済手段の在り方について検討すること。

17	 紛争調整委員会の求めに応じて出頭し、意見
聴取に応じた者に対し、事業主が不利益取扱い
を行ってはならないことを明確化するため、必要
な措置を検討すること。

18	 セクシュアルハラスメント防止や新たなパワー
ハラスメント防止等についての事業主の措置義
務が十分に履行されるよう、指導を徹底するこ
と。その際、都道府県労働局の雇用環境・均等
部局による監視指導の強化、相談対応、周知活
動等の充実に向けて、増員も含めた体制整備を
図ること。その上で、なお指導に従わない場合の
企業名公表の効果的な運用方法について検討
を行うこと。

19	 国内外におけるあらゆるハラスメントの根絶に
向けて、第108回ILO総会において仕事の世界
における暴力とハラスメントに関する条約・勧告
が採択されるよう支持するとともに、条約成立後
は批准に向けて検討を行うこと。

20	 セクシュアルハラスメント等の防止対策の一層
の充実強化を求める意見が多くあることから、第
108回ILO総会等の動向も踏まえつつ、更なる制
度改正に向けて、本法附則のいわゆる検討規定
における施行後5年を待たずに施行状況を把握
し、必要に応じて検討を開始すること。

21	 第三者からのハラスメント及び第三者に対す
るハラスメントに関わる対策の在り方につ
いて、検討を行うこと。
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公開書簡と代表団派遣

アジア・アスベスト禁止ネットワーク（A-BAN）は、4
月下旬のブラジル・ミッション（6月号参照）に続けて、
ロッテルダム条約第9回締約国会議（COP9）に向け
てジュネーブにも代表団を派遣した。

国際貿易において事前の情報提供に基づく同
意（PIC）手続が必要となる対象有害物質のリスト

（ロッテルダム条約に基づく付属文書Ⅲ）にクリソタ
イル・アスベストを追加する決定が、2006年のCOP3
以来6回のCOPで一握りの少数国の拒否権発動

（決定には全会一致が必要とされている）によって
妨害されてきたことの異常さをひろく訴え、COP9参
加者に決断を迫ることが目的である。

代表団の構成は、アジア・モニター・リソースセン
ター（AMRC）のオマーナ・ジョージをリーダーに、イ
ンドネシアとインドから各々被害者と活動家を1人ず
つ－インドネシアからは、石綿肺被害者で労働組合
リーダーでもあるスボノとインドネシア・アスベスト禁
止ネットワーク（Ina-BAN）創設メンバーのひとりで

あるスリャ、インドからは、ベルギーで製作されたド
キュメンタリー「Breathless」にも登場する、マハー
ラシュトラ州カイモアの元教師で環境曝露による石
綿肺被害者でもあるニルマラ・グラングとインド・アス
ベスト禁止ネットワーク（I-BAN）コーディネーターの
プージャを予定したが、ニルマラはお連れ合いの健
康問題のためあきらめざるを得なかった。また、オー
ストラリア労働組合海外協力機関APHEDAから、
ハノイを拠点にするアスベストプロジェクト・コーディ
ネーターのフィリップも加わり、同じく労働組合を基
礎にした海外協力機関ソリダー・スイスのベルンハ
ルトも現地で合流してくれた。さらに、COP9参加
に参加した、オーストラリア製造業労働組合のアン
ドリュー・デットマーやIPEN等環境団体の代表らも
ミッションを支援してくれ、ストックホルム条約のもとで
消火剤への有害化学物質PFOAの規制を訴えに
来ていたオーストラリア消防労働組合の代表は、入
れ違いでジュネーブに来たA-BANミッションに会議
場内に設置されたブースを利用させてくれた。

ロッテルダム条約COP9は、シナジー効果増強の
ために、ストックホルム条約及びバーゼル条約COP

PICリストへのクリソタイル搭載
10か国により７度目の妨害
A-BANジュネーブに代表団を派遣
古谷杉郎
全国安全センター事務局長

A-BANジュネーブ・ミッション
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との合同COPsとして開催され、4月29日に同時開
会したものの、その作業の大部分は5月7～10日に
行われた。そのため、フィリップ以外のメンバーは5
月6日にジュネーブに到着するようにした。ミッション
の目的・行動予定とメンバーを紹介した報道発表
を44頁に掲載する。ＣOP9に向けて、「これ以上の
拒否権行使も遅れも許されない」と訴えた国際共
同書簡に取り組み、国際労働組合総連合（ITUC）
シャラン・バロー書記長、国際労働衛生委員会（IC
OH）ユッカ・タカラ委員長をはじめ、約30か国100団
体の代表が署名に名を連ねていただいた（44頁）。

映画上映や記者会見等

5月6日午後6時半、派遣団のメンバーは、ジュ
ネーブ市内の映画館でのドキュメンタリー「Breath-
less」フランス語版の上映会に参加。ここには、ベ
ルギーから映画の主役でもあるエリック・ヨンケアも
かけつけた。ドキュメンタリーは、母親と兄弟たち
をアスベスト関連疾患で奪われた彼のETEX（旧
エターニト）との闘いを中心にしたものであるが、

ETEX/エターニトの悪行を追ってインド・カイモアま
で旅をし、インド最大のアスベスト企業のひとつエベ
レスト・インダストリーズがここでも労働者だけでなく
近隣住民にも被害を及ぼしている実情を知る。

国連の有害物質・廃棄物の環境に配慮した管
理・廃棄の人権に対する影響に関する特別報告
者がこの問題を取り上げ、前出のニルマラ・グラング
がジュネーブまで出かけて証言を行うことにもなっ
た。ミッション報道発表のプージャの証言にもあるよ
うに、直前の4月30日に同報告者らによってインド政
府に送られた書簡が公表されたところだった（49頁
参照）。このことは、上映会でも紹介された。

5月7日午前9～10時、COP9会議場入口で派遣
団のメンバーは他のNGO参加者の参加も得て、ア
スベスト被害者追想式と記者会見を開いた。メン
バーらからの訴えとともに、この場で、前述の世界
約100団体の代表が署名した国際共同書簡が、
ロッテルダム条約COP9議長に代わって条約のコ
ミュニケーション担当責任者に手渡された。

この場には、国際建設林業労連（BWI）本部か

ロッテルダム条約COP9会場内A-BANミッションのブースの隣は国際労働組合連合「クリソタイル」のブース
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ら建設・安全衛生グローバル・ディレクターであるフィ
オーナ・ムーリーもかけつけて、「アスベスト産業はそ
の販売から利益を得て、被害や人的・経済的費用
を気にかけてもいない。そうした費用はすべて納
税者に押し付けられている。彼らはロッテルダム条
約を笑いものにしているのだ。アスベスト産業は前
世紀の遺物であり、もはや勝手を許すわけにはい
かない」と訴えた。

今回は（この種の国連会議での記者会見として
は）めずらしく、テレビ局も含めて地元のジャーナリ
ストが参加した。前日のドキュメンタリー上映等も
含め、ソリダー・スイス等地元の団体の協力を得て
の事前準備の成果でもある。会期中、毎日レポー
トを提供している持続可能な開発のための国際
研究所（IISD）のアース・ネゴシエーション・ブレティン

（ENB）も、トップにこのときの写真を掲げた。
ちなみに、ミッションが会場内で使わせてもらった

ブースの隣は、同じく「NGOオブザーバー」として
参加している国際労働組合連合「クリソタイル」
のブース。上記の行動の前に彼らも同じ場所で、
「No Chrysotile Ban ！！！（クリソタイル禁止反対）」、
「Chtysotile Forever（クリソタイルは永遠に）」等
と書かれたバナーを掲げてデモンストレーションを
行ったが、みすぼらしいものだったとのことである。

5月7日午後2時、派遣団は当初、国連事務所内

のロシア政府代表部前でデモンストレーションを
行って、国際共同書簡を手渡すことを計画してい
たが、残念ながら許可が下りなかった。代わりに、
ロシア領事館の外に置かれた「壊れた椅子」の彫
塑の下でデモンストレーションを行った。「壊れた椅
子」は、機能不全に陥っているロッテルダム条約を
象徴しているかもしれないとは、あるメンバーの弁。
スイスのメディアはこの行動もカバーし、メンバーら
はインタビューを受けた。

5月7日のCOP9の討議では、最後の手段として
多数決投票により化学物質のPICリスト搭載を可
能にするためのロッテルダム条約第22条の改正や
遵守メカニズムについても取り上げられた。

5月8日午前中のCOP9全体会議では、遵守メカ
ニズム関する付属文書の追加が検討された。前
日のコンタクトグループで反対者はイランだけだった
が、イランは全体会議でも反対し続けた。白熱した
議論の末、スイスが投票の実施を求め、結果的に
120対6で追加が採択された。反対の6票は、イラン、
ナミビア、北朝鮮、インド、キューバ、カタールであっ
た。多数決投票によって決定がなされたのは、ロッ
テルダム条約の歴史上これが初めてのことで、多く
の者がこれを歓迎する一方で、追加された遵守メ
カニズムが義務的ではなく手を引く（オプトアウトす

会議場入口で被害者追走式と記者会見（5月7日） photo by IISD-ENB

A-BANジュネーブ・ミッション
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る）道が残されていることへの懸念の声もある。

全体会議での代表の発言

5月8日午後には、PIC手続対象物質リスト＝条約
付属文書Ⅲへの化学物質の追加が議題とされた。

個別化学物質についての検討に入る前に、ミッ
ションのメンバーの一人、インドネシアのスボノが、ス
リャによる通訳で、全体会議の場で発言することが
認められた。彼の発言内容は以下のとおり。

	 	 私の名前はスボノ。ロシア、ブラジル、カザフス
タンから輸入した原料クリソタイルの製造会社シ
アミンド［Siam-Indo］コンクリート・プロダクトで14
年間働きました。私は、クリソタイル・アスベストに
曝露したために、アスベスト関連疾患［石綿肺］
に罹患しました。インドネシアと世界中のアスベス
ト被害者である他の友人たちを代表してここに
います。

	 	 私たちは、この条約においてリスト搭載を妨害
している諸国に怒りを感じています。毎年20万
を超すクリソタイル曝露による死亡が生じている
のです。過去20年間では数百万人が死んでい
ます。世界の職業病の約半分がクリソタイル・ア
スベストによって引き起こされているのに、この場
ではいまだにこの物質に対するアクションがあり

ません。勧告されたクリソタイル・アスベスト［の
PICリスト搭載］が阻まれるのは、COP9で7回目に
なります。私たちはこのような拒否権行使を糾弾
します。

	 	 私たちは、安全使用が嘘であることを知ってい
ます。私は、非人間的なほこりだらけの労働条
件のなかで、本物の個人用保護具なしに働きま
した。このため私や友人たちは、痛みやせき、息
切れ、疲労をしばしば経験しました。会社が実施
した検診は企業秘密で、私たちは結果を知るこ
とができませんでした。

	 	 私たちは、この会議の場で、クリソタイルを付属
文書Ⅲにリスト搭載するか、そうでなければそうで
きるように条約を改革することを要求します。私
たちの希望は、ここにいるすべての代表がこれを
支持することです。

	 	 わずかな関係者の経済的利害が、有害な曝
露から私のような労働者を守るという多数の願い
を阻むなどということが、なぜできるのでしょう？

午後には、ソリダー・スイスのベルンハルト・エロル

クリソタイル擁護派によるデモンストレーション

「壊れた椅子」でのA-BANミッションのデモンストレーション
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ドが、次のように発言した。

	 	 私は、スイスの労働組合の開発NGOであるソ
リダー・スイスを代表して話します。

	 	 あなたがたは過去12年間、その精力的な作業
を私たちが称賛したいと思っている、あなた方自
身の化学物質レビュー委員会が明確に勧告し
ているにもかかわらず、クリソタイル・アスベストを
ロッテルダム条約附属文書Ⅲに包含するかどう
か議論しています。COPのたびに、この問題に
関する合意による決定が、少数の諸国によって
阻まれてきました。

	 	 このようなことを続けるわけにはいきません。こ
の障害を取り除く道をいまみつけることは、あなた
方の義務です。人間の健康に対するその重大
な脅威の明確な科学的証拠にもかかわらず、既
得権益によって動かされた少数の諸国がロッテ
ルダム条約を乗っ取り、ある製品のリスト搭載を
阻むことができるとしたら、この条約の意義は何
なのでしょう。

	 	 今朝あなた方が、自らもクリソタイルの被害者
のひとりであるスボノから聞いたように、すでに世
界中で何百万もの人々がアスベスト関連疾患に
よって亡くなり、クリソタイル・アスベストの継続的

使用のためにいまも死に続けています。なぜ、こ
のようなことが起きるのを許すのですか。なぜ、あ
なた方は、クリソタイル・ロビーにロッテルダム条約
を乗っ取らせ、事前の情報提供に基づく同意を
通じた適切な情報を阻ませるのですか。これは
コンセンサスの問題ではありません。これは、圧
倒的多数に対する少数の暴政に関することで
す。

	 	 私はあなた方に、最終的にクリソタイル・アスベ
ストを付属文書Ⅲに含めるよう強く訴えます。あ
なた方が再びコンセンサスによってそうすること
に失敗するとしたら、この大いに有害な物質が、
事前の情報提供に基づく同意なしには誰によっ
ても、いかなるところへも出荷させることができな
いようにするための別の道をみつけなければなり
ません。

	 	 私たちは、少なくとも第22条の修正に関する提
案によってデッドロックを打破しようとしているアフ
リカ・グループを称賛します。私たちは、クリソタイ
ルのリスト搭載に賛成するすべて国が、この長く
続くデッドロックを解決する実行可能な方法とし
て、このアフリカの提案に前向きに取り組むことを
期待しています。

	 	 あなた方は、缶を道路に蹴飛ばし続けることは

全体会議でインドネシアのスボノが発言（5月8日） photo by IISD-ENB

A-BANジュネーブ・ミッション
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できません。これは完全に無責任、軽蔑的であ
り、多くの人 に々とって致死的ですらあります。あ
なた方の手にかかっています。ご清聴ありがとう
ございました（最後はロシア語での発言）。

リスト搭載七度目の失敗

しかし、クリソタイル・アスベストについての決定
は、10か国の反対によって再び妨害され、COP10
に先送りすることが決まってしまった。

COP9は5月10日まで続けられたが、アフリカ・グ
ループから提案されていた、多数決投票により化
学物質のPICリスト搭載を可能にするためのロッテ
ルダム条約第22条の改正も支持を得られず、撤回
された。議長からは、ロッテルダム条約の有効性を
強化する、とりわけリスト搭載プロセスを改善するた
めの提案を追求するよう呼びかけられた。

ミッション・メンバーらも閉会までブースを維持する
一方で、「アジア代表団は、アスベスト生産国とその
同盟者の既得権益によってクリソタイル・アスベスト
のロッテルダム条約へのリスト搭載に七度失敗した
ことを糾弾する」メディアリリースを、5月10日に発表
した（47頁）。

今回のA-BANミッションは、これまでのCOPs
以上に会議参加者やメディアの注目を集め、他の
NGO代表やスイスの地元団体等の支援も受けるこ
とができて、「七度失敗」の異常さをきわだらせるこ
とに貢献したと思う。問題は、これをいかに打破し
ていくかである。

妨害した10か国の主張等

ミッション・メンバーのフィリップがまとめてくれた資
料から、COP9の場でクリソタイル・アスベストのリスト
搭載反対を表明した10か国と3つのNGOオブザー
バー？が主張した内容を紹介しておこう。

ロシア連邦：この問題は10年以上討議されてい
るが、クリソタイルをリスト搭載する証拠を欠いてい
る。アスベストの有害な影響に関する情報のほぼ
すべては、クリソタイルとは別の角閃石系アスベスト
に基づくものである。健康影響に関するこのデータ
を使用するのは間違っており、クリソタイル・アスベス
トの健康影響に関する本格的調査はなされていな
い。代替物質も健康や環境に対して有害である。
客観的な化学的データが提出されない限り、リスト
搭載はすべきではない。

カザフスタン：クリソタイルの安全かつ管理された
使用に50年の経験をもっていると言って、リスト搭載
に反対。労働者の健康に対する影響は証明され
ておらず、2018年に行われた調査の結果は、アス
ベスト労働者のがんの率は他の者よりも低かった。
アスベストの有害影響を示した証拠は角閃石系へ
の曝露に基づくものであり、クリソタイルのリスト搭載
を正当化する信頼できる客観的データはない。有
害影響が証明されない限り、もはやクリソタイルを
COPで検討すべきではない。

シリア：クリソタイルが危険であることを示した科
学的調査はない。シリアでの調査結果ではクリソタ
イル使用による健康問題はみつかっておらず、シリ
アはリスト搭載に反対する。

ジンバブエ：クリソタイルの安全使用は可能、現
在の管理手法のもとでクリソタイル繊維への曝露に
よる健康へのリスクは最小で、アスベスト含有物質
についてはさらに低いと考えるので、リスト搭載反

スボノ発言中のクリソタイル擁護派（手前の一人を除く）
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対の立場を維持し続ける。職業曝露と非職業曝
露の健康と環境に対する影響は、詳細に独立的に
調査する必要がある。ジンバブエは現在、クリソタ
イル曝露の健康影響について調査を行っている。

キルギス：キルギスはリスト搭載に反対する。クリ
ソタイルへの曝露が無害ではないかもしれないこと
を認めつつも、クリソタイルへの曝露のリスクは、他
の種類のアスベストへの曝露とは異なっている。管
理された使用のもとでの健康危害については証拠
がない。

ベネズエラ：クリソタイル曝露によって引き起こさ
れる危険性及び経済的に魅力的ではない代替製
品の安全性についてさらなる調査研究が必要であ
ると言って、リスト搭載に反対。管理された状態の
下での「安全使用」は可能であるという産業界の
方針を支持。

パキスタン：ロッテルダム条約でクリソタイルのリス
ト搭載の問題が何度も繰り返されるのは、「科学的
見解の相違」によるものである。クリソタイルは他の
種類のアスベストとはまったく異なることから、クリソタ
イル曝露によって引き起こされる健康影響があるの
かないのかについて、さらなる調査が必要である。
パキスタンでは、これまでアスベスト関連疾患の報告
はない。クリソタイルの人体における非生物学的持
続性及び管理された状態における「安全使用」の
可能性に関する産業界の見解を引用して、クリソタ
イルのリスト搭載についてコンセンサスはなく、140か
国がアスベストを使用していると、パキスタンは言う。

キューバ：さらなる検討が必要と言って、リスト搭
載に反対。

インド：リスト搭載に反対。
イラン：「リスト搭載に反対する者たちの理論的

根拠を理解するためのさらなる議論」を求めて、リス
ト搭載に反対した。

インド・繊維セメント製品製造業協会：クリソタイル
曝露の有害な健康影響を示すインドのデータがな
いことにふれて、リスト搭載に反対。インドでは40年
間に1件もアスベスト関連疾患はない。

カザフスタンの労働者たち［労働組合？］：クリソタ
イルと他の種類のアスベストの違いを理解すること
を求めて、リスト搭載に反対。アスベスト・セメントを

扱って働くことによる職業リスクは存在しておらず、こ
の産業の労働者は「みなよい健康状態」にある。

国際労働組合連合 「クリソタイル」 ：リスト搭載に
反対。

これらに対して、オーストラリア、コロンビア（安
全な代替品に移行中と話した）、ノルウェー、カナダ

（2018年に禁止）、ペルー、ジョージア、ウルグアイ、
ガボン、ナイジェリア、キューバ、バーレーン、EU、日
本、イラク（2016年に禁止）、トーゴ、チリ、マレーシ
ア、ニュージーランド、モルドバ、スイス、バヌアツ、コン
ゴ、セネガル、クウェート、ベニン、サウジアラビア、カメ
ルーンが、リスト搭載支持を表明した。

世界保健機関（WHO）：圧倒的な数の決定的な
科学的証拠が、クリソタイルを含めたすべての種類
のアスベストが様 な々がんを引き起こし、安全な閾
値はなく、アスベスト産業の「管理された状態のもと
での安全使用」方針が間違っていることを示してい
る。アスベスト関連疾患の報告がないことは、事例
がないことを意味するものではない。劣化したアス
ベスト・セメントなど含有製品への曝露も有害であ
る。人類をアスベスト関連疾患から守る最善の道
はアスベストの使用をやめることであり、WHOはす
べての締約国がこれを達成するよう提案している。

国際労働機関（ILO）：ILO第162号アスベスト条
約（1986年）は、すべてのアスベストに関するもので
あり、第162号条約はクリソタイルの使用継続を正
当化するために使われてはならない。ILOのアスベ
スト方針は、すべての種類のアスベストの使用の根
絶を呼びかけている。

ＷHO・ILOの立場表明は強力であり、PIC手続
対象物質リストへの搭載支持というよりも、使用禁
止を呼びかけていることは、示唆的である。

擁護派によるロビー活動

ロッテルダム条約COP9に向けて、ロシアは、ユー
ラシア経済連合（EAEU＝ロシア、カザフスタン、キリ
ギスタン、ベラルーシ、アルメニアが加盟）を通じて、
加盟国が共同でクリソタイルのPICリスト搭載に反
対するよう働きかけていた。

これまで国際ロビー活動の中心だった国際クリソ

A-BANジュネーブ・ミッション
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タイル協会（ICA）は、重要なメンバー－カナダに次
いでブラジルまで失い、いまやロシア、カザフスタン、
インド、メキシコ、ジンバブエ、アメリカ（名前だけの北
アメリカ・アスベスト情報センター）からの6人しか理
事がいないが、活動をやめようとはしていない。

2018年10月にはカザフスタンで、クリソタイルを擁
護する労働組合の国際会議なるものが開催されて
いる（以上については2019年4月号参照）。

ICAは、「ロッテルダム条約COP9会議」というパ
ンフレットを作成して、会場で配布した。カナダでは、
「プロクリソタイル運動」なるものを開始して、鉱滓
利用に反対するケベックの保健局長たちを攻撃し
ているという。

国際労働組合連合「クリソタイル」は、2008年韓
国ソウルでの世界労働安全衛生会議に初めて登
場した後毎回COPに参加しているが、2019年4月
16日を「クリソタイル・アスベスト擁護の日」として祝
賀イベントを開催したという。「安全な労働と社会の
安定を支持する女性たち」国際運動なるものの会
議も行われて、アスベスト禁止国際書記局（IBAS）
のローリー・カザンアレンに宛てた公開書簡に署名
することが重要な内容のひとつだったという。

ブラジルのアスベスト鉱山も含めて、彼らはけっ
して自ら歴史の舞台から退こうとはしていない。
ＣOP9の決定を彼らの勝利として祝う記事がロシア
のメディアに現われている（以上54頁参照）。

さらに、トランプ政権下のアメリカ合衆国が、ＥＰＡ
（環境保護庁）によるアスベスト規制の見直しに後
ろ向きであることを知って、ロシア第2位のアスベスト
鉱山であるウラルアスベストが自らの製品にトランプ

の顔写真とともに「トランプによる承認済み」と書い
たシールを張った写真をフェイスブックに投稿したと
ころ、4月9日付けニューヨークタイムズに「ロシア・ア
スベストでアスベストを再び偉大にする」と題した
記事（2019年７月号51頁）が掲載されるなど、メディ
アで大きく取り上げられたことも記憶に新しい。同
社の宣伝担当者は、「これは非常にうまくいったメ
ディア操作だった」と言っているという。

合同COPsの「重要な成果」

今回のロッテルダム・バーゼル・ストックホルム3条
約合同COPsの「要約」として、IISD-ENBは以下
のように報じている（https://enb.iisd.org/vol15/
enb15269e.html）。

2019年バーゼル・ロッテルダム・ストックホルム条約
合同締約国会議は、以下のようないくつかの重要
な成果を挙げた。
・	国際貿易の対象となる特定の有害な化学物質

及び駆除剤の事前のかつ情報に基づく同意の
手続に関するロッテルダム条約のもとでの遵守メ
カニズムの確立

・	残留性有機汚染物質に関するストックホルム条
約のもとでのジコホル及びペルフルオロオクタン酸

（PFOA）とその塩及びPFOA関連物質のリス
ト搭載

・	有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分
の規制に関するバーゼル条約（ＢＣ）のもとで特
定のプラスチック廃棄物に対処するための改正

ロッテルダム条約初の多数決投票による順守メカニズム追加の決定（5月8日） photo by IISD-ENB
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の採択
最後の決定は、代表らがこの緊急かつ複雑な問

題に対して行動をとる世界的合意を祝福したこと
から、拍手喝さいで歓迎された。BC締約国は、電
気電子機器廃棄物（E-waste）の環境上適正な管
理に関する技術ガイドラインも採択した。このガイド
ラインはいまや実行することができ、各国がこの高ま
りつつある問題に取り組むことを可能にする。しか
し、E-waste問題の重要な諸側面は残されており、
専門家ワーキンググループが、リサイクルのための
廃棄物輸出の問題－多くの者が、寿命のすぎた製
品が「修復可能性［repairability］」を口実にして
輸出されるのを許す抜け穴とみなしている問題に
答えるために作業を継続する。

ストックホルム条約のCOPも、特定の工業用化学
物質の生産及び使用の継続についてのいくつか
の適用除外を終わらせる決定によって、重要な進
展を生み出した。これらの決定は、それを、この「生
きた」条約が経済的に重要だが人間の健康と環
境に重大なリスクを引き起こす物質に効果的に対
処する能力があるという証拠とみなす多くの者から
歓迎された。

ロッテルダム条約COP9のもっとも重要な成果の
ひとつは、遵守メカニズムを採用する決定だった。
この挑戦的な問題は15年間同条約の議題とされ、
COPの過去2回の会議で締約国が全会一致に近
づきながらも、ごく一部の少数国の懸念を克服する
ことができなかった。今回の会議で、全会一致が1
締約国によって再び妨げられることが明らかになっ
たとき、代表らは、締約国によるその義務の実行を
促進するための手続及びメカニズムを示した新た
な付属文書を確立するために投票を行うという、前
例のない手順をとった。この新たなメカニズムは、リ
スクを評価するとともに、化学物質を輸入する際に
情報に基づく決定を行うために必要な有害化学物
質に関する情報を政府がもつことを確保することを
目的に、締約国が同条約の遵守におけるギャップ
を確認及び対処するのを助けるだろう。

会議の簡単な分析

IISD-ENBの「会議の簡単な分析」は、次のよう
に言っている。

2019年バーゼル・ロッテルダム・ストックホルム条約
合同締約国会議は、実施段階における条約の可
能性のポリティクスのショーケースだった。6年前に
実施された運営上のシナジーは継ぎ目なく機能し
て、3条約の代表がよく管理されたCOPsの合同会
議に参加できるようにした。しかし、各々が独自の使
命に基づいて機能する条約自体は、非常に異なる
道を歩んだ。

バーゼル条約が、生じてきている世界的な関心
事項に対するその関連性を示そうと努めたのに対
し、ストックホルム条約は、いまなお使用されている
化学物質を含め、化学物質のリスト搭載を継続し
た。ロッテルダム条約は、その使命を果たすために
もがいたものの、リスト搭載されずに議題に残され
る化学物質の数を増やしたままCOPを閉会するこ
とになってしまった。以前よりは完全なものになった
このトリプルCOPは、高度につながりあった諸条約
でさえも、その核心的使命の実施に取り組むにつ
れて、異なる挑戦課題に直面し得ることを示した。
この簡単な分析は、3条約が、化学物質と廃棄物
の適切な管理のために従来型の及び現出しつつ
ある関心事の分野においてその使命をいかに前
進させたか、及び、異なる軌跡のうえにいかに会議
を終了したかを検討する。

続いて各COP「会議の簡単な分析」を示して
いるが、各々につけられた見出しが、バーゼル条
約は「Bounding Ahead」、ストックホルム条約は
「Holding Steady」なのに対して、ロッテルダム条
約は「Struggling to Keep Pace（ペースを保つた
めの闘い）」であった。内容は以下のとおり。

ロッテルダム条約の少ない議題を見ると、議論は
容易であろうと思い込んで非難されることはなかっ
たろう。しかし、長期間なお議論を必要とする問
題を抱えて、代表らは苦しい挑戦に直面している。
ＣOP9に提出された議題上の「最もホット」なトピック
は、遵守メカニズムを確立する条約の新たな付属

A-BANジュネーブ・ミッション
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文書を追加するスイスの提案だった。このメカニズ
ムの必要性は長年強調されていて、多くの国が、
有害な化学物質及び駆除剤の貿易をよりよく監視
できるようにすることの重要性を強調している。年
とともに、この問題に関する全会一致を妨げる締
約国の数は減ってきた。2017年のCOP8において、
わずか一握りの国だけが遵守メカニズムを妨げに
なっていることが明らかになって、フラストレーション
が高まった。

締約国は会期間を「再編成」するために使い、
促進的で責任のあるメカニズムのための枠組みを
設定した、2015年のCOP7でひろく同意された文書
を基礎にして、遵守メカニズムを設定するために条
約付属文書を使うというスイスの提案に多くの国が
共同提案者になった。圧倒的多数の投票を通じ
て、代表らは、メカニズムを確立する付属文書を追
加することに合意した。しかし、メカニズムに関する
文章が付属文書のなかにあるという事実は、締約
国が、付属文書から手を引き、またそれによって順
守義務から手を引くために、条約第22（3）（b）条を
行使するのを許してしまう。この条項は、「追加の
付属文書を受け入れることができない締約国は、
被寄託者による追加の付属文書採択の通知日か
ら1年以内に、被寄託者にその旨を届け出なけれ
ばならない」と述べている。投票に参加しないこと
についてのコメントで、この側面は条約のもとに「二
重構造」システムをつくり、「順守を監視するのをより
困難にする」可能性があると指摘した者もいる。

この制度上の調整が劇的に合意された後に、代
表らは困難なリスト搭載の旅に着手した。全体会
議の短いセッションのなかで、彼らは、ホレート及び
ヘキサブロモジフェニルエーテル（HBCD）をすぐ
にリスト搭載した。しかし、化学物質レビュー委員
会（CRC）が事前の情報提供に基づく同意（PIC）
手続の対象にする必要があると勧告した物質のい
まや成長したリストに追加する、他の5つの物質の
リスト搭載において身動きできなくなったために、彼
らの拍手喝采は長続きしなかった。これらのうちの
4つは、長年にわたって代表らがリスト搭載に対す
る全会一致を集めることができないできた、遺産物
質と呼ばれている（カルボスルファン、フェンチオン、

パラコート及びクリソタイル・アスベスト）。今回の会
議でのこのリストに追加されたのはアセトクロルで、
CRCのレビュー及び勧告にもかかわらず、わずかな
国及びオブザーバーは、厳格なレビュー・プロセス
の対象にはなってこなかったと考えている。

さらに複雑にする問題は、ロッテルダム条約のも
とでのリスト搭載についての、締約国の解釈であっ
た。CRCは何度も代表らに、リスト搭載は禁止では
ないことを思い出させた。同条約のもとでのリスト
搭載を禁止と解釈することは、禁止の結果としてそ
の生産額が減少する可能性のある生産国及び産
業に脅威を引き起こす。条約のもとでのリスト搭載
は、当該物質を、貿易に関わる諸国間の情報交換
を促進するためにPIC手続の対象にするものであ
る。にもかかわらずCOPは、5つの化学物質のリス
ト搭載を次回の会議に先送りするしか選択肢がな
かった。

これらの物質をPIC手続の対象にできないことに
業を煮やして、ある代表は、ロッテルダム条約は「間
違った方向に急激に向かっている」ようにみえると
指摘した。多数の開発途上国にとって、この条約
は、自国の国境にに入ってきて、人間の健康と環境
に対する脅威を増強する、有害な化学物質を追跡
する唯一の方法である。ある代表が、これらの化
学物質が人間の健康と環境に引き起こす脅威を
評価するうえでの経験を共有したように、あるオブ
ザーバーは、おそらく会期間における作業でこうし
た脅威をよりはばひろい聴衆に知らせる方法をみ
つけるだろうと指摘した。「それが有害かもしれない
ことを知り、自国民を保護するために必要な手段を
講じるために、クリソタイル・アスベストをリストに搭載
する必要はない」と、ある代表は自説を述べた。ど
の事例かにかかわらず、別の代表は、「不一致の
見解はサイレントモードにおいて、われわれはギャッ
プを埋め、共通の目的により近づくことができること
に楽観的なままでいる」という自らの呼びかけに期
待を寄せていた。

次回のCOPsは、2021年5月17～28日、ケニアの
ナイロビで開催されることが決まっている。
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公開書簡：ロッテルダム条約の161締約国に対するアピール
これ以上の拒否権行使も遅れも許されない！

2019年4月20日
［ロッテルダム条約COP9に参加した］代表団の皆さん
私たち、アスベスト繊維への致死的な曝露をもっとも被り、また被害を受けている人 を々代表してい

る、以下に掲げた団体は：
・	過去6回の締約国会議（COPs）においてクリソタイル・アスベストのロッテルダム条約リストへの掲載

を妨害してきた利害関係者たちを非難します。
・	明らかな科学的及び医学的証拠に基づいてなされた同条約自身の化学物質レビュー委員会の

勧告が尊重及び支持されることを要求します。
・	全会一致に至らなかった場合に75％の多数決でクリソタイル・アスベストを［同条約］付属文書Ⅲ［リ

スト］に包含できるようにするロッテルダム条約第22条の修正を、COP9に参加した全締約国が支
持するよう要求します。
国際クリソタイル協会に率いられたアスベスト利害関係者らは、勧告されてから7回目になるCOP9

において、その貿易から利益を得ている少数の締約国の拒否権行使によって、同条約の修正と、クリ
ソタイル・アスベストのリスト掲載を阻止する意図を明らかにしています。

わずかな者の経済的利害が、有毒な曝露から影響を受けやすい人 を々守ろうとする多数の切望を
阻止することができるというのは受け入れがたいことです。本書簡の署名者はすべて、ロッテルダム条
約の信頼性を引き上げるためには、クリソタイル・アスベストが付属文書Ⅲに包含されなければならず、ま
た、同条約の投票制度が修正されなければならないと確信しています。いまこそ行動すべきときです。
※国際労働組合総連合（ITUC）、アジア・アスベスト禁止ネットワーク（A-BAN）、アジア・モニター・リ
ソースセンター（AMRC）、国際建設林業労連（BWI）、欧州国際建設林業労連（EFBWW）、アス
ベスト禁止国際書記局（IBAS）、国際労働衛生委員会（ICOH）、未来を共有するヨーロッパの女
性（WECF）、ソリダー・スイス、APHEDAの代表を筆頭に、約30か国100団体の代表が署名

	 http://ibasecretariat.org/open-letter-appeal-to-the-161-parties-at-cop-9-of-the-rotterdam-
convention.pdf

アスベスト生産国によるクリソタイル・アスベストのリスト搭載に
対する12年の拒否権発動は人命を犠牲にするだけでなく、

科学的証拠と条約の原理を踏みにじっている
ロッテルダム条約第9回締約国会議（COP9）
報道発表　2019年5月3日　スイス・ジュネーブ

今週ジュネーブに、世界中の国々の代表が、ロッテルダム条の代表約第9回締約国会議（COP9）の
ために集まる。ロッテルダム条約は、人 と々環境を守るために有害な化学物質農薬を規制する、世界
中の国 （々現在161か国が署名）の間の取り決めである。ある化学物質が同条約の付属文書Ⅲにリス
ト搭載されれば、「事前の情報提供による同意」がなければ貿易ができなくなる。

A-BANジュネーブ・ミッション
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過去12年間－同条約の第2回締約国会議以来－クリソタイル・アスベストは、同条約の独立的な科
学委員会によって、ロッテルダム条約付属文書Ⅲへの包含が勧告されてきた。しかし、現行のリスト搭
載には全締約国のコンセンサスを必要とすることが、その使用と輸出から利益を得ているわずかの国
による妨害につながってきた。

世界中の2億7百万労働者を代表する国際労働組合総連合（ITUC）、各国の労働組合、アスベス
ト被害者団体、研究者、科学者、NGOやアスベスト禁止ネットワークが、会議で配布される予定の公
開書簡の署名者になっている。この書簡は締約諸国に対して、最終的にクリソタイル・アスベストを条
約付属文書Ⅲにリスト搭載するとともに、経済的利害をもつ少数の国が化学物質のリスト搭載を妨害
することができないようにするための条約の修正を求めている。

毎年亡くなっている推計22万2千のアスベスト被害者の一部とアジア・アスベスト禁止ネットワーク
（A-BAN）を代表する、インド、インドネシア、香港、オーストラリア及びスイスからの代表団が、条約の
場で直接行動のためのキャンペーンを行う。予定されている活動家らと会議中の行動は以下のとおり
であり、すべての支援者やメディアの参加を訴える。

5月6日月曜日18：30　ドキュメンタリー「Breathless」（フランス語版）上映［ジュネーブ市内映画館］
5月7日火曜日9：00～10：00　記者会見［ジュネーブ国際会議センター入口］
5月7日火曜日14：00～15：00　ロシア大使館前デモンストレーション［許可されず近くの場所で実施］
代表団及び公開書簡の全署名者は：

・	わずかの国によるロッテルダム条約の長期にわたる乗っ取りを糾弾する。
・	同条約自身の化学物質レビュー委員会の韓国が尊重され、提出された明らかな科学的及び医学

的証拠に基づいて支持されるべきことを要求する。
・	COP9の全締約国に対して、コンセンサスに至らなかった場合に化学物質の付属文書Ⅲへの包含

を全締約国の75％の多数決でできるようにするために、今回のCOPでロッテルダム条約第22条の
修正を支持するよう求める。

・	全締約国に対して、それが勧告されてから7回目となる、COP9において、同条約付属文書Ⅲへのク
リソタイル・アスベストのリスト搭載を支持するよう求める。
さらなる情報やインタビューの申し込みは以下に連絡されたい。

オマーナ・ジョージ－AMRC
フィリップ・ヘイゼルトン－APHEDA

ベルンハルト・エロルド－ソリダー・スイス

代表団メンバー・サポーターの証言

オマーナ・ジョージ［Omana George］、アジア・モニター・リソースセンター（AMRC）、代表団リーダー
「私は2017年のCOP6に参加し、一握りのアスベスト利害関係国が、クリソタイルの付属文書Ⅲへの

リスト搭載を望む大多数の締約国の意思を踏みにじることができることを初めて目の当たりにした。そ
れら少数の締約国の経済的利害が、有害な曝露から弱い立場の人 を々守ろうという多数国の願い
を妨害できるというのは良心に照らして受け入れられないことである。」

プージャ・グプタ［Pooja Gupta］、インド・アスベスト禁止ネットワーク（I-BAN）コーディネーター、代表団
メンバー
「インドは、1986年に労働者の健康を理由にアスベストの採掘を禁止したにもかかわらず、輸入と使
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用は継続され、2017年には30万トンをこすクリソタイル・アスベストが輸入された。クリソタイルは貧しい
人々のための物質として宣伝され、その利用を擁護する研究は、アスベスト産業から資金提供されて
いる。アスベスト関連疾患と診断され、補償もリハビリテーションもなしに放置された、何千もの一次曝
露や二次曝露の被害者についての公式な認定や承認はない。昨年、ナショナル・グリーン・トリビュー
ナル－環境正義のための最高裁判所－さえもが、アスベストが発がん物質であることを認め、すべて
の放棄された違法鉱山の科学的開示と、アスベスト関連疾患患者への補償/リハビリテーションの提
供を命じた。［国連の］人権と有害物質特別報告者バスクト・トゥンカク［Baskut Tuncak］がアスベスト
問題に関して、2019年4月30日にインド政府に対して書いた書簡が最近公表されたが［49頁参照］、同
政府からの回答はまだなされていない。I-BANは、すべての種類のアスベストの使用の全面禁止と、
PICリストへのクリソタイル・アスベストの速やかな包含を要求する。」

フィリップ・ヘイゼルトン［Phillip Hazelton］、［オーストラリア］労働組合海外協力機関APHEDAアジ
ア・キャンペーンコーディネーター、代表団メンバー
「今回の会議でクリソタイル・アスベストのリスト搭載に何の進展もなければ、現在及び将来アスベス

ト関連疾患と闘い、倒れつつある何百万ものアスベスト製品労働者や消費者を完全に裏切ることに
なる。自国ですでにクリソタイルを禁止している世界66か国はなぜ、両手を尻の下に敷いて座ったま
ま、このような事態を生じさせているのか？それは不名誉なことであり、彼らを強化させ、この条約の内
部またはそれとは別に速やかに解決策を見出すことが本当に必要である。」

スリャ・フェルディアン［Surya Ferdian］、労働安全衛生ローカルイニシアティブ・ネットワーク［LION］
（インドネシア）運営委員、代表団メンバー

「10年以上、インドネシア・アスベスト禁止ネットワーク［Ina-BAN］は、アスベスト産業のゆがんだプロ
パガンダを経験している。クリソタイル・アスベスト産業に率いられたプロパガンダは、ロシアを本拠にし
ている。それは、人々、とりわけクリソタイル・アスベストと関わって働く人 に々、間違った情報を与えてい
る。Ina-BANは、労働者に警告して守り、インドネシアでアスベスト禁止を実現するために、これと闘い
続ける。」

スボノ・ボノ［Subono Bono］、ウエスト・ジャワを本拠とするインドネシアの労働組合SERBUK委員長、
代表団メンバー
「クリソタイル・アスベストに安全なところはない。このアスベストは、インドネシアの人々、労働者と環境

に害をもたらしている。私たちは政府に対して、アスベスト産業によるとんでもないプロパガンダに気づ
き、インドネシア全体でアスベストを禁止するために、速やかに行動するよう求めている。」

ベルンハルト ・ エロルド［Bernhard Herold］、ソリダー・スイス［Solidar Suisse］アジア担当ディスクオ
フィサーは、COPの受動性に対する憤りを表明している。
「こんなにも長い間、自身の化学物質レビュー委員会の勧告を実行するうえでの、ロッテルダム条約

に対する締約国の無力さは、たんにきまり悪く不名誉なだけでなく、それ自体同条約の将来を脅かし
ている。COP代表団が、少数の国の圧力に屈してしまうのは無責任である。そうすることによって彼ら
は、回避することのできる莫大な数の死に共同責任を負うことになる。」

アンドリュー・デットマー［Andrew Dettmer］、オーストラリア製造業労働組合全国議長

A-BANジュネーブ・ミッション
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「前回のCOPにおいて、またその後、労働組合とNGOは、コンタクト・グループ及びアスベスト促進関
係者の要求クリソタイル・アスベストに関する仲裁決定プロセスへの参加を妨げられてきた。しかし、ア
スベスト産業は参加を許されている。ロッテルダム・プロセスは壊されており、死の商人たちに責任をと
らせ、彼らの死の製品の世界中での自由な流れを防ぐよう求める必要がある。少数の国がリスト搭載
を妨害し続けられなくするために、ロッテルダム条約は変える必要がある。病気を引き起こすことが知
られるようになってから一世紀近く、クリソタイル・アスベスト製品の抽出、製造、輸送、販売、設置及び
除去はいまも続いている。この物質の地球的禁止の実現の手助けにつながる真の世界的仕組みが
緊急に必要である。」

ローリー・カザンアレン［Laurie Kazan‐Allen］、国際アスベスト禁止書記局［IBAS］コーディネーター
は、アスベスト利得者の非道なふるまいについてコメントしている。
「アスベスト既得権益者がアスベストの商業利用から利益を受け続けるのをやめる限度はないよ

うに思われる。彼らは、アスベスト禁止キャンペイナーをスパイし、市民社会にうそをつき、産業擁護の
『科学』に資金提供し、彼らには向かう国に経済的制裁を課している。彼らがジュネーブでその各国
代表と並んで座っているのはとんでもないことだ。COP9の代表は立場を明確にし、致死的な曝露か
ら弱い立場の人 を々守るためにクリソタイル・アスベストを付属文書Ⅲにリスト搭載しなければならない。
ロッテルダム条約は、人々の健康を企業の利益よりも優先することを目的にしている。クリソタイルをリス
ト搭載すべきときである。」
※http://ibasecretariat.org/aban-media-release-rotterdam-convention-COP9-may-3-2019.pdf

アジア代表団は、アスベスト生産国とその同盟者の既得権益に
よってクリソタイル・アスベストのロッテルダム条約への

リスト搭載に七度失敗したことを糾弾する
代表団は、同条約史上初の投票と2021年のCOP10における
化学物質のリスト搭載改革の先例ができたことを歓迎する

メディア・リリース　2019年5月10日　スイス・ジュネーブ

今週ジュネーブにおいて、世界中の諸国の代表がロッテルダム条約第9回締約国会議（COP）の
ために参集した。ロッテルダム条約は、人 と々環境を守るために有害な化学物質と農薬を規制するた
めの、諸国の間の取り決めである（現在161国が署名）。ある化学物質が同条約の付属文書Ⅲにリス
ト搭載されれば、それは輸入国に対して「事前の情報提供に基づく同意（PIC）」がある場合にのみ
貿易できることになる。

毎年約22万人死亡していると推定されるアスベスト疾患被害者とアジア・アスベスト禁止ネットワー
ク（A-BAN）を代表する、インド、インドネシア、香港、オーストラリア及びスイスからの6人からなる代表
団は、クリソタイル・アスベスト曝露によって亡くなった何百万の人 を々想い起こすための会場外での
追悼行事、各国代表への直接のアドボカシーや会議自体における直接のインターベンションを通じ、
同会議で改革のために大々的にキャンペーンを行った。これはまた、会議においてクリソタイル・アスベ
スト産業グループと直接対峙したことも意味している。20億7千万労働者を組合員として擁する国際
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労働組合運動や世界中の被害者、アスベスト禁止グループを代表する公開書簡［44頁］が、同条約
の161締約国のすべてに届けられた。

この公開書簡は、少数の諸国による同条約の長期間の乗っ取りを非難するとともに、産業界に率
いられた利害関係者が短期的な利益を人々の命の上に置くことをやめさせるために、クリソタイルをリ
スト搭載するかまたは条約を改革することを要求している。

代表団から3人の代表が、会議で直接発言した。インドネシアの労働組合指導者で元アスベスト
工場労働者であるスボノは、インドネシアの労働安全衛生NGOであるLIONのスリャに助けられて、
会議参加者に話した。「私は、クリソタイル・アスベストを使う工場で14年間働きました。いま、その曝露
によるアスベスト関連疾患に罹患しています。インドネシアと世界中のアスベスト被害者である他の友
人たちを代表してここにいます。私たちは、この条約においてリスト搭載を妨害している諸国に怒りを
感じています。このような拒否権行使を糾弾します。わずかな関係者の経済的利害が、有害な曝露
から私のような労働者を守るという多数の願いを阻むなどということが、なぜできるのでしょう？」

アジア代表団のメンバーでもあるスイスの労働組合の開発NGOであるソリダー・スイスのベルンハ
ルト・エロルドは、クリソタイル・ロビーによるコンセンサス・アプローチの乱用を強く非難した。「これはコ
ンセンサスの問題ではありません。これは、圧倒的多数に対する少数の暴政に関することです。たっ
た10か国がクリソタイルをリストに搭載するという圧倒的多数の意思を阻んできた」と彼は言った。「あ
なた方は、缶を道路に蹴飛ばし続けることはできません。これは完全に無責任、軽蔑的であり、多くの
人 に々とって致死的ですらあります。」
インド・アスベスト禁止ネットワーク（I-BAN）コーディネータのプージャ・グプタは、自らが聞いたことに

信じられない思いでいる。「インドが阻止しようとする国のひとつであるのを見ることは悲しいことです。
私はインドから来ましたが、多くの被害者とアスベスト関連疾患による死を見てきました。インド［政府］
とアスベスト製品が製造されている安全かつ管理された状態について話した繊維セメン製品製造
業協会の立場はまったく事実ではありません。管理された安全な使用などというものは存在しておら
ず、私たちは、インドにおけるアスベスト曝露の多くの証拠をもっています。私は、インド政府が目を覚ま
し、この問題に対処することを望みます。」

香港のアジア・モニター・リソースセンターのオマーナ・ジョージは言及する。「COP9は、15年のロッテ
ルダム条約の歴史のなかで、新しい遵守に関する付属文書Ⅶの採択を押し通すために、代表たちが
投票を行ってコンセンサス・アプローチを放棄した唯一のCOPであったということで、部分的には歴史
的でした。投票の結果は、提案賛成が120、反対6でした。これは明らかな先例であり、この投票がク
リソタイル・アスベストの付属文書Ⅲへのリスト搭載における現在のデッドロックの最初のステップアウト
であるかもしれないという点で、とりわけクリソタイル・アスベストのリスト搭載に取り組む私たちすべてに
とって、このことは新しいエネルギーと可能性をもたらすものです。いま、COP10でリスト搭載の改革を
実現するためには、やらなければならないことがたくさんあります。」

オーストラリアの労働組合の海外協力機関APHEDAのフィリップ・ヘイゼルトンは提案する。「世界
最大の職業病殺人者である、この長期にわたるクリソタイルのリスト搭載阻止は終わらせなければな
らず、それは、私たちと同じように憤りを感じている諸国が行動するかどうかにかかっています。彼ら
は、クリソタイル・アスベストのリスト搭載阻止を打ち破るための実行可能な解決策をもって前に進まな
ければなりません。私たちにはいくつかの選択肢があります。具体的にやっていきましょう」と彼は言う。
※http://ibasecretariat.org/aban-media-release-rotterdam-convention-cop-9-may-10-2019.pdf

A-BANジュネーブ・ミッション
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人権と多国籍企業その他企業の問題に関するワーキンググループの委任事項；有害物質・廃棄物
の環境に配慮した管理・廃棄の人権に対する影響に関する特別報告者；及び身体的・精神的健康

の最高達成可能標準の享受に対するすべての者の権利に関する特別報告者

REFERENCE： AL IND 4/2019　2019年3月1日

われわれは、人権理事会決議35/7、36/15及び33/9にしたがって、人権と多国籍企業その他企業
の問題に関するワーキンググループ；有害物質・廃棄物の環境に配慮した管理・廃棄の人権に対する
影響に関する特別報告者；及び身体的・精神的健康の最高達成可能標準の享受に対するすべての
者の権利に関する特別報告者としての立場で閣下に呼びかける栄誉を得ています。これに関連して、
われわれは、ベルギーに本拠を置く企業ETEX/Eternitが部分的に所有するアスベスト繊維セメント
工場によるアスベストへの曝露の人権影響、及び、インド・マディヤプラデシュ州カイモアの村におけるア
スベスト廃棄物の登記に関する、われわれの受け取った情報に貴政府の注意を向けていただきたい。

受け取った情報によれば：
エベレスト・インダストリーズ・リミテッド（以前はエターニト・エベレスト・リミテッドとして知られた）（エベレ

スト）は、インドに本拠を置く、1934年に設立された企業であり、同社は80年以上、アスベスト繊維セメン
ト製品を含んだ建築製品の製造・販売事業を行っている。

エベレストは、最初は「アスベスト・セメント・リミテッド」の名称で法人化された、インドにおけるアスベ
スト製品のパイオニアのひとつである。それに続く名称変更の後、1990年9月18日に同社は再び、ベ
ルギーに本拠を置くエターニト・グループ（現ETEX）として知られるものとの提携に沿って、その名称を
「エベレスト・インダストリーズ・リミテッド」に変更した。

エベレストは、カイモア、ナーシク［マハーラシュトラ州］、コーヤンブットゥール［タミル・ナードゥ州］、コ
ルカタ［西ベンガル州］及びルールキー［ウッタラーカンド州］に工場を所有・操業している。カイモア工
場は、イギリス企業ターナー・アンド・ニューオールによって建設された、インド初のアスベスト工場であっ
た。ある研究によると、1992年と1998年の間に、最初はターナー・アンド・ニューオールにより、のちには
ETEX/Eternitの子会社によって運営された同工場は、現在3千人をこす人々が住む約60万平米の
土地またはその付近にアスベスト廃棄物を投機したことを見出した。また、いくつかの試料ではアスベ
スト含有率が最高70％の、約100万トンのアスベストに汚染され表土が存在していることもわかった。

1998年にベルギーは、クリソタイルを除き、禁止を導入した。ETEX/Eternitは、ベルギーでアスベス
ト製品の全面禁止が施行されるすぐ前、1989年と2001年の間、インドの5つのアスベスト製品工場の
株主だった。2002年にETEX/Eternitは、その製造工程におけるアスベストの使用を禁止した。

2006年12月27日の計画法によって、ベルギー職業病基金のなかにアスベスト基金（AFA）が設置
され、2017年4月1日以降、アスベスト被害者の請求を処理し、ベルギーにおけるアスベスト関連疾患に
関連した補償を提供している。AFAから補償を受け取るためには、請求者は、アスベスト曝露がベル
ギーで生じた証拠を提出しなければならない。

世界保健機関によれば、アスベスト曝露は、労働環境中の空気、アスベストを取り扱う製造工場等
の点源近くの外気、または飛散性のアスベスト製品を含んだ家屋・建物の屋内空気中のアスベスト繊
維の吸入を通じて生じる。アスベスト繊維の吸入は、石綿肺、肺がんまたは中皮腫を引き起こし得る。

カイモア工場の労働者はアスベスト繊維へのリスクに直面しており、いくらかの元労働者及び彼ら
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の家族はアスベスト関連疾患の発現を報告している。工場指導・労働研究所総局［DGFASLI］によ
れば、インドにおける石綿肺の有病率は工場労働者において3％と9％の間と報告されている。しかし、
インドにおけるアスベスト関連疾患の有病率については、包括的な政府データの一般的欠如が申し
立てられている。同総局は、多数の未診断・未報告の職業病があると述べている。さらに、アスベスト
関連疾患の症状は現われるまでに15年と40年の間かかり、労働者・元労働者の健康情報の定期的
報告を必要とするが、報告されているところによればそれを欠いている。

カイモア工場近くに住みまたは住んでいた住民もまた、アスベスト廃棄物投機を含めた源からのアス
ベストへの曝露のリスクに直面している。子供たちは、アスベスト廃棄物が埋まった地面を遊び場にし
ていることが彼らを曝露のリスクにさらしていることから、大きなリスクの直面している。申し立てによると、
こうした地域におけるアスベストの有害な健康影響に関する情報は存在せず、同工場または近くの医
療センターは、アスベスト関連疾患を診断・治療する設備を備えていないかまたは不十分である。

元労働者またはカイモアの工場近くの住人などのアスベスト汚染の被害者のいくらかは、アスベスト
関連疾患を発症したことから、補償を申し出られたと言われている。また、資格があるものより少ない
補償を受け取った者がいる一方で、多数の被害者は補償を受け取っていないとも報告されている。さ
らに、職を失ったりその他の対応を心配して、アスベストへの曝露や健康影響を報告することを恐れ
ている者もいると申し立てられている。

われわれは、申し立ての正確さについて早まった判断をしたいとは思わないが、生命、健康、情報へ
のアクセス及び安全で健康的な労働環境に対する人権を含めた、労働者及びアスベスト繊維セメン
ト工場近隣住民の権利の侵害・違反の報告に深い関心をもっている。これは、とりわけ、企業を含め
た第三者によるその領域/権限内における人権侵害を保護する、国際的人権枠組みのもとでの貴政
府の義務によって強調されている。これは、効果的な政策、立法、規則及び裁定を通じて、そのような
侵害を予防、調査、処罰及び是正するための、企業に関して適切な措置を取ることを求めている。

重大な関心は、労働者・元労働者の健康と安全に対する影響、労働環境における彼らのアスベス
トへの曝露、アスベストを取り扱う製造工場などの点源近くの外気に対して表明される。関心はまた、
家屋その他の建物へのアスベスト・セメント製品その他アスベスト製品の継続的使用を通じたものを
含め、アスベストの点源近くに住んでいるまたは住んでいた住民の曝露の報告に向けられている。さ
らに、われわれは、影響を受ける地域におけるアスベストの有害健康影響の明確な健康関連データ
の欠如、及びアスベスト関連疾患の診断・治療のための適切な設備を備えた医療センターの欠如に
対しても関心を表明したい。

上述の申し立てられた事実及び関心に関連しては、こうした申し立てに関連した国際的人権文書・
規則を引用した、本書簡に添付した国際人権法への参照に関する付属文書［省略］を参照されたい。

人権理事会から与えられた委任事項のもとで、われわれの注意に対してもたらされたすべての
ケースの解明を追求することはわれわれの責任であり、以下の点について貴政府の見解をいただけ
れば幸いである。
1.	 上述の申し立てに関して貴政府が持っているかもしれない何らかの追加的情報及び/またはコ
メントを提供していただきたい。

2.	 アスベストへの曝露に関連して、国際人権基準、とりわけ生命及び最高達成可能標準に対する
権利を順守するやり方で、人権を保護・実行するその義務を果たすためにとることを計画している、
貴政府の何らかの措置を示していただきたい。
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3.	 アスベスト関連疾患の早期の診断、治療、社会的・医学的リハビリテーションの改善、及び過去及
び/現在のアスベストへの曝露をもつ人々の登録の確立に向けて、貴政府によってとられる何らか
の措置に関する情報を提供していただきたい。可能であれば、アスベスト関連疾患を発症した者
及び/またはその死亡がアスベストへの曝露と関連していた者に関する包括的な統計的及び非集
計データを提供していただきたい。

4.	 将来アスベスト関連疾患に罹患する可能性のある人々の数の予測に関する何らかのデータを
提供していただきたい。

5.	 アスベストへのリスク及び健康影響に関する労働者及び影響を受ける可能性のある住民の訓
練について、貴政府によってとられる何らかの措置に関する情報を提供していただきたい。とりわ
け、労働者及び工場または港、工場、投棄場所など他のアスベスト製品を取り扱う点源近くの地域
の住民に、アスベスト曝露の健康リスクや曝露を避けるために必要な対策について完全に知らせる
ようにするための既存のイニシアティブを拡張されたい。

6.	 アスベスト関連疾患に罹患した場合に労働者が受け取る給付を含め、アスベスト曝露の被害者
の救済への権利を実現するためにとられる何らかの措置に関する情報を提供していただきたい。
また、カイモアのアスベスト廃棄物投棄場所の是正に関連してとられる貴政府が計画する何らかの
措置を確認していただきたい。

7.	 もしあれば、アスベスト使用の禁止、またはより安全な代替品によるアスベストの代替及び代替を
促進するための経済的・技術的メカニズムの開発、または既存アスベスト及びアスベスト除去中のア
スベストへの曝露の予防に関する、貴政府の計画に関する情報を提供されたい。

8.	 国際貿易における一定の有害化学物質及び農薬の事前の情報提供に基づく同意手続に関す
るロッテルダム条約付属文書Ⅲのもとでのクリソタイル・アスベストのリスト搭載に関する、貴政府の立
場に関する情報を提供されたい。

9.	 アスベストへの曝露またはその健康影響を報告する労働者を保護するためにとられる措置に関
する何らかの情報を提供されたい。

10.	 （i）すべての企業がその事業を通じて人権を尊重するという期待を明確に設定すること、（ii）企
業が関連した人権侵害に関して国レベルの仕組みの有効性を確保するために適切な措置をとるこ
となど、人権に関する国連指導原則の実施を確保するためにとられた、またはとることを検討してい
る措置を指示されたい。
60日以内に回答を受け取れればありがたい。この期限を過ぎたら、このコミュニケーション及び貴政

府から受け取った回答は、コミュニケーション報告ウエブサイトを通じて公表されるだろう。それらはま
たその後、人権理事会に提出される通常の報告のなかでも公表される。

われわれは、上述した同様の申し立て及び関心を扱った書簡が、エベレスト・インダストリーズ・リミテッ
ド及びETEX/Eternitはもちろん、ベルギー政府にも送られていることを、貴政府にお知らせしたい。

われわれの見解では、記者発表の基礎となるであろう情報は注意に値する問題を示すのに十分
信頼できることから、われわれの関心を公けに表明するかもしれない。記者発表は、問題を解明する
ために貴政府と接触していることを示すだろう。

われわれの最高の配慮の保証を受け入れていただきたい。
※https://spcommreports.ohchr.org/TMResultsBase/DownLoadPublicCommunicationFil

e?gId=24366



52   安全センター情報2019年8月

国際石綿ロビーが国連条約を攻撃、石綿の危害を否定
RightOnCanada, 2019.3.21

国際クリソタイル協会（ICA）は40年間にわたってアスベストの販売を促進してきた。ケベックで「非
営利団体」として登録し、過去ケベック州セットフォードマインズの事務所の外で活動してきたが、いま
やICAはブリュッセルのロビー活動企業Alonso & Asociadosによって運営されているものと思われ
る。ICAは、ロシアとカザフスタンのアスベスト鉱山、及びインドとメキシコのアスベスト販売業者によっ
て資金を提供されている。長期間閉鎖され、再開を希望しているジンバブエのシャバニ鉱山もまた、
ICA理事会に代表を送っている。2013年にICAには16か国から23人の理事がいた。いまではちょう
ど6人の理事に縮小している。

しかし、ICAは、アスベストの危害を否定し、アスベスト産業の利益のためにロビー活動をするとい
う、その致死的な仕事を実行し続けている。

ICAは『ロッテルダム条約COP9会議－2019年』という文書を公表した。同条約の科学委員会と圧
倒的多数の締約国が繰り返し要求している、同条約の有害物質リストへのクリソタイル・アスベストの
包含を阻止するために、2019年4月29日～5月9日にジュネーブで開催される国連ロッテルダム条約の
締約国会議で使うつもりである。

ICAはまたケベックにおいて、労働者を危険なほど高いレベルのアスベストに曝露させることを許す
プロジェクトも促進しつつある。ケベック・アスベスト被害者協会（AVAQ）、ケベック州政府の保健局
長たちや、ケベック医師会、ケベック対がん協会、ケベック公衆衛生協会などケベックの保健団体はす
べて、カナダ政府とケベック州政府に、労働者が危険なほど高いレベルのアスベスト－連邦管轄下で
は違法なレベルだが、カナダ政府は恥知らずにも支持・支援提供している－に曝露することを許す、ア
スベスト廃棄物の商業利用などのプロジェクトを支援しないよう要請している。

アスベスト・ロビーは、以前、州政府の保健局長たち地下アスベスト鉱山の再開に反対したときにした
ように（「いかにアスベストを打ち負かしたか」の記事参照）、［今回も］アスベストの危害から人 を々守る
ために高潔さと勇気を示している彼らに対して、脅しをかけている。とりわけ、アスベスト廃棄物プロジェ
クトが行われるアスベスト地域の保健局長は、解雇の脅しを受けている。

アスベストに対する適切な保護を求めているAVAQ、ケベック州の保健局長たちや保健団体を支
援することが重要である。［以下省略］
※https://rightoncanada.ca/?p=4345

クリソタイル産業労働者はクリソタイル擁護の日を祝賀
PRNewswire, 2019.4.29

国際労働組合連合「クリソタイル」は、クリソタイル・アスベスト擁護の日である4月16日にクリソタイル
産業労働者を祝った。この日、ロシア、カザフスタンその他諸国から参加した労働者らは人 に々、クリソ
タイル産業が数百万の人 に々クリソタイル・アスベストでできた手ごろな価格の製品の提供に果たして
いる役割を思い起こすよう呼びかけた。
「クリソタイル」連合は、クリソタイル・アスベストの管理使用は不可欠のものであると考えている。独

立的な研究機関（ロシア科学アカデミーのともとにあるIzmerov労働衛生研究所「クリソタイルの抽出・
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精製における労働条件と労働者の健康の関連性の分析」2000）や研究者の独立的なグループに
よって実施された研究は、管理された状況で使用された場合、クリソタイルはアスベスト生産施設で働
く労働者と最終消費者の双方にとって安全であると主張している。それにもかかわらず、高度に有害
な物質のリストにクリソタイルを含める問題が、ロッテルダム条約の会合で定期的に持ち出されている。
クリソタイルの反対者は、クリソタイルとは共通性のない、すでに禁止されている種類のアスベストにつ
いての見当違いの研究を引用する。

ロシアとカザフスタンにおける国際クリソタイル擁護の日は、同連合とその支援者の立場を支持する
ことに狙いを定めた諸行事を呼びものにした。それゆえ、ウラルアスベスト工業団地は、クリソタイル生
産産業の年配熟練労働者の話を収録した『勝者の世紀』と呼ばれる本の出版を支援した。ベテラ
ンたちのためにウラルの黄金の糸と名付けられたダンスショーも開催され、アイリス東洋舞踊学校の女
生徒たちが、クリソタイルの目的と関連したダンスを披露した。さらに、安全の労働と社会の安定運動
を支持する女性たちの集まりも開催された。参加者は、これまでに完了したプロジェクトと今後の計画
について議論した。国際労働組合連合「クリソタイル」はロッテルダム条約の参加者に、この鉱物の
使用に細心の注意を払い、クリソタイルの管理使用が安全であることを示してきた科学的結論に基づ
く決定を行うよう求めている。
※https://www.prnewswire.com/news-releases/workers-of-the-chrysotile-industry-

celebrate-chrysotile-asbestos-protection-day-300839894.html

女性たちはクリソタイルを擁護する
ＢUSINESS-POST　2019.4.18

4月16日、「安全な労働と社会の安定を支持する女性たち」国際運動の参加者たちは、前年の活動
を総括し、すでに完了したプロジェクトについて話すとともに、今後の計画について議論した。

この集まりの重要な構成要素のひとつは、世界中でこの物質の使用と抽出を禁止しようとする企て
をやめるよう要求する、国際アスベスト禁止書記局（IBAS）とそのリーダーであるローリー・カザンアレ
ンに対する公開書簡に署名することだった。この運動の活動家たちは、クリソタイルを支持する多くの
国々の主張にもかかわらず、西側の政治家と当局者たちは、客観的知見ではなく既得権益に誘導さ
れて、危険なクリソタイル・アスベストという考えを押し通そうと試みていると確信している。後者の声明
は、管理使用のもとでこの鉱物は安全であることを納得のいくように証明する、長年のクリソタイル・アス
ベストに関する研究に基づいた、国際的な保健機関や独立的な科学者、研究機関による膨大な科
学的証拠に基づいたものである。ロシア、カザフスタン、ベラルーシ、キリギスタンの市民を含めた同運
動の参加者たちは、2013年以来、クリソタイル生産の擁護だけでなく、環境問題にも取り組んできた。

ロッテルダム条約の締約国会議の枠組みのなかで、2年ごとに欧州連合の代表は、世界中のあらゆ
る種類の「マウンテン・フラックス」の使用を禁止しようと試みている。「安全な労働と社会の安定を支
持する女性たち」運動の公開書簡は厳格に、しかし公正に、以下のように強調している。
「…国際アスベスト禁止書記局（IBAS）のリーダーであるローリー・カザンアレン氏、あなたは何を

根拠に、クリソタイルの管理使用の安全性を確認した科学的研究の結果を無視して、WHO、ILO、
ISSA、ロッテルダム条約その他の国際機関にあなたの命令をさりげなく押し付けようとするのか？あな
たは、欧州諸国におけるアスベスト関連疾患問題の原因が、広くいきわたったは角閃石系アスベスト
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の管理されない使用であることを知っているはずだ。」
あなたはレポートのなかで、「クリソタイルを使用しているのは26か国だけだ」と言うが、地球の人口

の3分の2以上がそれらの国 に々暮らしていることは隠している。
あなたは、世界のアスベスト曝露による年間死亡者数は（あなたの予測では）30万を超えるかもしれ

ないと言う。もしあなたの予測が事実だったとしたら、地球上における過去130年以上のクリソタイルの
クリソタイルの産業利用はなかっただろう…」
※https://business-post.ru/zhenshhiny-zashhishhajut-hrizotil-asbest/

ロッテルダム条約締約国会議はクリソタイル・アスベストを支持して終了
ＬIFE-24　2019.5.15

国際労働組合連合クリソタイルは、2019年5月にジュネーブで開催されたロッテルダム条約締約国
会議の結果を歓迎している。10か国－ロシア、シリア、カザフスタン、キリギスタン、ジンバブエ、ベネズエ
ラ、パキスタン、インド、イラン及びキューバ－の確固とした姿勢によって、クリソタイル・アスベストは、有害
化学物質の国際貿易を制限する同条約付属文書Ⅲに追加されなかった。この決定は、世界全体に
おけるクリソタイル産業の将来のための困難な闘いの成果だった。

クリソタイル・アスベストはもっとも安全な産業用繊維であり、主として高密度屋根材、ファサード板、ブ
レーキシューやパイプの製造に用いられている。この物質は優れた特性－耐火性、可塑性、低電気
伝導性、機械的ストレス耐性をもっている。クリソタイル産業は多くの諸国で重要な役割を果たしてい
る。数万の人々がこの産業の企業で働き、製品の一部は都市を形成していて、その完全な安定性の
寿命はそれらの機能に依存している。開発途上国、とりわけ東南アジアでは、クリソタイル製品は、高
品質かつ手ごろな価格の家屋を建てられるようにしているもっとも重要な建材である。
クリソタイル・アスベストの敵対者たちが、この物質を禁止することを支持する納得できる主張を示し

ていないことを指摘しておくことは意味があるだろう。国際機関、専門的な研究所や個々の科学者グ
ループによって実施された膨大な調査研究に基づいて、国際労働組合連合「クリソタイル」は、管理使
用されれば、クリソタイル・アスベストとそれに基づく製品は、労働者と消費者の双方に安全であると主
張する。現代的な換気システムや呼吸用保護具の使用と、産業廃棄物の安全な廃棄方法を組み合
わせれば、この産業における労働者の職業病リスクを回避することは可能である。最終製品のなかで
は、クリソタイル繊維は結合された形態であり、最終使用者の気道に浸入する可能性の余地はない。

クリソタイル・アスベストの使用禁止は不当であり、必ずや破滅的な結果をもたらすだろう。それが、
ロッテルダム条約の締約国会議の期間中に、労働者たちがラリーやデモンストレーション、その他のか
たちの意見表明を行って、クリソタイル支持ブロックを支援した理由である。この問題を深く研究する
ために努力してきたロシア連邦政府の確固としたアプローチなしには、肯定的な結果を達成すること
は不可能だったろう。クリソタイル・アスベストに関するロシアの統一された立場は、その公式の代表団
メンバー－工業貿易省、保健省、外務省及び産業省の代表らによって防衛された。

不幸なことに、クリソタイル・アスベストの禁止の可能性の問題は打ち切られてはいない。国際労働
組合連合「クリソタイル」は、クリソタイル産業と世界の社会的安定を守るために闘っていく意向
である。
※http://life-24.com/post/85738
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3.3  事象監視システム

課題1の文献レビューでは、11の事象監視システ
ムが調査され、それらの主要な特徴は表10［省略］
に示している。事象監視システムは、事象監視サー
ベイランスの諸原則の上に構築されている。これ
は、報告された各事例は、迅速な調査及び必要な
健康介入や予防措置のための警告信号とみなさ
れることを意味している。可能な限り多くの報告す
る関係者からデータを収集することを目的にした、
前のグループのシステムとは異なり、事象監視シス
テムは、注意深く選ばれた報告サイトの限られたネッ
トワークを利用する。このグループで確認されたシ
ステムは、少数のEU諸国（ベルギー、オランダ、フラ
ンス）とアメリカ、ニュージーランドでのみ実施されて
いる。それらはほとんど専門化した研究組織（労
働・環境衛生研究所または公衆衛生サーベイラン
スのための研究所）によって維持されている。

これらのシステムのうち、いくつかはすべての労
働関連疾患及びまたは職業病を対象とする一方
で、他は、例えば農薬への曝露と結び付いたWRDs

［労働関連疾病］など、特定の疾病グループを対
象にしている。また、このグループのほとんどのシス
テムが、新たな/現出しつつある労働関連健康問題

を確認することを目的に設計されている。そのた
め、労働関連健康問題のよりひろい状況を提供す
る、データ収集・統計のための補償と関連しないシ

ステムとは異なり、事象監視システムは、実際に対
処されなければならない健康リスクの潜在的警告
信号である、個々の事例に焦点を置いている。した
がって、これらのシステムのデータフローは、この目
的に合わせられている。

事例の報告は、主としてOH［労働衛生］医師で
ある、報告する関係者の自主的参加に基づいてい
る。いくつかのシステムでは、OH看護師やGP［一
般医］など、他の専門家も報告する可能性がある。
3つのシステム－フランスのGroupe	d'Alerte	en	
Sante	Travail（GAST）、ニュージーランドの届出
職業病システムNODS（及びアメリカの健康ハザー
ズ評価（HHE）システム－では、使用者または労働
者も労働関連健康問題を報告することができる。
データ収集に関しては、これらのシステムは、報告
及び可能性のあるデータ収集をともなった職場監
督の間のより綿密な記述を含めた、3.2項の補償と
関連しないシステムにおけるよりも、より詳細な曝露

評価によって特徴づけられる。これは、新たな/現出
しつつあるWRDsの監視に関して、事象監視シス
テムの主要な強みのひとつである。しかし、事象監
視システムは通常、新たなまたは普通でない労働
関連健康問題に対するそれらの焦点のゆえに、対
象範囲が狭く、報告事例数が少ない。それゆえ、
労働関連性評価のための必要最低限の情報が
提供されるだけでなく、報告する疲労のリスクが過
大になりすぎないようにするために、曝露評価要求
事項を注意深くバランスさせることが必要である。

EUにおける労働関連疾病を
確認するための監視・警報アプローチ

欧州労働安全衛生機関（EU-OSHA）　2018年12月10日
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これらのシステムの別の重要な共通の特徴は、
報告することに対する 「低閾値」 アプローチである。
これは、システムへの報告が、報告可能な条件の
厳密な定義によって限定されるのではなく、明確な
診断のない不明瞭な健康上の訴えであっても、報
告及び評価され得ることを意味している。これは
明らかに、これらのシステムの感受性を高めるととも
に、これまで知られていない労働関連リスク・疾病の
タイムリーな発見のチャンスを生む。しかし、適切な
専門家評価なしには、この種の報告は特異性を欠
き、多数の間違った警告につながる可能性がある。
それゆえ、低閾値アプローチと労働関連性の適切
な専門家評価を組み合わせることが、新たな/現出
しつつあるWRDsの早期発見のための効率的方
法のひとつであるかもしれない。

たしかに、これらのシステムでは、労働関連性
が、ほとんどのシステムでは新たな/現出しつつあ
るWRDsに関する専門家チームを含めた、ハイレ
ベルの専門技能によって評価される。2つのシステ
ム（SIGNAALとOccWatch）では、労働関連性の
評価には異なる国々の専門家の間での議論が含
まれる。例えば、職業病事象臨床的監視システム
（OccWatch）と呼ばれるシステムは、Modernet
ネットワークに参加する様 な々諸国の専門家によっ
て創設された（Modernetは現在、18の欧州諸国
－イギリス、オランダ、フランス、イタリア、フィンランド、
チェコ、ノルウェー、アイスランド、アイルランド、ベル
ギー、ドイツ、スイス、スペイン、クロアチア、ルーマニ
ア、マケドニア旧ユーゴスラビア共和国、アルバニ
ア、マルタ－の専門家が関わっている）。このシステ
ムは、Modernet諸国の専門家が報告された事例
にコメントし、または自国から同様の事例を追加す
ることのできる、国際的オンラインプラットフォームを
提供する。目的は、新たな/現出しつつある労働関
連健康リスク・疾病に関する知見の国際的交換で
ある。インタビューを受けた者及びワークショップ参
加者は、この種の国際協力におけるModernetネッ
トワークの貢献を指摘した。彼らはまた、相互に学
び合い、異なる諸国における新たなWRDsの監視
に向けて既存のアプローチを調和化するために、
Modernetが拡張され、国境を越えた経験の交流

が促進されるべきであるということに同意した。
労働関連性の評価が実施された後、結果が広

められるとともに、職場介入対策と結び付けられる。
予防との直接の結び付きは、これらのシステムの主
要な強みのひとつである。しかし、前に記述された
他のシステムのグループとは異なり、事象監視シス
テムで実施される予防対策には、信号が現出して
いる労働条件の直接の調査、リスク要因の判定及
び職場における予防対策実施のための助言が含
まれる。こうした予防対策には、同僚または職場の
原因に狙いを定めた直接の職場介入、様 な々かた
ちの一次予防（曝露または健康サーベイランスに
関する手引き、曝露の低減または代替化）や二次
予防（医学的サーベイランスの増加、追加的防護
措置の実施、職務の変更）が含まれる。

専門家ワークショップの間、議論の大きな部分
は、信号の感受性や特異性によって左右される、異

なるレベルの警告の発信に関するものだった。関
係者は、それによってシステムが警告のレベルを等
級付けするアプローチを指示した。レベル1は、特
異性がまだ十分ではないデータから導き出され、そ
れゆえ内部専門家の限られたグループの内部にと
どめられるべきであろう。レベル2は、（調査や専門
家によって実施された労働関連性評価の後に）信
号がより特異的になった場合に発動され、専門家
のより広いグループが対象になるだろう。最後にレ
ベル3は、異なる関係者や予防対策を含めた、国レ
ベルにおける幅広い流布が含まれるだろう。このア
プローチは、（例えばフランスのRNV3Pなど）本報
告書で記述されるいくつかのシステムですでに実
施されている。それゆえ、事象監視システムだけで
なく、他の種類のシステムでも、事象監視の側面を
追加し、システムによってつくられる警報信号の感
受性と特異性の間のバランスをとるのに役立てるた
めに、実施することができる。これは、（データ収集・
統計のための補償に基づかないシステムなど）幅
広い対象と多数の報告事例をもつシステムで、とり
わけ重要かもしれない。

次の項で、異なる諸国で実施されている事象監
視システムの事例を詳しく記述する。これには、2つ
の欧州システム－ベルギとオランダーで実施されて
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いるシステムであるSIGNAALとフランスのシステム
であるGAST（労働衛生警報グループ）が含まれ
る。また、アメリカで実施されているNIOSH HHEと
SENSOR-農薬の双方の、2つの他のシステムが含
まれる。後者は、農薬曝露と結び付いた健康リスク
を監視することに具体的にねらいを定めている。

3.3.1		 SIGNAAL（オランダとベルギー）

・	システムの目標・目的

SIGNAAL報告システムは、オンラインの補償に
基づかない事象監視システムである。それは2013
年7月以来実施されている。SIGNAALは、オラン
ダ職業病センター（NCvB）、ルーバン・カソリック大
学環境衛生センター（ベルギー）とIDEWE（ベル
ギーの労働における予防と防護のための外部サー
ビス）の間の協力の結果である。

SIGNAALの主要な目的は、新たなOHリスク及
び新たなODs［職業病］またはWRDsを検出するこ
とである。SIGNAALが開発されるまでは、オラン
ダとベルギーは新たなODsを発見、報告及び登録
するための特別のシステムをもっていなかった。結
果的に、ある疾病の原因が労働関連性であること
の判定には長い時間がかかる可能性があった。
SIGNAALの創始者らは、このシステムをオンライ
ンツールとして開発した。それは、現実的、迅速か
つ簡易な方法で情報を収集するのにだけでなく、
同時に報告された事例について結論を導き出す
のに十分な情報を提供するのにも役立つだろうと
思われた。SIGNAALの強みのひとつは、すべて
の報告された事例は、少なくとも2人の独立したOH
専門家によって組織化されたやり方で評価される
ことである。専門家らは、当該事例がWRDまたは
ODである可能性があり、それが新たなOH問題で
ある場合に、評価を行う。評価の後、報告した医師
は、拡張された報告書を受け取る。この報告書は、
SIGNAALの専門家が等が事例を労働関連性か
どうか、また、新しいものであるかと考えたかどうか
記述する。結果的に、それはベルギーとオランダの
医師によって、ある疾病をオープンシステムに提出

するために使用され得る。さらに、この報告書には、
根拠となる文献調査が含まれ、問題の職務との疾
病の関連性について記述し、また、次にとられる措
置について提案する。

・	システムのワークフローの記述

報告する関係者は、登録する必要があり、報告
を提出できるようにするためにシステムにログイン
する。個人の事例と複数の労働者が関係する事
例の双方を提出することができる。年齢や性別など

（それ以外の個人情報は除く）の労働者または労
働者集団のデータ、疾病の経過、可能であれば臨
床診断、職業、産業、職務の記述、関連する曝露、
診断検査の結果やすでにとられた対策など、大量
の情報がこのシステムに入力され得る。いくつかの
情報は要求されるが、報告する関係者が自ら望む
だけの文章を挿入するいくつかのオープンフィール
ドもある。報告する関係者は（皮膚病変の写真な
どの）文書を提出することもできる。

報告する関係者

SIGNAALはオンラインのプラットフォームである。
新たなOHリスクまたは新たなODを報告することを
望む報告する関係者は、まずウエブサイトwww.
signaal.info（オランダ）またはwww.mysignal.be 

（ベルギー）上で登録しなければならない。事例を
報告することを望む者はまず登録する必要があり、
彼または彼女の肩書きを提供するとともに、彼また
は彼女の連絡先を入力する。この後、SIGNAAL
のモデレーターは、彼または彼女が事例を報告す
ることができるように、この人物にシステムへのアク
セスを与えることができる。したがって、このシステ
ムは一義的には医師及び医学の訓練を受けた者
がSIGNAALによって求められた情報に容易にア
クセスできることを意図したものではあるが、ウエブ
サイト上の登録がモデレーターによって承認された
誰もがSIGNAALを通じて事例を提出することがで
きる。報告する関係者は、可能性のあるODまたは
WRDを診断し、職場と職業リスクへの曝露に関す
る情報を提供できなければならない。現在、報告す
る関係者のほとんどはOH医師である。これまで、
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他の医師で事例を報告したのは、一人の皮膚科医
だけである。

報告する医師の募集

オランダでは、科学的出版物や様 な々会議を通
じて、すべてのOH医師にSIGNAALが奨励され
ている。ベルギーでは、IDEWEがOH医師にこの
システムを知らせ、（前述したように、報告する医師
は曝露とODの因果関係を示さなければならない
ことから）労働者が補償を受け取れるようにするた
めに、彼らが連邦職業リスク機関（FEDRIS）への
申請を準備するのをSIGNAALが手助けできるか
もしれないと話している。現在、IDEWE以外によっ
てはSIGNAALは積極的に奨励されていないが、
別の場所で働くいくらかのOH医師も事例を報告し
ている。

2017年にSIGNAALは、FEDRISの協力によっ
てベルギーで全国規模で導入された。FEDRIS
は、新たなODsを検出し、また、新たな職業性リスク
のよりよい検出に貢献することを目的にSIGNAAL
を支援する任務を負っている。2017年3月31日に
ルーバン・カソリック大学とFEDRISは、OH医師に
SIGNAALを知らせるとともに、このシステムを全国
的に開始するためにシンポジウムを開催した。

事例を報告することを望む医師は、NCvB（www.
beroepsziekten.nl）及びSIGNAAL（www.signaal.
info）ウエブサイト上でシステムに関するすべての
関係情報をみつけることができる。ベルギーでは、
このシステムはwww.mysignal.beでアクセスする
ことができる。

労働関連性の評価

いったん事例がSIGNAALに報告されれば、モ
デレーターが追加的情報が必要かどうかをチェッ
クする。（例えば関連する曝露データなど）不可欠
な情報がまだ足りない場合には、報告した医師に
連絡して追加情報を求める。システムは、報告され
た事例を評価することのできる、オランダとベルギー
のOH専門家のプールをもっている。可能な場合に
は、すべて事例が2人の別々の専門家によって個々
に独立的に判定される。専門家らは、当該事例が
労働関連疾病である可能性があり、また、それが新

たなOH問題である場合には、組織化されたやり方
で当該報告を評価する。科学的証拠をみつける
ために文献検索が実施される。いくつかの事例を
議論するために専門家の間の会議が開催される。
SHINAALがはじまって以来、専門家グループは
拡張された。

コミュニケーション

前述したように、さらなる情報が必要な場合に
は、管理者は報告した医師に連絡する。曝露デー
タ、職務の詳細や診断は常に詳しく記載されるとは
限らない。しかし、よい評価を可能にするためには
詳細な情報が不可欠である。

専門家らがその評価を完了した後に、報告した
関係者はEメールで拡張された報告書を受け取
る。この報告書には、根拠となる文研調査が含ま
れ、疾病の仕事との関連性について述べ、また、プ
ロセスの次のステップを提案する。専門家らは自ら
職場を訪問することを希望するかもしれない。とき
には、報告した関係者が報告事例を発表すること
を望む。これが、専門家らと報告した医師と間のさ
らなる協力につながり得る。

データの保管

すべてのデータは秘保されたデータベースに保
管される。システム全体にアクセスすることができる
のは3人だけである。専門家らは、彼らが関わって
いる事例へのアクセスをもち、レビューのすべてのス
テップはシステムのなかに入力される。報告する医
師は、自らの警報事例についてのみアクセスするこ
とができる。

・	結果の流布

・	年次報告書は、研究者らによって取り扱われた
事例数を示す。SIGNAALウエブサイト（www.sig

	 naal.inf）は、完了した事例の簡単な概要及び評
価の結果（新たなものかどうか、労関連性かどう
か）を与える。

・	例えば、Francoisら（2015）やLenderink, Male
	 szka & Godderis（2016）など、いくつかの事例
はピアレビュー雑誌に発表されている。

・	例えば、34e Congres National de Medecine 
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et Sante au Travail（Godderis & Lenderink, 
2016）においてなど、いくつかの事例は会議また
は退会で報告されている。

・	金銭的側面

SIGNAALの開発費用は（パイロット、評価等を
含め）約175,000ユーロと推計される。オランダにお
ける過去2年間の事例レビューの年間費用は、1事
例当たり10,000～15.000ユーロであった。維持段
階における1事例当たり平均費用は、約5,000ユー
ロと計算されている。

・	データの活用

予防のためのデータ活用の事例

各レビューの最後に研究者は、その結果に基づ
いてどのような措置をとることができるか自ら問うて
いる。この点に関して、提案された措置は主として
企業に狙いを定めてきた。

例えば、ある企業で33歳の女性が、肩以上の高
さで力が入らない、右肩を伸ばしたり外転するとき

の痛みという症状をともなった右鎖骨下静脈血栓

症を発症した。彼女は組立工で、窓のカバー（ブラ
インド、カーテン）を作っていた。発症する前の期間
に彼女は、ほとんどもっぱら（週20時間）垂直の薄
板にリブを組む作業をしていた。彼女が扱った重
量は、リブの長さや数によってさまざまだった。彼女
は、約60度傾けて、その重量を腕で外旋させて取り
扱った。彼女の健康問題についての他の可能性
のある原因は、週20時間の有給労働に加えて、彼
女には2人の子供があり、通常小さい方の子供を抱
えていた。彼女は1日10本のタバコを吸っていた。
下の子供が生まれてから、彼女は再び経口避妊薬
を使うようになっていた。この障害、バジェット病に
ついて文献の予備的検索が実施され、結果は作
業の実施方法の方向を指摘した。血栓症が（例え
ば立ち作業結び付いた下腿など）他のどこでもな
く、右鎖骨下静脈に発症したという事実は、作業で
あったであろうと思われる追加的引き金があったこ
とを示唆した。文献は、外旋における腕の反復作
業への記述された曝露と鎖骨下静脈血栓症との
関連性のいくつかの証拠を含んでいた。しかし、こ

れは主としてスポーツについて記述されたもので、
労働者の間ではほとんどみつかってなかった。こ
れは、病気と労働の完全に新しい関係ではないが、
この種の労働においてはこれまで記述されていな
かったと結論付けられた。組織的及び技術的諸
措置が、職務ローテーションや反復作業の長さの
制限を促進した。

別の事例は、コーヒー加工工場における一酸化

炭素 （CO） 曝露による心臓の問題に関係するもの
である。あるコーヒー加工工場で20年間以上働い
た2人の労働者に関する報告が提出された。彼ら
はともに近年、異型と分類された心臓の問題に罹
患した。コーヒーの焙煎と挽粉が行われる工場の
いくつかの部門でそれがみつかったことは最近ま
でなかった。COレベルが非常に高かった可能性
があった。会社が高COレベルへの労働者の曝露
を下げるための迅速な対策をとったものの、報告し
た関係者は、異型の心臓の問題が以前の高レベ
ルのCOへの曝露と関連していたかどうかを尋ねた
のだった。最初の測定に基づいて、両労働者の典
型的な作業日における平均CO曝露は、何年間も
の間、曝露限界である25ppmのちょうど前後であっ
た可能性があった。コーヒー加工と一酸化炭素中
毒に関する文献は2つしかなかった。

文献に基づいて、慢性CO曝露は労働者に新
血管疾患のリスクを高めると結論付けられた。CO
は、主として脳心臓に影響を与えるとともに、（心）筋
に直接的否定的影響をもつ、血中酸素の供給の
双方に影響を与える。CO曝露は、高血圧、運動不
足、喫煙や高コレステロールなどの既知のリスク要
因であるだけでなく、心臓に対する追加的リスク要
因でもある。それゆえCO曝露は、心血管疾患の発
症に寄与し得る。また、CO中毒がしばしば異型の
心臓状態を引き起こしそうでもあると考えられた。
両労働者は近年、比較的若い年齢で心臓の問題
に罹患した。両事例について他の可能性のあるリ
スク要因も存在したものの、両名の中等度平均CO
曝露と一定の職務中のピーク曝露が彼らの心臓
疾患の発症に寄与した可能性があることはたしか
に確実であると結論付けられた。OHサービスが特
別の健康サーベイランスを開始するとともに、現在
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曝露管理システムが実施されている。
オランダでは、政策立案者が、SIGNAAL報告シ

ステムのなかで検出された新たなリスクについて知
らされている。あるアルミニウム企業におけるホルム
アルデヒド（及び他のアルデヒド）への曝露による鼻
血が、SIGNAALで初めて記述された。オランダ国
立公衆衛生環境研究所（RIVM）は、労働者及び
フォローアップ活動のための新たな及び現出しつ
つある化学物質リスクの優先順位付け報告書のな
かで、この新たに検出された健康リスクについて書
いた。社会問題雇用省はRIVMに対して、優先順
位の高い物質についてさらなる対策をとることを意
図して、報告された潜在的な新たな及び現出しつ
つある化学物質リスクの優先順位リストを作成する
よう求めた。RIVMは、ホルムアルデヒドを（直接の
行動が求められる）最高の優先順位の物質として
分類した。インフラ環境省の委託を受けてRIVM
は、（例えば厩舎や家畜小屋消毒のために）ホルム
アルデヒドを含有した、大部分の消毒剤及び防腐剤
（バイオサイド）向けに十分な代替化学物質が入
手可能であることを示す、登録も実施した。ホルム
アルデヒドを使用するいくつかの用途（例えば潤滑
油や金属加工油に使用される防腐剤など）につい
ては、非常にわずかな数の代替品しか入手できな
い。

これまでに報告された事例数が限られている
（合計で約25件）ことから、統計的分析はまだ不
可能である。関係者は、今後の報告事例数の増
加が、予防についての政策立案者らに対する有用
な助言につながることを期待している。

新たな/現出しつつあるWRDs発見のためのデータ

活用の事例

本報告書執筆の時点までに、SIGNAALによっ
て検出された実際の新たなWRDは1件、アルミニ
ウム工場におけるアルデヒド曝露による鼻血だけで
ある。

他の報告された事例は、実際の新たなODsまた
はWRDsではなく、他の労働環境においてすでに
記述されているODsまたはWRDsであった。例え
ば、31歳の男性が、呼吸器症状と発熱のために入

院した。彼は、抗生物質治療の受けて急速に回復
した。この男性は、厨房助手として働き、入院する
前に2時間、高圧を使って食洗器の配管を清掃し
た。OH医師は、これは、配管洗浄中のアエロゾル
吸入により引き起こされた吸入性発熱の事例だと
考えた。文献レビューの結果、同様の症状を引き起
こした、（例えば浴場における海藻マッサージ、科
学的装置の検査に使用される建物内の生物学的
に汚染された水槽など）他の作業環境における噴
霧エンドトキシンへの曝露を記述したいくつかの論
文がみつかった。SIGNAALの研究者らは、これは
おそらく高圧洗浄中の配管のエンドトキシンへの曝
露による吸入性発熱の事例であると結論付けた。

・	関係者の意見

推進力

システムは報告する関係者と評価者の双方に
とって容易に利用できる。

関係者2（報告者）：「それは基本的にオンライン
プラットフォームである…それゆえ実際に比較的使
いやすい。実際に大きな障害はない。」

事例が2人の異なる専門家によって組織的に評
価される。

報告した関係者が拡張された評価結果を受け
取る。

システム関係者と報告する医師たちとの個人的
連絡。

障害物

（医師が報告できるようになる前の）登録が潜在
的なバリアのひとつかもしれない。

関係者2（報告者）：「報告する医師がシステムに
よって承認されるまでに1日かかることもある。」

報告された事例の評価に時間がかかる場合が
ある。

関係者2（報告者）：「報告者としては、早くフィー
ドアックを受けとることが重要だと思う…はい、最終
評価までに非常に長い時間かかることから、報告
についてすでに忘れてしまっている。これを改善す
ることは確実にできると思う。」

医師らの新たな及び現出しつつあるリスクに対

EUにおけるWRDs監視・警報アプローチ ④
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する認識不足。
関係者2（報告者）：「職業曝露について一定わ

からないこともある。職業ハザーズについてみること
を忘れることもある。」

医師らの主として曝露に対する知識不足。
関係者3（研究者）：「曝露についてなにがしか知

る必要がある。たいていはそれは当てはまらない。」
OH医師は現在負担をかけられすぎている。
関係者3（研究者）：「OH医師は空き時間のなか

で多くのことをしなければならず、全員がそれをする
ことに悩まされているのではない。」

SIGNALにおける報告の可能な閾値について
議論しているとき、すべての関係者は、こうした問題
を打開するのは容易いことではないことに同意し
た。研究者らは、事例を評価できるようにするため
にシステム内で十分な情報が必要であるが、事例
の報告は報告する医師にとって過大な要求をする
ものであってはならない。現在、報告する医師は、
すでに比較的大量のデータを提出しなければなら
ず、システムに入力する必要のあるデータの増加は
報告の減少につながるかもしれない。これは、関係
者の一人が、報告する関係者は義務的データだけ
を提出し、SIGNAALの研究者がその他を収集す
ることを提案する理由である。

関係者2（報告者）：「簡単に、A4一枚分の記入
による使用しやすいやり方で義務的な報告を行う
ことができ、それをA4頁のオンラインで入力するこ

とができれば、もっとシンプルになると思うし、完全な
フォローアップはシステムによって引き継がれるだろ
う。」

・	データの質

研究者らは、全体的に、報告されるデータの質

は、事例を評価し、結論を出すのに十分であると結
論づけた。事例レビューの質も高いと考えられた。
評価が組織化され、2人の異なる評価者（それらの
領域の専門家）によって行われるという事実は、関
係者によれば、レビューの質に貢献している。

関係者1（所有者）：「すべての質問に答えること
を義務付けられているため、組織の程度が相対的
に低いシステムと比較して、質はよい。また、2人の
評価者をもつことから、総意を比較し、どのように結
論を出すかについて議論をもつことができる。」

・	他の諸国への移転可能性

すべての関係者は、SIGNAALは他の諸国に
移転できることに同意する。しかし、システム自体の
移転だけでは不十分である。SIGNAALを他の諸
国に移転するためには専門家のチームが必要で
ある。

関係者1（所有者）：「警報を処理し、自らの職場
や医師へのアクセスをもったチームを、その国
のなかにもつ必要がある。」

（つづく）

賛助会員、定期購読のお願い
全国労働安全衛生センター連絡会議（略称：全国安全センター）は、1990年5月

12日に設立された各地の地域安全（労災職業病センター）を母体とした、働く者
の安全と健康のための全国ネットワーク。月刊誌「安全センター情報」は、ここでしか見られない情報満載。

● 購読会費（年間購読料）：10,000円（年度単位（4月から翌年3月）、複数部数割引あり）
● 読者になっていただけそうな個人・団体をご紹介下さい。見本誌をお届けします。
● 中央労働金庫亀戸支店「（普）7535803」

 郵便払込講座「00150-9-545940」
 名義はいずれも「全国安全センター」

全国労働安全衛生センター連絡会議
〒136-0071 東京都江東区亀戸7-10-1 Zビル5階
PHONE（03）3636-3882  FAX（03）3636-3881
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アトリエ泉南石綿の館、開館
大阪●泉南に発信の拠点できる

4月20日、泉南市の「泉南石綿
の碑」において「第5回泉南石綿
の碑記念式」が開催され、泉南
市と阪南市の市長を含む125名
が集った。午後からは、111名が
参加しての賑やかな懇親会、泉
南アスベストの会総会が行われ
た。過去最高の参加者となった。

今年最大のトピックスは、地元
で石綿の危険性を訴え続けた
医師梶本政治氏を記念する「ア
トリエ泉南石綿の館」が開館し
たことだ。

政治氏の長男である梶本逸
雄氏が泉南アスベストの会ととも
に、旧医院兼自宅を解体新築す

るのに合わせその一角に建築し
たもの。泉南アスベスト問題そし
てアスベスト問題を発信する拠
点として、この日スタートした。日
本におけるアスベスト問題では
初めての記念・資料館となる。

懇親会の最後に逸雄氏の娘
さん（政治氏の孫）と夫君があい
さつされ、亡き政治氏とアトリエ開
館の思いを話された。その中で
紹介された「聴診器を口で『はあ
～』と暖めて胸にあててくれる優
しい祖父でした」というエピソード
は実に胸を打つものがあった。

アトリエ前に掲示された「梶本
政治医師由緒」を紹介する。

梶本政治先生は1953年旧信
達町牧野（現泉南市）のこの場
所で、小さな内科医院を開業し
た。以来80歳の没年まで、町医者
としてこの地の医療に携わった。

先生は、石綿紡織業に由来す
る健康被害から目をそらさず、そ
の危険性に警鐘を鳴らしつづけ
た。当時盛んだった石綿は泉南
地域の重要な地場産業だった。

欧米の文献を読みこなし、そこ
で得た知見を各地の医療機関、
保健所、労基署、食品・加工工
場、自治体、研究者に送りつけ、
警告を発した。先生がB4用紙に
綴り、妻タミエと子供たちがガリ
版印刷を手伝った。膨大な手書
きの文書が今も残っている。

当時外国の文献は高価だっ
た。医院収入のかなりの部分が
取り寄せ費用を含む資料代に費
やされ、生活は楽でなかったと聞
く。旧宅の畳の部屋は本の重み
でゆがんでいた。

先生の行動は研究や医療に
とどまらなかった。工場労働者と
近隣住民に多発した石綿肺と肺
がん。その悲惨さを誰よりもよく知
る先生は、足繁く石綿工場を訊
ねて、直接工場主に危険性を訴
えた。

それは､防じん設備の強化だ
けでなく、時に操業を止めるよう
迫る内容だったため、経営者の
強い反発を受けた。当然に工場
内で役所ではたまたJRの駅頭
で、数々のトラブルを引き起こすこ
ととなった。

寡黙で人付き合いは苦手だっ
た。変人奇人扱いされることも
あった。しかし、先生の存在は、

各地の便り
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新潟と長野で患者と家族の集い
新潟・長野●中皮腫患者さんが体験を発表

3月9日にクロスバル新潟で中
皮腫・アスベスト疾患・患者と家族
の会新潟支部の集いを行い、中
皮腫患者さん6人を含む16名の
参加者を得た。

この日は中皮腫サポートキャラ
パン隊副代表の今村亨さん（54
歳）にお話ししていただいた。今
村さんは2017年8月に胸膜中皮
謹を発症。地元福岡の病院では
治療ができないということで、兵
庫医科大学病院に行き手術を
受けるためアリムタ＋シスプラチン
3回の治療を受けた。その後、山
口での会合で山口宇部医療セン
ターの岡部先生と出会い、同セン
ターを受診し急きょ入院した。宇
部で3月に入院し右肺全摘手術
に挑んだものの、あばらを取って
胸膜を途中までめくっているとこ
ろで2か所の癒着がみつかり、大
出血につながるということで手術
が終わってしまった。このとき、手
術という治療の選択肢はなくなっ
てしまったので、次のことを考え
ようという判断になったということ

だった。その後は、医師の許可
を得たことから漢方薬や高濃度
ビタミンC等民間療法をしながら
静かに生活をしていたが、昨年
12月に腫瘍の進行が見られたこ
とから治療法の選択を迫られた
が、抗がん剤の副作用が辛いこ
とからオプジーポの治療受けるこ
とを決め、これまで4回の治療を
受けたという話だった。皮膚がボ
ロボロになる副作用がでてしま
い手が荒れたり、皮がめくれてし

いま石綿被害根絶のために闘う
人 を々限りなく励ます。
と同時に、先生がこの地の住

民の一人であったという事実は、
被害を知りながらここで生き、時
に利を得、沈黙したわれわれを、
からくも免罪してくれているように

思う。
原付バイクの後ろに茶色の木

箱を乗せて往診に回っていた、
ありし日の先生の姿をなつかしみ
つつ、この一文を捧げる。

2019年4月20日
泉南アスベストの会有志

まったりして痛く大変だという。
患者と家族の会副会長の松

島恵ーさんにも、中皮躍患者の
介護保験申請や身体障害者手
帳取得の実例についてお話しし
ていただいた。中皮腫は終末期
に必要な介護サービスが集中す
ることから、介護保隙申請をする
ときには、中皮腫の病態について
の説明を認定調査員にきちんと
しないと、介護2以上の、日常生
活をするために必要なサービス
を受けるための認定が取れない
ので、申請時の説明は大切という
ことが印象に残った。

3月23日には、長野市もんぜん
ぷら座で患者と家族の会長野支
部の集いを行い、中皮腫患者2名
を含む10人の参加が得られた。

この日は中皮腫サポートキャラ
パン隊共同代表の石田孝雄さん
にお話ししていただいた。また、
松島恵ーさんに中皮臆患者さん
の介護保険や身体障害者手帳
申請のお話しをしていただ
いた。

（名古屋労災職業病研究会）

中皮腫キャラバン隊 in 静岡開催
静岡●入院中の栗田英司さん励ます

4月6日、あざれあ・静岡県男女
共同参画センターで「中皮腫サ
ポートキャラパン隊 in 静岡」を開
催し、キャラパン隊共同代表の栗
田英司さんの講演「アスベスト被
害、中皮腫患者の生き方」や栗

田さんを囲んでの質問タイム、中
皮腫サポートキャラパン隊テーマ
ソング「希望の道標」のお披露目
発表等が行われた。60名ほどの
人々が栗田さんに会いに全国か
ら駆けつけた。栗田さんが故郷

各地の便り
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の静岡で療養をしていたことか
ら静岡での開催となったが、キャ
ラパン隊のもう一人の共同代表
である右田孝雄さんからこの催
しへの協力要請を受け、名古屋
労災職業病研究会は全面的に

パックアップした。

（名古屋労災職業病研究会）

感動の講演「アスベスト被害、中
皮腫患者の生き方」をご一読くだ
さい（2頁参照）。

治療法と救済法改正を柱に
東京●患者と家族の会の省庁交渉

5月24日金曜日、中皮腫・アスベ
スト疾患・患者と家族の会は、衆
議院第一議員会館において厚
生労働省と環境省との省庁交
渉を開催しました。今年は「石綿
健康被害救済法改正を実現しよ
う！2019 患者と家族の会省庁
交渉」のキャッチフレーズのもと、
多くの方 に々参加していただき多
くの当事者の声を国に届けるこ
とができました。

余命宣告を受け療養生活を
続けながら、毎日を一生懸命に生
きておられる患者さんの訴えに
は、会場の誰もが言葉を失いまし
た。多くの思いがきっと国に届い
たはずです。

プロジェクトチーム

昨年の「中皮腫100人集会・省
庁交渉だよ全員集合」プロジェク
トに引き続き、今年もプロジェクト
チームを立ち上げました。私が
リーダーとなり、チーム一丸となっ
て準備を進めました。プロジェクト
チームが短期間で効率よく準備
が出来たのは、チームが一枚岩と

なり進めた証です。今後も来年
に向けた活動をプロジェクトチー
ムで続けていきたいと思います。

交渉の主要課題は2つ

今年の省庁交渉では、「中皮
腫治療法の促進」と「救済法の
改正」の2つを主要課題に掲げま
した。現在、中皮腫の標準治療
法は基本的に、「外科手術・放射
線・化学療法」の3つです。昨年、
ようやく免疫チェックポイント阻害
剤のオプジーボが承認されたとこ
ろです。治療の選択肢が少なく、
オプジーボの奏効率も3割程度
の中で、早急な中皮腫の治療研
究が必要とされています。

石綿健康被害救済法では、
療養手当として月に10万円が支
給されますが、通院交通費も支
給されなくて、お亡くなりになった
後のご遺族に遺族年金はありま
せん。中皮腫と診断された患者
さんの多くが、療養のために仕事
を辞めることになります。実質10
万円が療養費と生活費になり生
活の困窮に陥る可能性もありま

す。また、ご遺族には深い悲しみ
と共に経済的な不安が残されま
す。早急に療養手当の増額、遺
族年金の設立といった救済法の
改正が必要とされています。

国の因果関係と継続協議

救済法の改正になると環境省
は毎年のことながら、「個別の因
果関係を明確にすることが困難
な石綿被害者に対する見舞金
的なもの」だから、療養手当は増
やせない、救済法の改正は出来
ない、の繰り返しでした。2014年
の泉南アスベスト国賠訴訟最高
裁判決で国の加害責任を認定し
た後は、建設アスベスト訴訟でも
国に対して10連勝をしています。

国の不作為のせいで石綿被
害が広がったという国の因果関
係を明確にして、救済法の改正
に向けた協議を継続的に行って
いくことを約束しました。

今後の課題

今後は厚生労働省の第3期
がん対策推進基本計画の中で
「希少がん、難治性がん」の研
究が進められていくことになりま
すが、それに頼ることなく患者団
体として違う角度からも、積極的
に中皮腫の治療研究に関わって
いくことが必要となります。そのた
めの交渉を厚生労働省、環境省
と続けていくことになります。

救済法の改正に向けては、2
年後に迫った労災時効救済問
題ついての協議と、「個別の因
果関係にこだわることなく、国の
加害責任を認めさせるための交
渉」を環境省と続けていくことに
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なります。

叶わなかった約束

今年の省庁交渉には、腹膜中
皮腫で療養中の栗田英司さんを
はじめとし、27名の患者様と66名
のご家族ご遺族に参加していた
だくことができました。ただ、この
1年で多くの患者さんがお亡くな
りになっていました。昨年の省庁
交渉で頑張ってくれた高橋千穂
さんもその一人でした。埼玉県
にお住いで、悪性胸膜中皮腫で
療養中でした。

高橋さんには昨年の院内集
会でも発言をいただきました。さ
らに翌日の新宿西口街宣行動で
は、街宣車の上からスピーチをし
てもらいました。普段は寡黙で控
えめな彼女の、堂 と々した姿に感

動して涙が出そうになったのを憶
えています。そんな高橋さんも病
気が進行し、冬になるころには地
元の総合病院に入院されていま
した。昨年12月の半ばに右田さ
んと病院に伺ったときに、必ず良
くなって来年の省庁交渉に参加
すると約束をしてくれました。残
念ながら5月6日に高橋さんはお
亡くなりになりました。約束は叶い
ませんでした。

高橋さんをはじめ、アスベスト
の被害でお亡くなりになった患者
様の無念を晴らし、残されたご遺
族が少しでも安心した生活がで
きるよう、これからも粘り強く省庁
交渉を続けていくことを約
束したいと思います。

副会長　松島恵一

（患者と家族の会会報より転載）

有害物質曝露の胎児への影響
韓国●産業災害補償保険法改正議論も

■有害物質を扱う可妊期の女性
労働者は10万人以上

3月28日、イ・ヨンドク・共に民主
党議員が「子供の健康被害に
対する産災補償方案」報告書を
公開した。又松大学校の産学
協力団が雇用労働部の研究委
託を受けて昨年12月に報告書を
完成した。

2009年と10年に、済州医療
院の妊娠中の看護師5人が流
産し、4人が先天性心臓疾患を
持った子供を産んだ。死産した

看護師には産災が認められた
が、心臓疾患の子供を出産した
看護師には認められなかった。
この事件は法廷での攻防につな
がり、現在は大法院に係留され
ている。

妊娠労働者の業務による胎
児の健康被害が賠償されるため
には、民事上の損害賠償訴訟を
提起するしかない。しかし、研究
陣は「労働者が立証することは
現実的に難しい」、「判決までに
多くの時間が必要とされ、子供と

家族の被害は加重されるしかな
い」と指摘した。

研究陣は「産業構造の変化
で作業工程が複雑になり、新し
い化学物質が増えて生殖毒性
因子が増えているのに、産災保
険はこれを反映できていない」、
「狭く解釈されてきた産災保険
法の適用を改善して、子供の健
康被害に対する迅速な補償と社
会的弱者に対する保護を拡大
すべきだ｣と話した。

研究陣は生殖毒性有害物質
にばく露する事業場で働く可妊
期女性を、統計庁の人口総調
査資料を根拠に246万4016人、
こうした物質を直接扱う女性労
働者を10万6669人と推定、生殖
毒性・生殖細胞変移因性物質を
扱う40歳以下の女性労働者も
3929人である。
イ・ヨンドク議員は、この報告書

を根拠に、業務上の理由で胎児
の健康に悪影響があれば、胎児
も産災保険の補償範囲に含むと
する産業災害補償保険法の改
正案を発議した。子供に療養給
付、障害給付、看護給付、職業リ
ハビリ給付を支給し、その両親が
看病のために休職した場合の最
大2年間の休業給付も含まれた。

2019.3.29 毎日労働ニュース

■過労による経済的負担は7兆
ウォン

4月9日、韓国保健社会研究院
が韓国雇用情報部の高齢化研
究パネル1～6次資料を分析し
て、長時間労働とうつ病・脳心血
管疾患の相関性を調べた「過
労による韓国社会の疾病負担と
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対応方案」によれば、長時間労
働は心血管疾患発生の危険を
47.7％増加させ、精神疾患発病
の危険を28.8％、死亡の危険を
9.7％高めるとされた。労働時間
が週53～60時間の長時間労働
者の脳心血管疾患発生の危険
比率は、週35～40時間働く労働
者に比べて1.99～2.09倍高いと
調査された。

これを経済的費用に換算し
たところ、週60時間以上の長時
間労働による疾病負担は、3兆
3600億～5兆5800億ウォンと推
計された。また、交代勤務のよう
な非標準勤務時間による疾病
負担は、2兆1200億ウォンと推定
される。長時間労働と交代勤務
など、過労による疾病負担は年
間5兆～7兆ウォンに達すると計
算された。

研究を担当した保健社会研
究院の副研究委員は「過労によ
る健康問題を防止するための最
も根本的な代案は、過労そのも
のを減らすこと」と強調した。過
労に対する産業災害補償の認
定基準を緩和し、保険給与の保
障性を拡大すべきだという提案
し、「疾病の発生原因と関係な
く、苦しむ労働者に普遍的な所
得を保障する傷病手当て制度
のようなシステムを準備すること」
も注文した。

2019.4.10 毎日労働ニュース

■仁川空港の手荷物処理施設
の労働者の肺がん、初めての産
災認定

公共輸送労組仁川空港地域
支部によれば、勤労福祉公団は

3月29日、17年間仁川空港の手
荷物処理施設で働き、肺がんの
判定を受けたAさんが産業災害
と認定された。

Aさんが働いた仁川空港第1
ターミナルの地下手荷物処理施
設では、仁川国際空港公社の子
会社所属の労働者500人余りが
働く。Aさんは17年間、地下で施
設管理業務を行い、2017年12月
に肺がんと判定された。Aさんの
肺がんを診断した病院は、作業
環境有害要因ばく露評価報告
書で「作業環境試料を分析した
結果、2個の試料はばく露基準を
超過した」とし、「長期間高濃度
の粉じんに周期的にばく露し、呼
吸器系に否定的な影響を及ぼ
す可能性があると評価される」と
した。実際にAさんと同じ場所で
清掃作業をした労働者は、粉じ
んに接触した顔面全体に紅斑・
発疹・かゆみなどを訴えていたと
わかった。

支部は「手荷物処理施設の
労働者の作業環境で、粉じんに
よる肺がんの発病が労災と承認
されたのは初めて」で、「仁川国
際空港公社が一緒に再発防止
対策を作ることを求める」と話し
た。

2019.4.10 毎日労働ニュース

■今年「最悪の殺人企業」にポス
コ建設

キャンペーン団は4月24日、ポ
スコセンターの前で記者会見を
行い、「ポスコ建設は昨年に産
災死亡が最も多く発生し、亡く
なったのは全部下請け労働者で
あった」として、会社を今年最悪

の殺人企業に選定したと明らか
にした。

ポスコ建設の次は、セール電子
（下請け労働者4人など9人）、
ポスコ（下請け労働者5人）、大
林産業（下請け労働者4人など5
人）、韓火（5人）等で死亡した労
働者が多かった。
「最悪の殺人企業」は、1年間

に産災死亡がもっとも多く発生し
た企業に、民主労総と労働健康
連帯、毎日労働ニュースが参加
するキャンペーン団が、雇用労
働部が発表する重大災害発生
報告資料を整理して、2006年か
ら選定してきた。

ポスコ建設では、昨年3月2日
に釜山の海雲台エルシティー新
築工事現場で、建築資材が落ち
て下請け労働者4人が亡くなり、
仁川の松島国際都市新築工事
現場、忠南の瑞山化学団地増
設工事の現場、釜山のトンネル
工事現場などでも死亡事故が
相次いだ。2015～2017年にも13
人が亡くなっている。
また、韓国西部発電と保健福

祉部を特別賞に選定した。韓国
西部発電は昨年末、泰安火力
発電所でキム・ヨンギュンさんが
亡くなり、その以前も8年間で11
人の労働者が亡くなっている。ま
た、保健福祉部には、看護師・医
師など、病院労働者の続いた過
労死、過労自殺、職場いじめによ
る自殺などが「病院事業場の構
造的な問題、人員問題」なのに、
これを正しく解決できない
責任を問うとした。

2019.4.24 ハンギョレ新聞

（翻訳：中村猛）

世界から
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